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東京立正女子短期大学



私の歩んだ英語教育の道

近藤久美子

1. 日本鰭を教え始めた頃の話

戦後アメリカへ留学生という名目で多くの人が渡米している。 i留学」と言

う名の通り学聞に専念してきた人も多くいるだろう。然し中には大学に留って
~ トナ

いる事を大人げないと思って，学校は仮の宿で，その他の世界で活躍してきた
のう

らしい人も沢山いると附J~ 、ている。 私は他に能がないから， 文字通り ， 学校に

留まって， くそまじめに勉強してきた。休暇を利用して， 二 ・三の大きな旅行

を試みた以外は。だから他の留学生が何をしていたかは在米中は何も知らなか

った。帰ってきて， 何年か絞ってから， いわゆる留学生が，留学以外の事で大

いに活躍していた事を知った。又，ヨーロッパを旅行している聞にも，留学生

と称しながら，全く 別の生活をしている若い人が大勢いる事にも気がついた。

留学中，私は英書を字引と首っ引きで読んで過す生活には何の疑問も湧かな

い程，留学という私の仕事に没頭して暮した。そして楽しくもあり，快適であ

った。 i何もア メリカくんだりまで行って，本だけ読んで暮して来なくてもよ

かろうに」と実際，身内の者にも言われたし， 他人様にもそう言われた。然し

待って下さいよ。人は個々にその人なりの生き方， 楽しみ方があるものです。

本を読んで過す事を馬鹿よばわりしてほしくなし、。日本に帰ると，生活の為に

働かなくてはならない。文字通り，知識の切り売りをして暮さねばならぬ程，

戦争直後は貧乏していたから，仕事をして家に帰ると疲れ果てて，心の糧とし

て自分の好きな本を読む余裕など僅かしかなし、。ところが，留学させて頂けれ
あいだ

ば， ‘食う事、は一応保証されて，まがりなりには，その間だけは，生活のう

れいを顧慮する事なく ，好きな研究ができる。それをさせて頂いたまでの事な

のである。留学生なんて，お金があるはずがないのだから，当然余計な外出は

せず，然、し与えられた知識の賓庫は利用させて頂く事は，ただで出来る。それ

を私なりのやり方でやらせて頂いたまでである。とにかし留学中は日本で，
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どんな仕事，どんな運命が待っているかは，全然念頭になく ，自分のしたいと

思う研究を私の望んでいる形で，ある程度実現させて頂いた。もっとも，私の
フ$ 0 ウシツプ

頂いた奨学金は多額なものではあったが，ぜいたくが出来るというものではな

い。年間当時 4，000ドル， 日本金にして 120万円位のお金は直接夜、に渡される

ものではなく私のいた大学に支払われるので，私に与えられるものは，当座の

Pocket moneyであり，要する本代や衣服費は，領収証をワシントンの本部に

送ってその後に支給されると言った類のものであるから，まとめて大金を持て

るというものではなし、。だから一年毎の Fellowshipは，終ると，それで丁度

なくなっているという具合である。私の研究への計画は一年では無論，満足の

行く様にはいかないのである。私の「外国語としての英語教育」の論文は，好

評を得て終ったのだが，これは私の計画の一部に過ぎなし、。私は二年目からは，

英語で物を書く勉強一一文学などという大それたものでなくとも一ーと，米国

の駆く近代の作家の研究をする事であった。一方，いつかは又古典に戻って，

ブレイクやダニエノレ ・デフォーや，ジョン ソン，ブラウニ ングなどをもっと徹

底して勉強したい，それには英国にも行ってみたし、し，ウェイノレズCWales)や

アイノレラント烏Clreland)やスコット ラン ドCScotland)に行って，方言と民族

のかかわり方を勉強したいとも考えていた。然しそれは 3年や 4年の留学では

到底やりきれるものではないのである。

結局，私は言わば模索時代の緒についた形で日本へ帰ってきた。弘に家庭と

いうものがなかったら，そして又生活の心配がなかったら向分の好む所にむか

つてエネノレギーを傾ける事が出来ただろ う。然、し1950年代には帰国 して みる

と，私の前に立ちはだかったものは生活の問題であった。実際日本へ着いたら

私は日本金10円玉一つ持っていない自分を見出したのであるから，直ちに元や

っていたアルバイトの様な仕事にとびついた。初歩の英語の知識の切り売り

生活である。私は定職らしい定職を持たず暫くこのアノレパイト の生活に甘んじ

た。そのうち，やがて大学に務めないかという誘いがボツポツ来はじめた。

私は，自分は英語学者ではなし、。まだそう 呼ばれるには未熟すぎると普から考

えてきた。知れば知るほどそう思うのである。私は英語を少々かじってきたに

過ぎなし、。もっとも，居直って考えてみると，大学の英語の先生というのも，

ピンからキリまである。やろうと思えば大学生に英語位は教えられない事はな

い。その位の勉強は，中途半端だけど，やってきたからである。そう 自分に言
さそい

い聞かせているうちにい くつかの大学で，教えないかと言う誘があった。
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迷っているうちに，日本語をアメリカ人の学校で教えてみないかという，ま

ったく異質の誘が現われた。これは先輩からの話である。私は英語教育を専門

に一応勉強してきたのであって，自国語を教えるなんて !日本語を外国語とし

て教える自信など私には全然なL、。然 し考え方に依っては，外国語としての英

語教育をうらがえして，日本語をおきかえたら，方法は全く同じではないか?

それに，この学校は，既に話のあったどの大学よりも，地理的に，私の家から

近い。通勤に関しては， 日本の英語専門の大学に通うよりは、ずっと通勤が楽

である。ここなら，アルノくイ卜も両立させる事が出来そうだ。報酬の方も，大

学よりは，この学校の方がずっとよい。そこで私は，単純にこの方に決めたの
やと

である。但し震ってくれるかどうかは未だわからなし、。

2 東京のアメリカンスクー)1，..で教え始めた頃のこと

私にこの学校を紹介して くれた先輩の話では，私の前に既に数十人の応募者

があった由である。その中には，日本語を教える専門家もいたし，高師を卒業

した国語の先生もいた様でhある。ところがその誰もがこのアメリカ ンスクール

当局の御気に召さなかった様だ。 rあなたも」とその先輩は言った。 rあなた
も気に入られないかもしれなし、。 何しろ変っているんだから，えらび方が」と

その先輩はのたもうた。私には， えらび方がど う変っているのか見当がつかな

かった。 rでも一応御紹介するから， 学校へ行って，校長先生に会ってきて下
さいな」と言 う事で，私はでかける事になったわけで‘ある。

この学校に奉職する様になってから，暫くして，あるアメリカ人の先生から

次の様な事を聞いて，その選び方が変っているという言葉に納得がし、った。つ

まり，普通ならば，採用する，されると言う場合，校長がその応募者と面接し

て，股歴書を渡して， しかる後，会議にかけるか して， それでよいと言 う事で

決めるとい う事で成立するとい うのが普通であろう。ところがこの学校ではこ

ういう決め方のプロセスを通す他に，男IJにも っと重大な決め方があるのであっ

た。重大な決め方に気がつかないのは，多分こちらが日本人だからなのであろ

うけれど。先輩が， r何しろ変っているんだから。」と言った意味は，先生方と
生徒全部の意見を現わす投票に依って， 日本語の先生の採用 ・不採用を決める

わけなのである。投票数が多くなくては，どんなに校長一人がよいと思って も

採用にならないわけである。

なるほど，校長との面接日と決められた日に，決められた時間に，その学校
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へ行くと，まず簡単な挨拶が交わされてから，私は将来教えるはずであった
クラス

各級に， 15分ずつ連れて行かれて， いきなり与えられた材料で， r日本語を教
えてみて下さし、」と言われた。或る教室には何も材料がない。私はそれでも，

日本語の教授法という形を自分で考え出して授業をやらなくてはならなし、。こ

れが私に与えられた採用試験の方法て、あった。 私は何を教えたか，何を生徒の

前でしゃべったか，演じたのか，今は何一つ思い出せなし、。後になって一人の
ひみつ

米人の先生が私にこの学校の採用法の秘密をもら してく れたのだ。一人一人の

先生と生徒が私のティーチングの後になってそれぞれ可否の投棄をして， そし

て今後の自分達の日本語の先生を決めたというわけである。

そんな事とはつゆ知らず，私は課せられた採用試験たるティーチングのすん

だ後，校長との実際の面接をしたわけで‘ある。 この時の校長をブリンクマン先

生と言う が，この方は教育学の博士で，優秀な人物であったけれど，この先生

との初対面の時，校長と必要事項をてみじかに話しあった後，私は次のことを

言い放った事を思い出す。 私が次の事をしゃべった瞬間は，採用不採用はまだ

判ってもいない時であるが，そんな事は私の念頭にはなかった。今思えば，向

うは徹底したアメリカ人的流儀でやったまでで，当然の事としか考えていなか

ったのだろ うが，私は私で，徹底的に日本人的発想で，何か試めされている様な

気持が して‘失礼な、とミ不愉快な、思いがしていたので，次の様に言い放っ

たのである。 r大体，予告もなしに，準備もな しに， 一体どの生徒がどれだけ
日本語が判るのかも知らないのに，いきなり、日本語を教えてみて下さし¥ と

し、うのは無茶です。どうも私には日本語をこの学校で教えられる自信はありま

せん。」 とできるだけはっきり， 正しいと思われる英語で， 校長に言い放った

わけである。ところがこのドク ター ・プリンクマンは，r~、や， それはあなたの

思いすごしです。げんみつな意味で，この学校で， ミ私は日本語を教えられま

す、と言える人はいないでしょう。教える相手は，いたずらざかりの子供です

し，少し級をまわっておわかりになったで、しょうが，日本語をベラベラ話す子

供もいるしま るで邸の様にだま っている子供もいるし，人種的偏見を持って

いる子供もある。日本人を善意に理解している者もいるが劣等視する者 もい

る。こう した環境で大切な事は語学を教えるという事よりも，各民族の融和

を，語学を通して培おうという事です。あなたにもし，語学を橋わたしにし
フレ...~..ν ヲ プ

て友情を促進して行く気持があれば， それが一番大切な事なのです」。校長

は私の顔をみつめながらそういう意味の事を言った事を思い出す。この言葉
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は，多年私の心の中にあった問題だけに私の心を打った。 私は 「やり通せるか

どうか判り ませんが， そう仰言るならやってみま しょう」 と言う約束だけ し

て，その日は辞した。

3. 日本語教師としてのキャリアーの始まり

1952年の秋，この面接のあと11月から，私はこの学校で日本語を教える事に

なった。思えば英語教育を専門に勉強して留学を終えて帰ってきながら，勉強

してきた英語は，職業の上では生きる事なしに，日の目をみる事なしに，思っ

てもみなかった，日本語を教えるとい うことに，とって代ってしまっていたので

ある。よもやそれから10年以上の長い月日をここに般をおろしてしまうなどと

は当時夢にも思っていなかった。同じ語学を教えるとしても，私は日本人に英

語を教える勉強しかして来なかった。いな，それすら本当の意、l床で私は勉強し

てきたかどうか怪 しいものだ。日本の大学で，卒業する前の三ヶ月を教授法に

過しただけだったのだから。唯言える事は，留学の期聞を除いて，かなり長い

期間英語を教えてきたから，それに慣れてきただけである。今の私だったら，

とうに尻込みしていたはずの柄にもない日本語教授を，青い目の人々に，その

時の若さ とエネルギーでやり通しただけである。

このアメリ カン ・スクールには，私の他にHと言う 日本語の先生がおられ

た。 この方は30年も，この学校で，高校生に日本語を教えておられた。私は従

って小学生全部と中学生全級に，日本語を教える事になった。H先生は，少な

し、級では4人乃至5人又は7人か8人の級を毎日2時間ずつ週に10時間位教え

ておられた様だ。当時60歳を越えておられたと思う。 私は小学校12級と幼稚園

と中学校全級を教えたので，低学年ではあったが，なかなか多忙であった。材
お とな

料を広範囲から択ばなければならないし 大人に語学を教える事とは全く勝手

が違っていた。

小学校の低学年では授業の途中オシッコに行きたいと言う者も出るし，先生

の話を聞いていないで，勝手に英語でしゃべ り出して，あげく のはてには，ふざ

けちらす子供も出てきた。 他の本を読んで全然日本語を習おうと しない子供も

あった。日本人の先生を自分の家のメイド程度に思いこんでいる子供もいる。

ミ私は来週アメリカへ帰るからもう 日本語をやる必要はない、と宣言する子供

も出て くる。 、日本語なんてやる必要はない。東京中どこへ行ったって， 英語

で通じちゃ うんだから、 とうそぶく子供もいる。
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或る時，中学 2年の級で日本語を教えていると，突然、「質問があります」と

手をあげる子供があった。子供と言って も中学2年というと12・3歳位か，又

は14・5歳の子供もいる。殆んどの子供は私の背丈{立ある。私より背の高い子

供もいる。体格は遥かに私より勝っている。だが，今でもそうだが，私はかつ

て一度も青レ目だからと言って彼らに対して劣等観を抱いた事がなL、。

学生時代から青い自の人に慣れていた故もあろう。英語が通じないで困った

という経験も殆んどない。私のおかしな Britishの発音が， 時 /.(Arnerican 

Englishとかけ離れているために 1度か2度，発音の相違で議論した事があっ

たが， 私は発音の相違だけのためには，劣等観は持たない事にしていたから，

堂々 C?)と彼等と論戦した。私は英語は BritishEnglishでなくてはならぬ
とか，King's Englishが正当であるとか，そんな野暮な事は言わなかった。そ

うかと言って，米語が圧倒的であるこの学校で，絶対に米諸でなくてはならな

いとも，思っていなかった。 私は生徒に言った事があった。 i私の英語は私の

英語であって，何語でもない。KondoEnglishだ。 通じなければ仕方がない。

私の言っている言葉が通じなければ仕方がない。 私の言っている言楽が全然、わ

からない人があったら申し出てほしい」。 ところが誰も申し出て来なか った。

日本語でも同様だった。 i私は大体標準語の日本語を話しているつもりだけ

れども， それは KondoJapaneseと思って覚えて頂きたし、」。その後は誰も私

の言葉を，あしざまに批評しなくなった。 ところが，ある 日突然、，質問がある

と言った生徒は，たち上ると，私に日本語でなく英語で，“What do you call 
ま ね

Honeybucket in Japanes巴?"彼女・はそう言って鼻をつまむ真似をした。おわい

桶を何と言う のかと英語で聞いたのだった。 明らかにこの生徒は知的興味から

この質問をしたのて・はなかった。 日本人の汚ないと思われる習慣を侮辱 しよ う
hらい

とかかったのか，退屈の余り，日本語の援業を笑の方に転換しよ うという単な

る無邪気な気持だったのか，私を何かの形で困らせようと思ったのか。 私はま

じめにこの問題をとりあげるべきかどうか瞬間迷った。すると級全体がくすく

す笑い出した。そう して私が次の問題に移ろうとすると級全体がそれを阻止す

る雰閤気に出た。そこで私は暫く生徒の顔をみつめてから，その質問した生徒

に向って言った。「授業が終ったら，外に出て，ハニー ・パケットをみせてあげ

よう。 その方がわかり易いだろう。多分あなたはそれをみて，その美しい香を

エンジ ョイするだろう。」とすまして応酬した。先生である私が怒るか，顔色を

かえて当惑するのを期待していたであろう生徒。或いは教師がまじめになっ
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て，日本の現状を苦しまぎれに弁明するであろう事を期待していた生徒は，背

負い投げをくわされた顔をして，だまって引きさがって しま った。その後にな

って「連れて行ってみせてくれ。」 という者はいなかった。 みんな知っている
式0(<'

からだ。こうした類の質問は数え切れないほど受けた。

人を噸笑するという事は，総て無知から出ているものだという事を生徒に'陪

らせるのには時聞がかかった。けれども，私は我慢強く，これを自然に悟らせ

る事に努力した。アメ リカにだって汲取り式の便所がある所もある。南部には

確かにある。又電気も水道もない村落だってある。学校が全然ない地方もあ
そう

る。そう言う事も少しずつ悟らせて行かねばならない。人聞は皮膚の色の相

違，気候風土の関係で，皆それぞれ異った生活をしているけれども，根本は同

じである事を，子供達に悟らせなければならないと思った。

H先生が逝去されてから後，私は主に高校生を教える事になり，他の若い先

生が小学校を主に担当される様になった。その時までには，生徒達は，私に妙

な質問をわざとらしくする事はなく なったけれども，高校生には高校生で，半
お と ん

分大人になった者が持つ人種的偏見をも っている者もあった。父親が北欧人

で，母親が日本人であるMという混血の女の子が，或る 日私の向の前で，他の

級友に，1"私は日本人とは絶対に結婚 しなし、」と宣言して理由を実に抽象的に語

った事がある。私は黙って聞いていたが，後になってこの女の子は，それを私

の前で宣言した事を明らかに悔いている素振りをしだした。それからは，全然、

そんな事を口走らなくなった。私は，人聞は皆同じだと言う事を信念を以って

具体的に，授業の合聞に語り続けた事を思い出す。頭の悪い子供ではなかった

から私の言う意味が判ったのだろ う。 私は奇妙に人種的偏見から超越してい

た。人間の本質が見えると，人種的な相違というものは影がうすれてく る。パ

ーバラ CBarbara)や， リタ CRita)や，ポップ CBob)やディック CDick)が

日本人の少女， 少年と少しも異って映らないのだ。私はこよなく私の生徒を愛

した。 私は日本人と同様に，英語を話す人々を愛する司王が出来た。これは私が

心理的に混血児になったためだろうか?

私はアメリカンスク ールを批判しながらも，次第にアメリカンスク ールが私

の第二の故郷の様になってくるのをどうする事も出来なかった。00人とい う
意識がてんでな くなるのである。よい事かわるい事か知らなし、。結局人間の本

質は同じだからであろ うと結論づけるより他はなし、。民族的な差というより も

寧ろ個々の差，人間としての個 hの差が出てくる。日本人だって一人一人違う
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様に，むしろ個々の差の方が目についてくる。

家に帰って くると，主人は， rお前はどうしてそうアメリカ的なんだ」とや

っつけてくる事がある。とすると主人は自分がより日本人的なのだと思ってい

るのだろうかと私は考える。何が日本的で，何がアメ リカ的という のか?

私はこの学校でよく 二世の小学校の先生の， M嬢と比較される。彼女は日本

舞踊を習い，花道，茶道と非常に日本趣味豊富である。 私にはそう し、う趣味は

身についていない。この彼女と私がよく 比較されるのは，外観が些か似ている

からだけの事なのであるが，外観だけは似ていても，アメリカ人の彼女の方が

私より， より日本的で，日本人の私の方がよりアメリカ的なのだそうだ。私の

何を指してアメリカ的だと言う のか私にはよく 判らないがそう言う風に青い自

の人々は批評する。これはどうし、う事なのかと考えさせられる。私は蒙古人み

たいな顔をしている。顔付や骨絡はバタ臭さがみ じんもなし、。生活態度とか思

想とかがアメ リカ的と言う のか?否，それも違 う。では何をさ して日本人的，

アメリカ人的と言うのか?

私はよく アメリカの学生の気質に就いて 日本の学生とどんな所が違うかと聞

かれる。私は言下に答える。本質的には同じだと。勉強家もいれば，怠け者も

いる。始終試験の点を気にする者もいれば，あっさ りしている者もいる。然、し

概して明るく素直で単純である。深刻ぶったり文学かぶれしたり逆に凄く数理

的な頭脳をもっているという事をひけらかしたりはしない。彼等は納得のゆく

合理的な話には，実に素直に応答する。 然、しもしも少しでも彼等の理性に反す

る様な話が出ると徹底的に質問し糾明して くる。だから神がかった話や， 神秘

的な話などは決してそのままはいただかない。一切の不合理なものは，吊しあ

げてやまなし、。又かたよ ったナゾョナ リステ ックなものにも批判的である。然、

しア メリカとし、う祖国に対しては非常に愛国的である。盲目的と思われる程愛

国的な面もある。これは現代の日本の若い人々とは少し逆になって来た様な気

がする。ことわっておくが，この学校では，決して愛国心を鼓吹する様な教育

はやっていなし、。昔の日本の教育を受けた私からみればまるでだら しがないと

思われるほど徹底した個人主義，自由主義に貫かれている。これが学校内の思
ちゅうけん

想教育である。ところがアメリカの中堅の家庭での教育は全くアメ リカ精神に

買ぬかれている見事なパックボーンをもっている。それがアメリカ人たる自覚

と責任感と，それにつらなる愛国心を培う根源になっているのだろう。幼稚な

現われではあるが一種のアメリカ人のプライドと言ったものの一例を次にあげ
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ょう。

或る臼私は日本語日という級，民IJち日本語を習って二年目の級の両校生に文

法の話をしていた。「される .to have things doneJの形の文章を言わせる

練習をしていたら，どうしても覚えない生徒がし、た。そこでそれはあなたの自

分の国の言葉の力が足りないからだ。つまりあなたは外国語をとる以前の自分

の母国語たる英語の勉強をしていなし、から，日本語のこの文章の構造がのみこ

めないのだ。英文法をやりなおしなさいときめつけた。そのうち，その出来な
おれ

い生徒が， r俺は英語なんてまるきりわからないんだよ。」 と言 うので，私は言

わなければよかったのだが，ついその投げやりな言葉に対して，失言一一一私は

その場での私の言葉を失言と敢えていう一ーをしてしまった。 rアメリカ人と
言う のは，どうも自分の国の言葉の文法を知らない人が多すぎる。」 と言 って

しまった。これは完全に私の失言であった。日本人だって，日本語の文法を知

らない人が沢山いる。 日本語の教印liの私だって，正統な日本語を何をつかれて

もf![lJm:に答えられる自信はない。これを言ってしまった瞬間，あっしまった !
ポヲプ ネフ

と思ってしまった。果せるかな，すっくと BobNeffと言う優秀な生徒が立ち

上った。ことわっておくがこの生徒はさっきからの練習を少しのよどみもなく

答えていた生徒の一人で、あった。問題の生徒ではなかった。この生徒が黙って

立ち上ると，教室の外に出て行ってしまった。 出来な くて投げやりの言葉を発

した生徒の方は夜、の激烈な言ー業にも，テレンと しているのに，何も直接に関係

がない別の生徒が立ち上って，このアメリカ人を侮辱した日本語の女先生であ

る私に対して勇敢にストライキを敢行したわけである。そこで私は，すぐ皆の

前で「アメリカ人は文法に対して無知であると言ったのは悪かった。大体自分

の国の言葉の文法には無関心でーあると言うべきであった。Dickよ，Bob ~.こ，近

藤先生が悪かったと言っているから入る様に言ってきて下さし、」と言う と今度

は Dickが立って行って二人とも教室に入って来ようとしない。 Dickもよく

答える事の出来た生徒で・あった。そこで私は授業を一時中止して，二人を説得

し"して，教室の中に入れなければならないとし寸仕儀になった。二人はやがて静

かに戻って来たけれども，とうとうその時間の授業が終るまで無言の抵抗スト

ライキを私に敢行した。私は自分の失言を悔むと同時に，すばらしい子供迷だ

とし、う気持を一層強くした。

教師と生徒の間柄と言 うものは，やや親子の関係に似ている。子供は私を噂

敬してくれたがおそれてはいなかった。この学校では教師は体面を保つベく
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t げん ・
1威厳ときびしさで生徒に接せよと訓示した。然、し私はこの訓示は素直に頂きか

ねた。 私は教師と生徒の聞はだら しのない，けじめのないものであってはいけ

ないが，そのけじめは，唯単に威げんときびしさでつくるものとは思っていな

い。 私は常に生徒とはよい意味の冗談をかわしつつ授業をやった。だから私の

級の中に入ってくる見学者や，訪問者は，始めから終りまで私の授業ぶりを見

ていてくれるのでなければ 体あの先生は何を教えている人だろうと誤解した

かも しれなし、。私ははげしく訓練したが，よく冗談も とばして授業をすすめる

傾向があった。一種の漫談みたいなものをさしはさみながら生徒の局度の緊娠

をほぐ してやるのである。だから生徒は私を母親の機な気易さで，何でも話

し，訴えた。私はよろづ不平不満引き受け所の様な立場にたたされる事がよく

あった。 担任の教師でもないのに。生徒は私に対しでも不平があれば遠慮な く

文句を言ったし，結しい事や自慢話まで披蕗した。私は取捨選択してその不3Ji.

を受け答え して暮してきた。慨 して生徒は弘が相当量のつめ込み主義者として

うらんでいる気味があった。宿題の多い先生だとぼやきもした。全く苦 しんで

あえいでいるなと思うほど， I日iばつを入れず Oral-Drillをしたり， 会話をし

たり，読ませたり，書取をさせたりして生徒の多くは悲鳴をあげた。その点で

私は生徒からl児われていたかもしれなし、。

ところがある時，私は病気をして学校を長欠した事があった。そ して代理の

先生が来られて，私の代 りに日本語を教えて下さっていた聞の動静が伝わって

きた。その聞の生徒の動静が判った時，私は声をあげて泣いた。生徒の私に対

する心情が熔しかった。まことに，教師の喜びは，お金ではなし、。教師ほど，

物質的報酬の少ない商売はなし、。然 し教師程精神的報酬の多い商売も少なかろ

うと しみ じみ思う事がある。私の開設であるアメリ カ人の先生達比 “Weare 

not money making people ! "とよく |嘆くものだが， このお金の問題を別にし

たらこんな精神的喜びを与えてくれる仕事がどこにあろうか。この点で私は日

本の学校で教えておられる，日本の先生方と全く同 じであった。生徒は殆んど

毎日の様に，その代理の先生に 「近藤先生はいつ学校へ戻って来てくれるの

か?Jと聞 くのだそうだ。 代理の先生もやりきれない思いであろう と同情する

が，生徒はしまいには私の家へ電話をかけてくる。これはと思う様な私から落

第点をもらった子供ですら，電話をかけてきて， i先生の病気はどう ですか?

いつなおりますか?Jとたどたど しい日本語で問し、合わせ， 最後に大きな声で

円 hopeyou get well s∞n. We need you back!j と言って電話を切るのを
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常とした。或る頭のいい，然し私に不平ばかり言って私を闘らせた秀才の生ノ伎

は，他の先生のいるのもはばからず， r近藤先生はもう学校へ帰ってう|そないの
か?来年若し先生が来なければ， 俺はもう日本語をとらないよ。」と言って新

らしい代理の先生方の顔をしかめさせたと言 う話も聞かされた。

こうした心情は世界各国共通のものである。そこにはもはや人種的差別と

か，皮膚の色の違いとか，言語の相違を超越している。私とて人間であるから

教師の仕事の負担の重さに縫えかねて，学校を呪い，生徒の行儀の悪いのをl児

った事もあった。然、し事ここに至ると，総ての人類は神の子にして等しき者な

り，唯愛のみ，真の愛のみが，我等に，平和と喜びをもたらすのだと思わずに

はいられない。そしてこれこそ教師の喜びであるのだ。

ふり返って，私は決して優秀な語学の教師であったと思った事はなし、。然、し

神に誓って， えこひいきしたり，人種的偏見を持った事はなし、。又，教えてい

る時は一度も人種的な差からくる Complexをも った事もない。級内で何かと

言 うと疎外されがちだったフィリッピ ンから来ていた少年ですら，日本語はよ

く出来たわけでもないのに，私には親近感をよせてくれ，何でも私に語り，訴

えてきた事を思いだす。私は一個の人間として，人の子である青い目，茶色の

日，黒い目，皮膚の色の異なった子供達に接してきた。宗教の違い，世界観の

違いなど問題ではなかった。果して子供はどの程度まで私を理解していてくれ

たかは判らなし、。然、し子供はその全感覚を以って理解していた様だ。これだか

ら教師はやめる事が出来ないのだと， しみじみ思う事がある。

病気で学校を長欠している私の心の中に浮ぶのは，時にはし、とわしく思われ

た程騒がしい，生意気ざかりの生徒が，なつかしく思われるのである。子供述

にとっても，先生に休まれてみると，あのふとっちょの，エネルギッシュで，

つめこみ主義のやかましゃで，きびしい日本語の女教師であったあの先生がし、

ないのがさびしかったのであろう。生徒のある者はその手紙の中に次の様な毛ti

念書いている。

「先生いかがですか? Benjamin Franklin U706-1790Jは言いました。人

は水の価値というものを，井戸が枯れるまでは気がつかないものです。私達は

先生が居なくなってから，始めて先生の価値がわかりました。どうぞ一日も早

くよくなって， 帰ってきて下さし、」。実際の所， この外国人の学校では， 日本

人であり，日本語の先生の存在など，まことに微々たるものである筈であっ

た。この微々たる私をこんな風に教え子達がしたってくれるのを知った時，私
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は涙が溢れるのを， どうする事も出来なかった。そこには一切の人煩の相違 ・

差別的な観念は存在せず， 11佐， 一教師と生徒との関係だけであった。こう した

言葉は表現の差こそあれ，私の教えたすべての子供が手紙や電話で，私に伝わ

ってきた。 私はぐずぐずベッ ドで過している事が出来ない様な気がした。 一日

も早くよくなって生徒の所へ帰りたいと思う様になった。子供連こそ純粋であ

った。然、し私の日本人の友人達は， 私のこの気持を本当の意味では，容易に理

解してはいない様だった。 日本人である私がどう して， そんなに異国人だけの

集りの学校に戻 りたがるのか想像が出来ないと言う のだ。そうだ，彼等を呉国

人と思っている聞は，とても私達の気持は判るまし、。夜、にとっては，私の教え

子はもはや異国人ではないのだ。私の子供の様なものだ。母親が子供の所に帰

りたがるのに何の不思議があろう。この気持がなかったら，安月給で，大人の

世界でJま差別意識があるであろうこ の学校には戻る気にはなれなし、。然し私に

とっては，そこでの大人の世界は問題ではないのだ。

小EEI実氏が， i何でも見てやろう」と言う態度でアメ リカを見てきて書いて

おり，安岡章太郎氏は 「何でも見られてやろうJという気持でアメリカを見て

帰られた紀行文がこっともベスト ・セラーになった。大体外国へ行く人達の態

度を大別すると，この二つに分けられる憾だ。私はどちらの態度もとる事な し

にアメリカで過す事が出来た。

話は前後するが私は1937年とい う年に始めてア メリカへ行った。これは当時

日米学生会議とい うのが夏期休暇を利用して行われ，各年に，この両国のいず

れかの医|で催されて，各年毎にそれぞれの学生が沼かれて会議が催され，意見

の交換をし，両国の若者の間で国際親善の様な事をする会議である。 私は津田

の学生だった頃に日本で聞かれた会議に参加し，翌年再び米国のスタンフォー

ド大学で催された会議に選ばれて，学生の一人として出席した。これに出席出

来る為には二日間に亙って文部省で試験があって日本全国から女ー子12名，男子

36名，それに当時慶大の教侵であった1JJ11到哲二博士と 日本女子大学の菅支那子

女史が，シャベ ロンとして同行された。夏期 2ヶ月を利用しての会議兼アメリ

カ国内の旅行が主な目的であった。この 2ヶ月の聞に50名の日本人と75名程の

アメ リカの学生が文字通り起居を共にして，青春のエネノレギーを傾けて，政治

・経済 ・宗教 ・文化を論じ合い， 共に旅行をして暮 したわけだ。 私共にと って

突に楽しい2ヶ月であったわけだが， この旅行の間でも，日本の学生の対米態

度は前記した二つの型に大別する事ができた。徹底的にアメリカを批判してか
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かるタイプと，徹底的にその中にとびこんで融和して行こうとするこつのタイ

プ。私は今これを具体的に述べるつもりはなし、。唯こうした二つの態度のタ イ

プがどういった事が原因で、起るかという事を私なりに考えた事があった。 批判

的であった人々の中には，比較的話す言葉が自由でなかった人が多し、。融和し

た人々の中には，言葉の自由な人が多かったこと，それから持ち前の性格とい

うものもある。私は元来楽天的な所もあったから，すべての現象を出来るだけ

好意的に見ょうとしていた事は事実である。私は出来るだけ自然、に物を見ょう

と思った。意地悪い物の見方はしたくないと思った。これが，向然、に私のアメ

リカ観をうんだのだと思う。

私はこのアメリカン ・スクールに12年近く 奉職した。そ してこの学校が中目

黒から府中に移転すると決まった時，通勤に遠すぎると思い職を辞した。この

学校はかつて， ライシャワ一氏やその夫人が少年 ・少女時代を高校まで過した

在日アメリカンスクールの名門校である。

私はこの学校でしてきた仕事を通して， 言葉が通じることの重要性をひしひ

しと感じて過した。日本人は国際語である英語を出来るだけ役立つものに磨き

上げた方がよいし，外国人も，もっと日本語が判る様になってもらいたいと思

うのである。 言語の習得を通して学聞をする事が出来るはずだからである。

世界は交通機関の発達に伴って小さくなりつつある。我々も言葉のハンディ

を克服して交流の輸を拡げ，お互いを一周よく知り合えば偏見をくいとめる事

が出来，親しくなれるのである。言葉のバ リア ーをとり去る事こそ，平和への

第一歩とも思えるのである。

4. 運命が英語教師を日本語教師にした

私は運命論者ではないが，人間の一生というものは，何がしか運命の糸にあ

やつられて生きているものだと感ずる事がある。それを求めていたわけて・もな

いのに，そういう運命になるという事があるものだ。

1966年一昭和41年に招かれて東部ニューヨーク州にある，ある小さな女子大

学で，語学と文化に関する講義をする為に，三度目の渡米をした事は，私には

運命の糸があやつっていたとしか考えられない出来事である。全く未知の人か

らの招きであったからである。

この年の節分の日， 二月三日の事，私は突然， ある米国の紳士から電話を受

けた。この日，私はたまたま家にいた事と思われる。まずこの日，電話を最初に
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受けたのは，私の主人であった。主人は私とは専門が違うから，英会話には弱

い。然、し電話を通して伝わる重大らしい事柄と，聞きなれない英語の声に閉口

しながら，それでも，事の重大さと，先方の紳士の名前と，その紳士の滞在場

所と，電話番号を辛うじて無事に聞きとった。 私はと いえば，家から 目と鼻の

マーケットへ貨物かごをさげて出かけて儲守をしていたわけで、ある。帰宅する

と，主人は，何か重要な事らしいから，折り返し電話をかけるとよいと私に告

げた。電話をかけてきた紳士は，麻布鳥居坂の文化会館に宿泊しておられる事

が判り私はすぐ連絡をする事になった。電話の向うの紳士は，簡単に自己紹介

をされ，すぐ用件を述べられた。つまり私に，アメリカへ来て，日本語を教え

る意志がまだあるか?という事である。“Areyou still interested in teaching 

abroad? "と聞かれた時，その，まだ外岡で教える意志があるかという 言葉

が，在、の心に引っかかった。

私はここでかんたんに私のこれまでの履歴を披露しなけれならない。履歴な

どと偉そうに言 う程のものでもないものを述べるのは，何となくおもはゆい事

なのであるが。戦後，生活の為に夢中になって没頭してきた事が履歴と呼べる

事かどうか?私は複雑な思し、が，かけめぐるのを感じているわけだが，ことここ

にjoった事を大いそぎで，かんたんに述べる以外には説明のしょうがない。私

は当時早大の語研に所属していて，国際部にいる外国人の学生に日本語を教え

て三年目に入っていた。その三年前の十二年間を，アメリカンスクールで，日

木語教師として教えてきたわけで‘ある。私の専門である英語を教えたのではな

く， 日フ|ζ語を教える運命になった12年間のアメ リカンスクーノレでの生活の後，

この大学に勤務をかえて以来，外国へ行く事など年頭になかったからである。

荘、は律問英学物で一応、四年間，英語を学んできたし，アメリカへの留学も英

語にかかわってきた。二度目の留学の時は， r外国語としての英語教育」が私
の専門であったとすれば，専門は英語であると人は言うかもしれない。

本当の事を言 うと，私には，00が夜、の専門でございますと言いたくないう
しろめたさが終始つきまとった。私はいつも未熟であった様に思えるからであ

る。アメリカ の大学では. r外国語としての英語教育」という諜程に於て，思
いもかけぬよい成績を頂いた。全く思いもかけぬという言葉があてはまる位，

私は特別とりたてて，すごい苦労をして勉強したわけで・もないのに，論文が通

り，好評を頂いたわけで，こちらの方が，豆鉄砲をくらった鳩みたいな気持に

なっていた事を思い出すからである。一方，自分がやりたくてと ったMinorの

- 14ー



方の「文学」ではすったもんだの苦労をくり返し，それでも面白くてたまらな

かった文学の勉強の事を思い出すので，自分はいつも未熟だと思っている英語

そのものは，一生の仕事だと考えている私にとっては， 00は私の専門でござ

いますとは言えない気持が，いつも尾をひいているのである。日本人である私

には，英語国民の文学は，そう簡単に修得できるものではないとい う事がし、つ

も念頭にあるからである。事実，そ う簡単なものではなし、。但し 「語学教育」

というものに対しては数十年を経て私なりの考え，哲学，方法論がある程度形

成されてきていた事は感ずるのである。

アメリカンスク ールで12年，早大で3年，外国語としての日本語を教えてい

る聞に， 当時コロンピア大学に事務所をもっ「日本語教師協会J(Association 

of Teachers of Japanese)にその一員と して登録されていたかもしれない。そ

の頃の事が，何かを通して， この今電話で話をしている紳士に伝わっていたの

かもしれなし、。 私はとにか くその紳士を文化会館にお訪ねする約束をして電話

を切った。それが1966年の 2月3日の事である。

5. 学長ヱルドリッヂ先生との出あい

その電話の紳士はこの東部のニュ ーヨークリ十|にある，その女子大学の学長先

生であった。文化会館に行くと学長夫妻が待っておられた。 我々は昼食をとり

ながら，まず世間話をし，やがて食事を終りそうになった頃，学長先生は目的

の核心にふれだした。一つは，日本語を教える事であ り，もう一つは日本文化

(Japanese Civilization)とし、 う講座がある。 私は商白い学科だと直観したがす

ぐ大変な仕事だと思いかえした。然、し，当時，いろいろな点で自分がrll:iり角に

来ている思いがしていた時期であったので，気分転換の為にも，チヨッ ト日本

を留守に してみる事も悪い事ではないと考え，主人と相談 してから御返事する

と約束してその日はお別れしたわけで、ある。 然し，心の底ではアメリカ行きを決

めていた。

1966年当時自分が曲り角に来ている思いがしていた事の理由として，早大の

語研は居心地のよい所であったが，その頃早大紛争が起り，巨大化した大学の

在り方に私は疑問を持ち始めていた。巨大化した組織内での語学教育はどうあ

るべきかを思った時，私は途方にくれた。理想的な教育をどの様にすみずみま

で行きわたらせるかと言う事は，気の遠くなるほど難かしい問題に思えた。私

の様な考えをもった人聞が永く生き残れる所ではない燥な気がしていた。 私は
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てんかん

確かに転換を求めていた様に思えた。そこで同時に同じ年の四月に設立予定の

女子短大からの招きがあって，そこに務める気持がおこりかけていた。その折

の電話ーであった。

三月になるとニュー ヨークから学長の電報が来て，来る決心がついたら，フ

ルプライトに応募 して旅費 (TravelGrant)をもらう様指示してきた。もたも

た考えている時聞がなかった。私は行動を起 して， フルブライ トの試験を受

け，四月には旅費がお りる事が決まり，五月始めには，学長からのコ ントラク

卜 (Contract)の書類が届き，六 ・七月はパスポートやらピザの件で走りまわ

った。そ して八月八日に日本をたった。本当の事を言うとこの年二月 ・三月と

日本の周辺で航空機事故が相ついで起り，夜、は飛行機に対して一種の恐怖症を

もち始めていた。背の様に船で行きたかったけれども，旅費を出してく れる側

のフノレプライト はジェット機で行く準備をしてくれている。宅から行く事に覚

悟を決めねばならなかった。 出発する頃になると，アメリカの航空会社が大規

模なストをやっており，希望のハワイ続出ではなく ，アラスカまわりで桑港に

とぶ司王になった。

それにしても，何故私が招かれてこの大学に行く様になったのかとい う凝問

はとけなかった。考え得る一つの事は，名簿をみて，私を選んだとしても，数

ある 日本人の教師の中から，私を何故，どういう風に選んだのかとし、う疑問が

だんだんふくらんできた。が当座は"ftあわただ しくて， その理由を分析してい

るひまがなかった。ずっと後になって学長先生にその理由を問 うたが，fI佐，ほ

ほえんでいて答えて下さらない。謎は迷宮入りのまま終った。これが，ごえん

というものかもしれなし、。運命の糸があやつっているという他はなし、。

そもそも英語を専門に勉強していた私が留学を終えて帰国すると，これも運

命というものかもしれないが，私は，英語を教える代り に，アメ リカ ンスクー

ノレで日本語の教師になるはめになった。そ して昭和27年11月から39年の夏まで

臼木語教育とかかわり，それがも とで早稲田大学の国際部で日本語の教師を 3

年続ける事となり，最後の2年がアメ リカの大学での日本語教師という事で，

突に17年という月 日を私は英語ではなく日本語を教える運命になった。然、し同

時にこれらの年月の間も英語を教える事にもかかわっていたから，日本語と英

語の二つの道を歩む事になってしまった。今ふ り返って，この両万使いを，よ

くも永々 と続けてきたものだと思 う。この両万を使えたのは，若さにも よるも

のだが，教える事のアプローチは，日本語も英語も同じであると いうのが私の
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持論である。唯両者とも，深い知識があればある程よし、。その為には常に勉強

してゆかねばならない。私は或る期間，相当永く英語ををほったらかしにし

て，外国語としての日本語の勉強をした。そ してわかった事は，日本人であり

ながら，日本語を教える事の難かしさであった。私は英語を教える時は，い

つもathomeなのに， 日本語を教える時は，難かしいものだと悟った。それは

日本人であるが放に日本語を客観的にみる事がしにくいという事なのであろう

ヵ、っ

さて，めざすニューヨーク州にある大学には8月17日頃迄に着く様に打ち合

わせてあり，約10日聞を私は西海岸を二往復して友人を訪ねてまわり，再び桑

港に戻って，そこからいっきょにニ ューヨー クにとんだ。 朝9時発で，夕方 5

時にケネディ空港に着く予定であった。実際の飛行時聞は6時間位だが，時差

のためこうなるわけである。

桑港をとびたつ前夜，学長から電話があったらしいが，その時は私は留守で
チ z

連絡がとれず，こちらから電話をする智恵が湧かなかった。私はこの時点で，

甚だのんきであったとい う以外には言い様がない。空港に着くと大学の誰かが

迎えに来て下さっているかどうかさえわからない。昨夜の電話はそのためのも

のであったのかと思い当った。私は自分ののんきさと，大胆不敵さに白分であ

きれ果てる事がよくある。そのために，ひどい目にあった事がないからだろう

か? 実際ひどい目にあっても，それを気にしない性なのかもしれない。学校

の所在地であるミルフ'ルック (Millbrook)という村は，普通の地図にはのって

いない。のっていなくても気にならない事が私ののんきところなのかもしれな

い。然し実際空港におりて，はたと途方にくれた。然、しそれも瞬間の事であ

る。私はイ ンフ ォーメイ ション ・デス クに行く智恵、を誰かに与えてもらレ，そ

こへ行って放送してもらって待っていると，50歳がらみの紳土が現われ，私に

自己紹介させる時間も与えず，非常な早口で，去年背骨の手術をして，重い荷

物は持てない旨をくどくど私に説明しだした。私は彼が何者であるか見当もつ

かないままに，又，ポーターもみつからないままに，重い荷物を自分一人で持

ち，彼の後について，彼の車がとめである所まで，焼きつく様な空の下を歩い

た。広いノミーキンク9エリアを10分も歩いただろうか，長い長い道のりに思え

た。漸く 車に乗って，落ちついた所で挨拶をしようとすると，また彼はさえぎ

った。それはあとでL、し、から，ホワイト ・ストン ・ブリッジ (WhiteStone 

Bridge)という標識に気がついたら教えてくれ，そのサインをみつける迄は落
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ちつけないとい うのである。後になって判った事だが，問舎からめったにニュ

ーヨーク市のそれも飛行場迄始終運転している人ならとにかく ，眠っている様

なのどかな仙境から，たまに大都会に出てくる者にと っては，それがし、かに必

死の運転であったか7! 学長の代りに私を3時間余もかかる空港まで， 逢った

事もない人間を出迎えに出て くる事自体， 大仕事である。又学長にしても，そ
テ4

ういう人をさがす事は簡単な事でもなかった事であろう。恐らく ，誰もが態よ

くことわったで‘あろうが， この紳士は， ことわる 口実をみつけそこなったの

か，とにかく学長に頼まれて，私を空港迄迎えに来てくれたのであった。

さてこの紳士は他ならぬ当大学の西 語の教授，サム ・オブラッツ (Sam

Oblatz)氏であった。このニューヨーク入り前後の事に関しては，18年前の私

の日記が残っているので，その部分を引用してみよう。この部分だけが残って

いるのは全く偶然で‘ある。滞在中の大部分の日記の記録はどこに行ったか見当

らなし、o nft，この部分だけが残っていたのである。到着後，聞もない噴の事だ

から， 日記帳でなく，大学ノートに書きしるしてあったので，その部分がノー

トのまま残っていたからである。 この時の私とオフラ ッツ先生とのやりとり

は，まるで茶番厳IJであった。

6. ケネディ空港でオプラ ッツ先生の出迎えを受けて

8月17日 (水)1966 

7時起床。朝食を終えて，ホーマーに率で送られて桑港をたっ。 cホーマー
とは，私の友人で， 1953年以来の知人。夜、は桑港では，この家の居候となり三

日程泊めて頂いた。〕 空港で待っている間二人の日本婦人に逢った。 一人は宗

教音楽を勉強するため，もう一人は結婚してアメリカ人のご主人の所へ行くと

いう人。 ロッキ一 山脈を越え，人跡未踏と思われる山岳と砂漠の上を飛ぶ。

2， 3時間も飛んだだろ うか。自然の美というよりも，自然の偉大さと脅威を

感じさせる様な風景。27，000択という高さ。 温度は外界一42
0
という信じられ

ない寒さ。ネパァダ，ユタを通りすぎ，やがてコロラドに入る。間もな くシカ

コ・周辺に来て水や木が見え，家が見え始める。秒々たるハドソン川を越すと，

ニューヨ ークである。午後五時にケネディ空港に着くと，チヨット した事が起

った。 Gateを出ると，出迎えの人が見えない。私は最初通路を右へととり，ど

うも様子がおかしいので， 左へとり ，Information Deskのありかを尋ねる。

ここでは誰も私を外人旅行者としては扱わない。 ウロウロしていると，先程の
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音楽の勉強に来たという日本の女性が，大勢の日本人の出迎えを受けていた。

私が，荷物を受けとる所を聞いている中に，彼女が，困 っている私をいろ

いろ援助してくれた。この女子音楽生を出迎 えたアメリカ人の一人が，

ELDRIDGE氏(学長のこと〉の名を announceするとし、し、と言うので，それ

をやって待っている中に，例のオブラッツ (Oblatz) 氏が現われて， iあなた

は近藤か?Jと聞いた。そうしてセカセカした様子で「あなたをさがしまわっ

た」 と言い訳をし， 自分は手術をしたばかりだから， 重い荷物は持てないか

ら，ポーターをさがしなさいと言 う。然しポータ ーは，皆忙しくて，誰も私を

助けて くれる様子はない。ニューヨークは，ウロウロしている旅人(Stranger)

など平気でほったらかしである。そこで，自分自身で，四つ程ある荷物を持つ

覚悟で，オブラッツ氏について行き，焼けつく様な暑さの中を，彼の遠くに駐

車させてある車に，汗びっしょりになって辿りつく。オブラッツ氏は相変ら

ず，神経質で「これから，この凄いニューヨーク市を脱け出さなきゃならない

が，あなたは，White Stone Bridge とし、う標識を気をつけていて下さい。 一

つまちがうと， とんでもない道に出てしまう事になるから」と 言いながら，

「今あなたが，私に何を話しかけても答えるわけにはゆかなし、。 とにかく今は

driving (運転)に Concentrate(集中〉しない事には，とんでもない事になり

かねなし、」などと口走りながら，まさに必死の形相である。そこで，私は挨拶

をしかけたが，だまってしまった。そしてオブラッツ氏を助けるべく White

Stone Bridgeの指示方向を絶えず気をつける事にした。 Oblatz氏は Rogers

氏に似た所がある。 Rogers氏はコロンビア大出身で日本在住の私のアメリカ

人の友人で日本でスペイン語とフランス語の先生である。早いスピードで一人

でしゃべりまくり，一人で承知した様子で，30分程すると，例の標識の指示方

向が現われ，それを必死に追うわけである。やがて一時間も走ると，自分のよ

く知っている道路に出たらしい。すると，やがて，オブラッツ氏は鼻唄をうた

いだした。そこで私は，彼が神経質な状態から脱け出した事を知ったが，こ つ
ら〈

ちは，気が楽になると，話しかける気もなくなり，ねむくなってきた。彼はし

きりに， iあなたはお腹がすいているか?それとも，もう少し我慢が出来るか

?Jなどと何度もくり返して聞き， しまいには， i少し待っても，big good 

mealを食べるか，それとも， まずくても，早い夕食を食べる方がよいか」と

聞き，私は待っても良い食事がよいと答えると，嬉しそうに笑って， i私もそ

う思 う Boss(Eldridge氏のこと〉が Mrs.Kondoにおいしいものを食べさせ
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る様に言ったから，どうせ Bill(勘定〉は学校が払うのだから」とし、う事で暫

く車を走らせた後， Pleasant Valleyという所にある， Talbot Innというオラ
ステーキ

ンダ風の感じのよい料理屈につれて行ってくれて，それこそ大きな Steakを注

文し，もう一度 「学校が支払うのだ し，その上 Bo.ssは Mrs.Kondoにおいし

い Dinnerを食べさせろと言った」からと上きげんでくり返し， ビールを注文

し，何年も肉を食べた事がない様な様子でステーキをほ うばった。学長宅に着

いたのが9時25分すぎであった。J(以上，日記から〉

学長宅に着くと，先生と奥様が心配そうに待っておられた。 もう夜の9時を

まわっていた。のんきにしていた自分が恥かしかったが，弁明のしようもな

い。学長はオブラッツ氏の報告を聞かれ，私をいたわる様に仰言った。 i疲れ

ているでしょ うから今夜は早くお休みなさし、」と。我々は多くを語 る事もな

く，その晩は，それぞれに別れて，おくさんが私を同家の寝室とパス ・ルーム

に案内して下さった。この御夫妻の親切は， 今も忘れる事が出来ない。今では

停年退職されたが， シーズン毎に， クリスマス ・カートを頂いている。

7. Civilization (文化〉という学科について
コンニナ

今日でこそ Civilization(文化〉という講座は， 日本では珍ら しいものでは

ないが，当時は日本の学問の世界では，かなり新らしい学問であったと思う。

私がその事をはっきり言えるのは，この講座をも ってくれと頼まれた時，私はこ

れに関して，私なり の勉強をしておこう と思い，まず文献を集めようとしたが，

そのものずばりの研究奮は何一つなかった。また早大のその道での研究者と逢

って話を伺し、たいと思ったけれども，私の短期間の調査上には浮んでこなかっ

た。 つまり，日本の歴史学者，考古学者，文化人類学者，思想史， 美術史， 宗

教史，習俗研究者，地震学者その他の研究者と語学のかかわりを，横糸縦糸と

りまぜて， つま り，タ テ ・ヨコ の関係を綜合的に研究する学問の体系がなかっ

たという事である。つま り日本の文化の根底に横たわるものが， 日本人の生活

の中にどの様にかかわっているがというものを綜合的に反映する様な学問の体

系が，学問の中心とも言うべき大学にも存在していなかった。 これは私にと っ

て一種の驚きでもあった。勿論，それを考えて研究している人が全くなかった

わけでは決してなし、。然しすべての研究者はそれらを断片的にだけ研究してい

る様に思われる。その断片的な研究の中には非常に秀れたものはあったが， そ
タテ

れぞれを広く横，縦のかかわり として研究する学問は， まだ当時の日本の最高
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の学界に於ても確立していなかったとい う事である。アメリカでは，共同研究

の姿勢がすでに出来上ってお り，学者達の共同研究として立派な成果をなしと

げられていたものが，日本では当時まだなかったという事である。

思うに，この事自体がずばり日本的なあり方であった。日本の学者は， 一人

一人秀れた研究者で‘はあったが，共同して研究すると言う姿勢は当時は殆んど

皆無という感じである。だからタテ ヨコが関連する綜合的な結晶がみられな

い。よく 日本語の文法はまだ確立されていないという事を当時私は聞かされた

が，それは，日本には立派な文法学者がし、ても，個々に孤立しており，よく 言

えば，自説を絶対に正しいと信じ，他説を受け入れない様な場合がある。その

人が自他共に偉いとなおさらお山の大将的な所があるわけである。そのため

に，学ぶものは，いつれをとるべきか，判断に困る場合もある。これがこ うず

ると，進歩が止まってしま うのである。これは，悪、く考えた場合の事て、ある。

この一つの例だけでも想像がつくが，こうした事への懸念が日本では学者達の

共同研究をはばんできた様に思われる。

結論を急いでは申しわけないが，私がアメリ カへ渡る前の約半年， 何か綜合

的な研究書が→つでもあればと，かけずりまわって，得る事なく終った，驚き

から失望への探究の一こまであったわけだが， よしそれならば，自分で， I悩中
むさ〈

模索をしながらも自分なりに解明してゆ くより他はないと感じたわけである。

例えば日本独特の親分子分の関係とか，義理人情とか，冠婚葬祭に於いて，ネIjl

式で結婚しイ弗式に依って葬式をするとか，一つ家の中に俳壇と神棚があると

か，家族制度一一ーこれは今ではまさに崩駿しつつあるが一一一和服も洋服も着る

とか，箸とナイフ，フォークを日常使用して暮らしているとか，和食，洋食，

中国式の食事は日常茶飯事化している現実とか，数え上げたら， きりがない

程の 日本的現在の特徴とか，そ う言ったものが，日本人の考え方にどの機に反

映されてきているかと言う，とめどなく大きな流れというか，問題を考えてゆ

くのが日本文化の構造の流れなのである。日本人の甘えの構造とか，タテ社会

の問題とかは，日本人的特徴を現わしている現象を捉えて，書かれたものであ

るが，これらはすべて1970年代以降に現われてきた作品である。私は是等のも

のの出現以前に，アメリカ人のー紳士から，日本文化の講座を担当する様にこ

の難かしい問題をつきつけられた感じである。そして何等哲学的結論もないま

まに日本を飛びだしていたのだった。

ところが，ア メリカという国ではこの綜合的な現象を，学者達の共同研究と
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いう形で，集大成してゆこうとする学問の世界が存在し確立しており，着々と

成果をあげて行っていたのである。

私は到着後， 授業が始まる一カ月半という短かい期間に夢中になって本さが

しを始めた。アメ リカという国でさえも，日本に関するものは溢れている様で

あるが，綜合的に研究されているものは沢山あるわけではなし、。当然な事では

ある。大学生のテキストとして伺がよいかという 問題になると，選ぶのは，も

っと難かしし、。買って来た数冊を机の上に載せて，これはよさそうだというも

のから片っばしに，パラパラ読んだり，又は精読したりして最後に決めたのが

Beardsley & Hallとし、う二人の学者の共同f作乍品

本への1口2の入り口〕という本てで、あつた。この本は日本への紹介書と も言うべき

手引書の様なものであるが，大切な事は，公正で，立派な常識書でなければな

らなかった。 片よっていない事が，テキストと しては最適と思えたからであ

る。今日さが したとしても，今の日本でさえ，こういう本は見当らなし、。

8. 小さな女子大での生活

私が1966年から1968年まで，客員教授と して過した全寮制の女子大はニュー

ヨーク州の ミルブノレックという人口 2，000人足らずの村にあった。普通の地図

には到底載っていなし、。私は日本にいる聞に所在地を確かめたかったが，到底

不可能であった。ニュ ーヨーク市から北へ90哩位，オルλ ニーからは南へ75哩程

の所にあり，総度から言うと，北海道の北部に当る。そ してニューヨーク市と

オールノくニー市の中間位にあり， 東へ15哩位行くと有名なヴァッ サー (Vassar

College)のある人口6万程のポーキプシー (Poughkeepsie)がありハドソン)11

を西に望み更に西に60哩程の所にキャッキル山脈がそびえている。なだらかな

丘陵地帯となって牧歌的回国が拡がっている。 周辺をミダッチェス ・カウンテ

ィ、 (DutchessCounty)と言うから，植民地時代には，オランダ人が先に来て

いたのだろう。オラン〆名の町が多いのである。ポーキプシー (Poughkeepsie)

は明らかにオラン夕、名であるが，この私の行った大学のある村はミノレフ'ルック

(Millbrook)と言うのだから，確にアングロサクソン系の名称であり，英国系

の人が多い村である。周辺には雑木林，森林が多く ，ニ ューヨークのお金持が

作った閑静な，空気のよい上品で文化的な村である。20世紀の始め迄は，鉄と

石炭と石油と鉄道で巨万の富を築いた人々の別荘地であった。背は鉄道も通っ

ていたら しし、。学校は，元ホテルで、あったものを買いと ったと聞いている。17
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限東へ行った所にノ、イト パークがある。ここには故ルーズヴェ ノレト (Roosevelt)

大統領の邸宅があり，ヴアンダビノレト (Vanderbilt)の館がある。ノレーズヴェ

ルトもヴアンダビルトも先祖はオランダから来た移民である。学校の近くに，

又，ロックフエラーのエステイトがある。時代が流れ去り人が変わってもエス

テイトはそのままの姿で残してある。最初にオランダ、の植民地だった所だか

ら，オランダ系のアメリカ人の大金持の家があった。前述した様に地名などに

それが残っている。先述の VassarCollegeもオランダ系の富豪が設立した東部

の名門の女子大であり， Jean WebsterがDaddy-Long-Legs(あしながおぢさ

ん〕とレう作品を書いたがその背景は VassarCollegeなのである。

私の行った学校も広々しており，設備もよく，学生数 400人位では，ぜいた

くとも思われる。私が1950年代に勉強していた桑港の近くの女子大程の規模で

はなかったが，それでも全寮制で各自が個室に電話を持ち，ある意味で全く行

き届いた教育をしている感がある。これはアメリカに共通したものであるが，

学生の臼常性を非常に重要視しているという感じである。私が学生として在学

していた大学も，日常茶飯事を重要視した。そう しなければ，アメリカの大学

は，私立の大学は，生き残れないのではないかという感じがふっと私の頭をか

すめた。

この大学は一般教養を主体にした学校でーはあったが，音楽，美術，演劇(パ

ーフォーミング ・アート)(Performing Art)などに， 日本では考えられない程

の力を入れており，秀れた教授陣がいた。こういう事もアメリカ人の要求から

来ているのではないかと感じたのである。日本であったら，音楽，美術，演劇

などは各自異った学校で、それをやる場合が多く ，到底一つの一般教養を専門に

した私大でやり切れるものではない。お金がかかりすぎるからである。それを

この大陸の孤島の様な村の私大でやっているわけである。一体経済的に，財政

的に，どの様にしてやっていけるのであろうかという大きな疑問と問題が，又

私の頭をよぎった。
3・ーヴアーシ ーズ

私はこれら，もろもろのカリキ ュラムの中の海外 プログラム とい う中

で，日本語と文化史とも言うべきものを担当したが，学生数はークラスせいぜ

し、10名か15名位で，上級のクラスになると， 7・8名乃至5・6名の学生しか

いない時もあって，殆んど一人一人の学生を教えるとし、う形をとった時もあ

る。学生達はかなりおとなであり，熱心で教え甲斐があった。私は一人一人の

学生とそれぞれ仲のよい友達になる事が出来た。学生は，放課後私の部屋にや
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ってきて，よく食事を一緒にした。私は学生と一緒に日本食を作り，料理を教

え和服を代る代る着せてやったりした事を思し、出す。私の知る限りの事を教え

こもうと，授業以外にいろいろな事を試みたものである。花を生けたり，日本

画や書道をやる者まで出てきて，教師である筈の自分の勉強不足をなげいた事
生んど

も何度かあった事:を思い出す。事は日本語と文化史を教える事だけでは足りな

いのである。だが学生は未熟な私を未熟だときめつける様子もみせず，一緒に

なって研究しようとしづ態度をみせたのには驚いた。私はといえば即席の料理

の先生になったり生け花の師匠になったり，書道や日本画の先生になるため

に，四苦八苦七めん八ひ.の努力をしなければならないハメになった事を思い出

す。料理位は少しはごまか通せても，他の事は，そうはいかなし、からである。

9. 日本語を勉強するアメリカの大学生

私の日本言語の級にいた学生は， 日本へ来て勉強する様になった。ほんの 2，

3の学生を除いて殆んど全部が，滞在期間の長短はあっても，日本に来て何か

を学ぼうとしていた。こ の点だけは， 彼らの motivationを私がゆり動かした

のだと自負している。なんだつまらない，あんな先生みたいな日本人がL、る 日

本へなぞ行くものかと思った学生は一人もいなかったという点だけは，私の影

響力が多少あったのではないかと，ひそかに思う時もないではなし、。私は日本

に興味を持ってくれる事が熔しかった。さりとて，私は日本のよい面だけを強

調して講義をしていたわけではない。私はこの点で Fairであった事は信じて

し、る。
せい

ニューヨーク市に近かった故もあってか，演劇，美術，ダンス，音楽にもカ

を入れた米国のリベラル ・アーツの学校が，こうした海外のものにもカを入れ

る事に私は感動した。 日本ではその専門の学校は別として，一般教養の大学

で，こうしたものに力を入れる学校は殆んどなし、。こうした問題は日本では全

く個人々々がやる問題だからである。だがこの学校では劇をやるにも，ダンス

をやるにも， プロを招いて，校内でプロと共に学生が演じそれを一般に公開し

て，年聞に数度，発表してみせるのである。つまり学校が主体となって，一般

に公開し，批判を乞うのである。音楽も学生でありながらプロとも思える程秀
Jt. - J¥. 

れた演技力を発揮した。私は大学のキャンパス内の会堂で，音楽，芝居，ダン

スが公開される，そうし、う場面で，アメリカの大学の教育のあり方を感じとっ
チヱン，(_.!，_ ジツク

た。 折々行われる室内音楽も見事であった。この大学でも，大学自体が一
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つの社会であって，一応何でも間に合う所であった。学生は学校で学んだもの

を，社会に一般公開し，批判を得て，他の社会と接触を保つのである。 日本語

を学んでも，三年目にはあるいは，卒業してから日本へ行って，実際に学んだ

ものを更に深めるのである。単に象牙の権にこもっているのではない。この学

校の方針はこの様なものであった。日本に行った日本語専攻の学生は日本の学

校で教師になったり，出版社や新聞社で仕事をみつけて日本に残った者もし、

る。唯の観光客でおわらせはしなかった者が多いとい う事を申し述べたい。日

本語を学んだ学生は， 日本を知ろうとし、う熱意に燃えていた。

10. ミルプル ックの周辺

私はこの学校に到着直後は学長宅に一週間程お邪魔をし， その後校内のアパ
コc....:::t-f::γ

ー トに移った。学長宅も校内にある。 Exmoreとい うのが学長の住まわれた家
ア チ イヅ ク

屋の名である。学長宅内での私の部屋は3階の屋根裏部屋であった。ここには

二つの寝室と二つの浴室があったが，その浴室が寝室位の大きさ，広さである

から，アメリカという所はおもしろし、。それに，この 3階には息子の Richard

の博物館があり，貝がらや動物の骨を集めて飾ってあり，その他の部屋は倉庫

になっ ている。

当時の日記に依ると私は八月二 卜二日(月〉 に学長宅からアパート に引越し

をしている。 即ち NorthCottage C北の舎〉 の7号室が私の住居になった。そ

のアパー トは寝室と居間と， 5J1jに食堂をかねた台所がある。 ミファーニ ッシュ

人 CFurnished)と言っ て家具つきのアパートで週一回部屋の掃除と洗濯物，

主と して シーツと， タオルと枕カ ヴァ ーを洗濯 して くれるアイルランド系のメ

イドヵ:し、ko

暖房は古めかしいスチームの通るものでお湯が通ると物凄し、音をたてるシ ロ

モノであったが暖かくて，真冬の寒さも室内にいれば気にならなかった。秋は

全く美しく紅葉が見られ， 12月から雪が降り ，4月の半ばまで雪が解けない。

秋と春は全く美しかった。5月には，ライラッ クの数十本の大樹が花をつけて

美事だった。私はこの大学で四季の美しさを満喫した。又晴れた夜には星が見

えた。星空は東京の生活で，忘れていた事の一つで、ある。ここでは，駒鳥と，

ジェイという青い鳥が緑の芝生の上をかけめぐ り， りすとウッドチャックが林

の中の原野を走りまわっていた。りすなどは， 私の部屋の前のテラスまて‘やっ

てくる。ジェイという鳥に就いて辞書で・調べたら，カ ケスの一種とある。又，
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ばか者とかまぬけの意味があるので，ひとりでくすくす笑ってしまった事を思

し、IJ¥す。

さてこの NorthCottage北の舎は校内にあるが，周辺はひらけた芝生と森に

閉まれている。部屋の外に出て，テラスから校庭をみると，起伏したゆるい丘に

芝生が拡がり，校舎が樹の間越しに見える。こうしてこの大学には， 塀の様な

かこいが一切ない事がわかった。アメリカの大学には，殆んどかこいとい うも

のがなし、。広すぎるからであろ う。 西の方60哩位むこうに夕陽に映えるキャッ

キルの山が見えゆるやかな丘陵地帝が広がる牧歌的な団関村の感じがするが，

聞も畑もあるわけで・はない。前述した通り 17腿東へ行った所にハイドパークと

いう所があり， ここにヴアンダビルト (Vanderbilt)という大富豪であった人

の館と，そこから約 l暖離れてルーズベルト (Roosvelt)家がある。この両家の

対照は甚だ面白い。いずれもオランダ系の家柄であるが，一口に言ってR家の

やしき内には知的なものが感じられるし，v家の館は 1'，[誌」というものを，こ
れでもか，これでもかと見せつけている感じを与える。例えばR家の居間には

本がぎっしり置かれである。 V家の居間には高価な骨董品がし、くつも並べて置

かれてある。小柄な女の子なら，すっぽり入ってしまいそうな，大きな華やか

な中国の陶探の花瓶がし、くつも，援べておかれてある。 V家の主人の寝室は，

フランスの王様がやすむ様な寝室である。実際ヴアンダビルトは，お金にあか

せて，イタリアの大理石を持ってきて床にしきつめたし，フランス風の家具を

おいて，ヴェノレサイュ宮殿の俊雅さを見せている。天井から附してあるシャン

デリア然りである。それに較べると R家の寝室は庶民的である。両者の人柄が

判る様な気がする。 R ~支は， 今にも人がどこからか現われて来そうな生活の匂
"n‘t 

いが襟っていたが，V家の館は，完全に博物館化している。栄枯感衰，人の命

の短くて，高のむなしさを感ずるのである。

11 人口 2，000人足らずの小さな村とそこでの人々

私の住んでいた NorthCottage北の舎は，だいぶ古い建物であったが， し

っか りした木組の越のあるものだった。コロニアルスタイノレの家とでも言おう

か。当時， 70年はたっていただろうか?前述した通り部屋は書斎と寝室と小さ

な食堂と台所があり，全部電化している。家具 ・道具は一応全部揃っている。

私の買うべき物は少々の鍋とポットの類で，陶器の食器は必要なだけ学長先生

の奥様が貸して下さった。お皿，茶碗，ナイフ， フォ ーク，スプーン類はー

- 26ー



切お貸し下さったものばかりである。まわりは芝生があり木々に囲まれてい
つら

た。一番辛いのは 2月頃で，雪がカチ ンカチンに凍り，すべり易くなっている

頃である。春はライラックの巨木が花を咲かせ，毛!kは紅茶が美 しかった。私は

学校へ行く 他は，この自分のアパートで大部分の時間を過した。物を書くこと，

手紙を書くこと， そして読書と調べ物が私のした仕事である。何物にも煩らわ

される事なく ，静かに過せた。私はラジオも，テレグィも置かなかった。万一

の場合を思って，電話だけはとりつけておいた。 |偽りは，数学の先生，マーサ

・ハッチ嬢のf，!l屋で，奥のと っつきの部屋が，食堂の管理長のミセス ・タムソ

ンの部屋で，他の部屋は全部あいていた。階下にローズマ リー ・ギャノ ンと い

う家庭科の先生が，広いスペースを占領していた。 3階にも部屋があるが，計上

も住んでいる様子はなかった。外から客があった場合だけ使用する事があった

らしし、。私の台所を掃除してくれたり，洗濯をしてくれるアイルランド生れの

メイドさんが一階のどこかに住んでいたかもしれない。 私は 2年間，とうとう

探索をする事な く過したから，メイド さん達がどこに住んでいたのか思い出せ

ない。一人一人が悠々たる空間に住んでいる様な感じの世界であった。私の東

京での生活では決して味わう事のない世界であった。

買物には，きっと誰かが車で迎えにきてくれるので，いつも使乗させて]貞い

たので‘不自由をした事がない。まれに，運動のつもりで，街まで歩いていく事

もあったが，それはほんのたまの事である。キャンパスを出て， ミルフソレック

の村の通 りに:Uて貨物か散歩をする時は， アパー トの袈側から出て，ハイ ウェ

イに沿った林の中の小路を歩いて行く。 一筋の通りに1:1:¥るまでには私の足で20

分かかるところである。

村の商!古街と言っても，一本スト リー トが通っているだけで，両側に三つの

食糧品屋，雑貨屋，文房具庖，洋品Ji5， 美容院，それにシヤーロットとしづ州人

JII~広，銀行。そ して通りから 10分程離れた所に郵便局があった。 然し人 仁J 2，000 

人足らずの村にも，教会が相並んでとい う程，お互いに近くに寄りそうよ うに

三つ並んで建っている。ユニオン教会，ローマ ・カトリック教会，そして英国

国教会である。 この三つは， どんな小さな所にもある様だ。 この小 さな街の

商庖街では殆んどの人が知り合いになる。私は恐らくこの村て、l唯一人の東洋人

だったから，皆が知ってしまっていたらしし、。悪いことは出来ないのである。

私はマロナスとし、う食糧品庖の主人と も知り合いになったし，銀行の支広長と
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も知己になった。この支!苫長さんはマ ッカーサーと一緒にH本へ来たという事

で自己紹介をし， 日本人をほめあげて くれた人である。私は悪口を言われるよ

り気持がよいので，彼の自慢話ーを何度か聞かされた。然、し，考えてみると，日

本人が彼に好印象を与えた執は有難し、事で，若しこの人に，いやな日本人との

経験があったら， ;fl、には関係がない憾でも，その事を通して私は不親切に扱わ

れたかもしれない事を思うと，ぞっとする事でもある。人聞はどこへ行っても，

自然にふるまって人間らしい人間でなくてはならないのだと痛感するわけであ

る。 殊に今日，世界のすみずみに行っている日本人は，心して uglyJapanese 

(醜い日本人〉になってはいけないのだと痛感するのである。婦人Il反応のシャ

ーロットの二人の美人姉妹とも友人になった。この人達は，今でも私にクリ ス

マスカ ードを送ってくれるのである。この商庖街のどの人も，私が庖に行く |狼

り，殆んどが，私を覚えてし、てくれて必ず挨拶してくれた。今日，この事を思

う時，あの時は何でもなかった挨拶の言葉が身にしみて有難いのである。私が

特別な事をしたわけでもないのに，皆私に親切にしてくれた事を感謝するので

ある。少なくとも私は uglyJapaneseではなかったのだ，と。
η ー 也ー スポ 7ト

この111]の一角に CoffeeSpotというレストランがあって，ここではニューヨ

ーク行きのノ二スを待つ人が休んで、待っている事がある。コーヒーの他に軽食も

食べられる。この庖の前からニューヨークの市内へ行くバスが出るのである。

パスは然、し，途中でも通路のハイウェイの一角に立っていると乗せてくれた。

但し一日一回往復するだけのパスである。朝9時半頃出て，夜は 9時半頃戻っ

てくるパスである。片道4ドル程であったと思う。 私は一人でニューヨ ークへ

行く時はこのパスを利用した。

都会のあわただしい生活からこうした小村の世界に入ると，全く天国とも思

えるのどかさで，私はここの，のんびりした生活を愛した。都会のあわただし

い生活を今さらの機に恐ろしいと思った。広い世界には，こういう所もあるの

だとしみじみ思った。牧歌的でありながら，文化的でもあり，ひろびろ として

いて空気がおいしし、。H背れた夜空には星も見えるのである。東京では忘れられ

た星空が見えるのである。恐らくアメリカには，このミルブルックの様な小村

が，いくつもある事であろう。ニューヨークやシカゴや， ロスやサンフランシ

スコだけがアメリカではないのである。

私は生来おめでたく出来ているのか，物事をかなり楽観的に考える傾向があ

ったおかけ'か，何故か外国に行って，不愉快な印象とい うものが少なく，水を
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得た魚の様な気分で過す事ができた。戦前の昭和12年の頃も，戦争直後の昭和

25年の演も，客員教授で出かけた昭和40年代の頃も，私は忙しい東京の生活に

戻るのが恐ろしいと思い，出来る事なら，生涯こ ういう所で過したいと思う様

な環境で外国では暮らす事が出来た。今思うと，東京で‘のあわただしい生活か

ら全く開放された一時の夢の様なものであった。私は運命にさからう程の勇気

のある人間ではないから，やがて時が来て，帰るべき時が来た時には，帰らね

ばならぬという考えが心の底にあったからであろ う。 し、し、事は永続きしないの

だと言う考え方がし、つも私の心の底にあったのかもしれない。私は仮説をたて

ない事にしている。私が若しあの時こうだったら，もっとこうなっていただろ

うと言う様な仮説はたててもしょうがない。第 2回目の渡米の時も，私は残っ

て，もう少し勉強を続けたかったが， フェロウシップの期限が切れれば，私は

手持のお金など，もともとないのだから，授業料と生活費の高い大学に残るわ

けにはゆかない。私はアルバイトをしてまで残るつもりはなかった。日本に帰

れば，れっきと した仕事が待っているはずである。私は二宮金次郎の様な勤勉

でタフな生活はとても出来ないと思った。アメリカでの勉強の大変さは身にし

みて判っていた。バイ卜の傍わら学業を続けられるなんて甘い考えは持ってい

ない。やる以上は，全力投球で打ちこまねばならぬ。打ちこむ為には，アノレバ

イトをやって疲労こんばいのあげく 勉強を続けるなんて器用な事は私には出来

ないと決めてかかっていたから，時がきたなら帰国を覚悟していた。それでも

そのフェロウシップを頂いている聞は，私の生涯で，これ程勉強した事もない

程，勉強させて頂いた。そしてこの事を今でも有難く思っているのである。

私がこれ迄学んできた語学と海外への旅の終りに，それにかかわってきた人

々，教えた学生達，同じ所で働いてきた同僚達のこと，御世話になった人々，

そして最後にアンアーバーのミシカ‘ン大学での二夏の生活のことどもを書きと

めるつもりであった。然しそこを去って，やがて17年，19年の歳月が流れた。

私の記憶もだんだん うすらいできた。十年一背と言うが，もはや一昔以上の昔

の事になる。

私の脳裏から消えないのは，人々のほほえみと，やさ しい自然、だけになるか

もしれない。 2年， 4年，6年と永い月日であったにもかかわらず，一夜の夢

の様な思いも残るのである。 人に断片的にしか語らなかった事が全部つながっ

ていき洪水の様に思い出される事もあるが，潮のひく如く，消え去ってしまう

事もある。今書きとめておかないと，霧の様に散って，消えて行ってしまうの
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ではないかと恐れる。

アン ・アーパーのミシガン大学での二夏の事も記憶がうすれないうちに書き

とめておかねばならない事である。あの頃お世話になった方々，殊に教授の方

々は殆んど故人となられてしまったが， 今でもなつか しく思い出されるのであ

る。 Dr.Hucker， Dr. Beardsleyそして Dr.Yamagiwaなど。又，私の接した

学生達。あそこでは，殆んどの学生が，大学院で修士の課程を終えて博士課程

の研究をしている人達ばかりであった。その人達は何らかの形で‘日本学、に

かかわっている学生達であり，この人達の個人教授の様な授業をして過した。

そしてどの一つをとっても忘れ得ない人達であり，私を啓蒙してやまない研究

課題であった。あの大学の周辺も，私には忘れ得ない思い出にみちている。み

んな，みんななつかしい人々である。
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(0)序

日本語名詞の意味特徴・場所の一面
(Location in Japanese Noun) 

一一 日英 比較一一

清水 純 子

日本人は挨拶がわりに「どこへ行くの。J1 ということが多く， また「どこ

(の喫茶!古，の入口，の駅)にしますか。」 というように 「どこ」の使用頻度が

日常生活において多し、。更に日本語の単語の中に，競技場 ・牧場 ・売場 ・墓場

とか，住所 ・名所 ・役所 ・長所というように 場 ・ 所の付く名詞が非常に多

い。一方英語の場合「どこへ行くの。」 は Whereare you going? or Where 

are you going?のように特別な状況のもとでしか使われず， Iどこ(の喫茶脂〕

にしますか。」 も whereは使われず Whichcoffee shop shall we go to ?と

表現される。単語の場合，日本語の競技場の意味はスポーツの試合をする所で

あり，英語で stadiumの意味は alarge usu. unroofed building with rows 

of seats surrounding a sports fieldであり，日本語の住所の意味は生活の本拠

として住んでいる場所， 英語の addressの意味は thenumber of the building， 

name of the street and town， etc.， where a person works or esp. livesとな

る。 以上の 「どこ」と単語の例において，日本語の場合は必らず場所の概念が

含まれるが、それらに相当する英語には場所(location)の概念、がなし、。以下日

本語名詞の意味のー特徴としての場所の一部を日本語と英語と比較しつつ観察

して行くこととする。

( 1 )場所の背景

国広のいう「ここでし、う場面は発話に参加する人人の性格 ・個人的歴史 ・文

化的背景ーなども含むものである。場面的意味は場面的機能と言ってもよく ，本

心的意味と重なることも多いがそうでないこともある。J(1970)から，日本人

の性格 ・日本人の歴史 ・日本人の文化的背景から生じた場所とし、う意味である
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と考えられる。また Nidaの “Themeaning of a form is describable in terms 

of the situations in which it is used， i. e. in terms of its ethnolinguistic 

environment. We may prefer to talk about cultural contexts.一"(1951)及び

Firthの“Itmust be pointed out that meaning by collocation is not at all 

the same thing as contextual meaning， which is the functional relation of 

the sentence to the processes of a context of situation in the context of 

culture." (1969)の言葉を借りると Nidaのいう文化との関係 ・民族的言語環

境の中から，Firthのいう文化と結びついた状態との関連の中から生じた場所

と考える次第である。

(2J日本語と英語の物2の見方

ここでは英語の物の見方として Martinの考え方から推察することとする。

Martin (1968)が tableという物を語集項目 化(Iexicalization)して table:

(Table)， (Furniture)， (Physical Object)， (Material)， (Something)と挙げ，

「大きし、J(Iarge)はテーフツレ (Table)とL、ぅ語業項目と結びつき，iきれし、」

(c1ean)は家具 (Furniture)と「四角L、J(square)は物体 (PhysicalObject) 

と「赤し、J(red)は材料 (Material)と結びつき，名詞によって示される「物」

の特質の中で， 本質的 (intrinsic) (Bever 1972) で特殊 (specific)(Bever 

1972， Martin 1968)な特性 (properties)を示す形容詞が名詞に接近するとい

う理由から， a large c1ean square red tableとし、う語順になるとしづ。 Martin

の説明によれば，general-specific即ち論理的にはまず先に彼雑な概念の一般

的な蘭に関心が行き，その後でその概念、の特殊な面に注意が向けられることか

ら， iテーフ.ノレ」の場合， 一物体 ・一個体の一般的な (general)，個人の経験

的判断も加味された外観の 「大きさ」にまず注意が向けられ，次に 「テープ

ノレ」とし、う家具ーとしてきれいだという印象を受け，更に「テープル」という物

体 (PhysicalObject)を社会的経験から得た知識から「四角し、」という判断を

し，最後に「テーフ'ルJの素材そのものに密接に関係のある「赤L、」という色

に関心が向けられる。 従って英語の物の見方は， Martin (1968) が chairの

場合 PhysicalObjectを考えないわけにはいかないといっているように，また

前述の文化的に関心が持たれる対象である lexicalizationからも，物体 ・個体

の観察が直接的で具体的で明l僚であるということが出来る。

次に日本語の場合を考えてみることにする。今 日でも我々は「モノを大切
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にJ，Iモノをいう J，I¥'、ぃモノ J，I¥'、なかモノ」と使っているモノ 3 とい う語

は，大野 (1984)によれば奈良時代から，(1)緑児の乞ひ泣くごとに，取り与ふ

る，ものし無ければ(万葉集210)，(2)水取り の立たむ装ひに妹の方にもの言は

ず来にて思ひかねつも(万葉集3528)のように使われているそ ノとは「存在物

であり，人聞が感知し認識しうる対象すべてを指す語」 である。大野によれば

(1)のそノは子供をあやすモノであり，(2)のモノ は言葉というこ とであるが，こ

れらのモノは物体を表わしてはいるが，英語であれば(1)はおもちゃ，(2)は話す

と表現するであろうように，モノは英語表現と比較し 具体的 ・特殊的ではな

い。ま た大野によれば(1)，(2)のような不変の物体 ・存在物のそノから(3)四つ
へみ 仇の 8た危 いと

蛇五つ鬼の集まれる汚き身をば厭ひ捨つベし離れ捨つベし(仏足石歌〉のよ う

な存在一般を指すそノがあるとしている。 即ち 「古代人の意識では，その名を

[易つければその実体が傷つき，その名を言えば，その実体が現われる。それゆ

え，恐しいもの，魔物について，それを明らかな名で言うことはできない。ど

うしても話題にしなければならないならば，それを遠いものとして扱う。ある

いは，ごく 一般的普遍的な存在物として扱 う。」とい うのである。 更に大野によ

ればこの一般的存在から一般的なことがらと して何ごとでも表現してしま うモ

ノが平安時代宮廷の女房社会で(4)ものの色(衣服の色)(5)ものなどまねる(食

事が参る)(6)ものの上手(演奏の上手〉のよう に使われたというこ とである。

荒木 (1980)はモノを「神の論理としての共同体(集団)の論理だけでなく ，

人間の存在を貫いてある恒常不変の原理(さだめ)，さらに超自然的存在物(聖

・非聖)，ある いは時間的に恒常不変のものと してとらえることのできる具象

物」と定義し， (7) I出がけに不意の客が来ちまったものですから。J (8) I女で

すもの， "'J (9) I・お兄ちゃんがし、じめるんだもんJ， (7)， (8)， (9)，について

「文例に共通していることは，発信者の態度に，事実をみずから主体性におし、

てストレートに陳述するとい うよ りは，自らの行為を，自分の内部に不動のも

のと してある恒常原理に照し合わせながら，その恒常原理を盾に自己の行為を

正当化しよ うとする動機がかくされているという点Jとし更に「日本人の心の

内部には，常にその本質において共同体が論理と重なり合 うよう な，不変の原

理が，行動のノルムとして存在している。」とする。

現代でも「京都のそ /4はおいしL、。J，I家のモノは知りません。J，Iモノの

数J，Iモノの本J，Iモノに触れるJ，IモノにこだわるJ，Iモノを食べる(時は

音をたてない)J，Iモノを置く(時は静かに)J，I冷たいモノ J，I安いモノ」等
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のように使われている。「京都のモ/Jのそ ノは食べ物を表わし， iモノの数」

のそノは価値のある物， iモノに触れる」のモノは瀬戸物屋であれば皿・ コッ

プ ・等，iモノを食べる」のそノは御飯，i冷たいモノ 」のモノは飲み物を指し

ているが，各々のモノの指す物体を明示せず漠然、と抽象的に表現している。

以上大野の(1)~(6)の も の，荒木の(7)~(9)の も の，及び現代佼われているそ/

から，日本語の物の見方，即ち日本語において物体を表現する場合，特殊的 ・

具体的ではなく 間接的 ・一般的 ・抽象的に表現する傾向があると いうことがで

きる。この「間接的 ・一般的 ・抽象的なことがら」として表現されるそノ はあ

る場の場面 ・状況5 を表わしているということもでき ， i間接的 ・一般的 .llll

象的なことがら」はそ/であ り状況 ・場 ・場所を表わしていると考える。

C3J場所・場・モノ
場とは物理学の観点からは「そのなかにおいた物体に対して，特別な迷達力

が作用する場所をし、う 。'~場 ・ 磯場 ・ 万有引力場 ・ 重力場などはそ の例 であ

り， それぞれ物体がおかれている雫間的な位置によって，作用する力の向きと

大きさが決まると し、う特徴がある 0 ・J(原色百料辞典)である。

心理学の立場では「しばしば日常語の場と同様な意味で使われる。たとえ

ば，場面や状況や領域などと同義に使われる。厳密な:昔、味では，場は力学的に

術造をもっ空間のことをいい，部分の変化が全体の構造を変化させるよ うな特

質をもっている。心理学で佼われる場の概念は物理学の電機場や重力場などの

場の概念を導入したもので，特定のメカ ニズムが不明なときに場の力として考ー

えられる。J(心理ー学辞典)

哲学における場は 「あるものが「どこに」あるかということ，アリストテレ

スの「範ちゅう論」における10個のカテゴリーの一つであり，その種類として

上下左右前後の 6つがあげられている。 i自然学」では場所は形相や資料とは

別に，ものを包む容官官のよ うなものであるといわれ，続いて空鹿の否定論が述

べられる。J(哲学用語辞典〕ということである。

言語学では Trierの場の解釈が適当と考えられる。 池上 (Trier1934，池上

1977)の言葉を借用すると ii語」がその 「概念J上の関連性を通じてまず

「場」を構成し，次にそのような「場」によって 「語集」が構成される。 中

間段階としての 「場」は， i語」が凝集して「場」を構成するのと同様に，そ

れ自身いくつかが凝集して「語集」を構成するし，一方， i語集」が「場」に
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分節されるのと同様，それ自身いくつかの「語」に分節される 一つの

「場」は全体と して一つの「概念のまとまりJ(Begriffsblock)，あるいは「概

念分野J(Begriffsbezirk)，に相当する。」であり ， i・生気のない語に対して

生命を与える実在としては文があるだけでなくて，むしろこの場合，もう一つ

の実在が関与しているのである。つまり，客観的な，言語の中にもち込まれて

話し手，聞き手と対するところの概念場の総体から成る体系である。J(Trier 

1931， 池上 1977)ということである。

場は物理学でいう「物体に対して何かの力が作用する場」は話し手，聞き手

が存在することにより，物体に意味作用をもたらし概念場ができるという

Trierの考察に応用することができ， 心理学での場の解釈「場は力学的構造を

もっ空間のことをL、L、，部分の変化が全体の構造を変化させるような特質をも

っている。」から， Trierの概念とし、う構成要素の部分が 「場」とし、う全体に関

連し依存しているという考えは，心理学の解釈にも通じるとこ ろがあ り，哲学

での「ものを包む容器のようなものである」から， Trierの 「概念場」の総体

を，概念を包みこむ容器であると理解することができる。

日本語のモノは話し手と聞き手の間では特定の指示物があるが，直接その物

を指す語をいわずモノとして表現している。話し手と聞き手の相互理解により

概念全体が構成され「概念のまとまりJi概念の総体」と してのそノの表現は，

上述した場の表現とも解することができ，この場は即ち場所ということができ

ると考える。

C4J場所を表わす日本語名詞の一面

C4.1]単語

日本語には場即ち場所を表わす一場， 一所を伴った単語が多くある。

居所，近所，台所，収納所，便所，洗面所，停留所，待合所，休憩所，事務

所，市役所，区役所，診療所，保健所，教習所，訓練所，測候所，発電所，

印刷所，関所，奉行所，御所，奉安所，裁判所， 刑務所，急所，難所，長

所，etc.6 

運動場，野球場，風呂場，炊事場，駐車場，飛行場，海水浴場，劇場，工

場，農場，現場，下水処理場，焼却場，町役場， 会議場，集会場，宿場，帳
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場，修道所，戦場，試験場，祭場，電場，入場，休場，立場，急場，修羅

場，愁嘆場， etc.7 

上述の幾つかの単語の定義と英語のそれとを比較してみることとする。

台所:人家で煮たき， その他食物の調理をする所。

kitchen : a room used for cooking 

洗面所.洗面の設備のある所。

bath-room : a r∞m containing a toilet (and possibly a bath) 

事務所:事務を取り扱う所。

office : a r∞m or r∞ms used as a place of business， where clerical work 
is done 

市役所:地方公共団体である市の吏員が事を取り扱 う所。

city hall : a public building used for a city's local goverment offices and 

meetmgs 

近所:近くの場所。

neighborhood : the area around a point or place 

運動場:運動，遊戯のために設けた広い場所。

ground : a piece of land used for a particular purpose 

工場 :多数の労働者が集ま って，業を分け力を合わせ)1仮rf正しく工業に従事

する場所。

factory : a building or group of buildings where goods made， esp. in 

great quantities by machines 

農場:農地 ・農舎 ・五基具など農業の経営をすることの州来る適当な設備のあ

る一定の場所。

farm : an area of land， together with its buildings， concerned with the 

growing of crops or the raising of animals 

展覧会場:陳列して見せる所。

exhibition gallery (or hall) a private r∞m or hall or building for a 
public show of objects. 

踊場:階段の途中で足を休める，広く平らな場所。

landing : the level space or passage at the top of a set of stairs from 

which one enters r∞ms 
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次に一場，一所を含まない単語の定義を日英比較 して見てみる。

山:平地より著しく高く盛り上った地形の所。

mountain : a very high hill， usu. of bare or snow covered rock. 

hill : a raised part of the earth's surface 

道.人や車などが通るように設けた所。

road : a smooth prepared track or way along which wheeled vehicles 

国 ntravel， usu. between towns rather than within one 

川;自然、の水がだんだんに集まり，陸地の くぼんだ所を流れる，その水路

(水を送るために造ったみち)。

river : a wide natural stream of water flowing between banks into a 

lake， into another wider stream， or into the sea 

stream : a natural flow of wat巴r，usu. smaller than a river. 

flow : a pouring out ; a smooth steady movement 

海:広々と一面に水をたたえた所。普通は地球上の場水で‘覆われた部分。

S回 thegreat body of salty water that covers much of the earth's 

surface ; the water of the earth as opposed to the land. 

池:地面にある広さと深さをもって水のたまっている所。

pond : a small body of still water， often artificially made 

以上一場，一所を含む単語，含まない単語の意味の定義づけにおいて，日本

語の定義はすべて所を含むが， 英語では部屋 (room)，建物 (building)，部分

(part)，量 (body)， 等のように場所 (place)は定義の中に見当らず，英語の

場合は日本語の場合より具体的に特殊的に定義されている。これらの事から，

日本語では場所を表わす一場，一所が単語の中にも，単語の定義の中にも多く

見られ，日本語において場即ち場所の概念のしめる部分は大いということがで

きる。

(4.2J日本語..場所，英語 :人 ・物 ・事

帥 交番に届ける。(Ifsomeone stole my bicycle)， 1 would tell the police.8 

(11) 電話局に聞いたら。askan operator 

間 プールに行こうよ。 Let'sgo to the swimming pool to swim.9 
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(13) 海に行こ う。 Let'sgo swimming in the ocean.IO 

(l()~(13)の日本語においては，与格 (dative)，目傑 (goaり が場所を表わして

いるが，英語ではそれらに相当する部分は人が何をするかが表現されている。

日1Iち帥において，日本諮では交番と L、寸う場所に届けるとい うが，英語では筈宮

こ報告するとしい、う表現をする。またuω2針tにこおいて，日本語ではプーノレに泳ぐ所と

泳ぐことの意味を持たせているため， プーノレに行くはプールに泳ぎに行くを意

味し理解できる文であるが，英語ではプールに行くだけでは意味不明瞭で泳ぎ

に(行く〉を言語表現化しなければ理解されなし、。

ω 海はし、つの聞に各れたのかも知らずにいたが， (111端康成・伊豆の踊子〉
1 did not know when evening came， (Translated by E. Seidensticker) 

(15) 死ぬつもりになってしまえば結局東京が楽しい 。υ11端.再会〉

If you made up your mind that you were going to die anyway， you 

might as well die happily in Tokyo. (Tr. by Leon Picon) 

同 但し大阪は今日でも婚礼に家柄や資産や格式などを云々すること東京以

上で 。 (谷崎潤一郎 :春琴抄〉

'1'0 be sure， Osaka people have always been more concerned about 

questions of family background， property， and status， when it comes 

to maτriage， than those of Tokyo: (Tr. by Howard S. Hibbett) 

制 東京のどこに家があり ますか。 υ11端:伊豆の踊子〉

Where do you live in Tokyo? 11 (Tr. by E. Seidensticker) 

凶ホテルはどこ。12 Where are you staying ? 

(l~ 甲子閣も終りまして (NHK桜井アナウンサー 8.22'84) 

'1'he Koshi巴ntourn巴yis over 

(1引~帥において，日本語では主語 (subject)が場所を表わしているが，英語

では日本語の場所の subjectが英語の subjectとして表現されてはいなし、。帥

のように日本語の海とし、う場所の subjectが英語では eveningが subjectとし

て表わされ， (1日では日本語の東京が subjectになっているが英語では youが

subjectとして表現され，同~帥も同様， 大阪が Osakapeople，東京が those

of Tokyo，家が you，ホテルが youとい うように，日本語の場所のsubjectが
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英語では人が subjectとなっている。闘では，甲子園での野球の試合，と言う

べきところを，場所である球場の甲子園とのみいわれ，英語では日本語の本来

いわれるべき表現とほぼ同じthekoshien tourneyが subjectとなっている。

以上帥 ~帥 までの観察において，日本語では dative，goal， subject (locative 

subject)に場所の名調が使われるが，英語ではそれらに相当する部分は人，

物，事柄の名詞で表現されるということが理解できる。

(4.3J日本語1"どこJ13 

側 日本の首都はどこですか。What'sthe回 pitaIof Japan ? 

(21) この次 (の駅)はどこですか。What'sthe next station ? 

(22) どこの新聞と ってる。 Whatnewspaper do you subscribe tO? 

(23) どこでそのスカート買ったの。 Whatdepartment store did you get 

your skirt at ? 

仰 とこにお勤めですか。Whichcompany do you work for? 

仰 どこのスーパーが一番し、L、ですかo Which super-market is the best? 

岡 京都のどこが一番よかったて、すか。 Whichpart of Kyoto have you 

li ked best so far ? 

以上のよ うに日本語においては「ど己」としづ 場所の不定を表わす疑問詞が

伎われるが，英語ではwhereによって表現されず，側~仰において不定の物，

事をさす疑問代名詞の whatや，倒~聞において二つ以上の物の中からどれか

を選ふ、時に使う疑問代名詞のwhichが使われている。このことからも 日本語で

は英語の物，事に代る場所の概念が好まれることが理解できる。

(4.4J日本語の 「には」と locativesubjects 

聞 この森にはオン コ (いちい〉が多いのです。

There are lots of yews in 14 this woods. 

側 この海はウインドサーフィンをする人が多いです。

There are a lot of wind-surfers ( = board-sailers) in 14 this ocean 

側 彼女には精薄に近い子がし、て，程度の低い算数を学んでいる。

(一色マサ子 :日本語と英語〉

She has an exceptional child who is taking social maths. 
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間~闘における「はJ，1には」は三尾(時枝 1968)のいうように，所在の

場所を示す格助詞「に」を入れることができる 「は」であ り，所在の場所の 「に

は」である。更に「この森にはJ，1この海はJ，1彼女にはJにおける森，海，

彼女は三尾の引用による小林好日の言葉「それが高調されて主題として現れ，

心理的主部となって所謂総主とい う形を現して くるのである。」及び三尾(時校

1968)の「主題化作用によって主題を立てる「場」は，論理学でいう「判断の

分量」をも，自由に限定する力をもっ。」より， 所在の場所が心理的， 論理的

に重要な主体となって主題化され，総主となったと考えられる。仰，闘のよう

に，英語では前置詞句として文末に場所表現が置かれているが，日本語では所

在の場所が主題化総主となって文頭に置かれている。このような主題化総主文

は日本語に少くない，ということは日本語において場所表現を好む傾向が，主

題化総主文にも見られるということができる。

側私には矯きです。1am surprised at it. or lt is a surprise for me. 

01) 私には残念なことです。1feel sorry about it 

(辺) 先生にはお元気のことと思います。 1hope this letter will find. 

you are in the best of health 

側，削の 「には」は三尾によると 11内部知覚」や「欲求」につながるもの

で主観の「情緒」の直接表現である。 1には」系統だが，所在の場所の「に

は」とは性質の全くちがうもので，1にあってはJ1にとっては」 の意味の，一

語としての「には」と考えられる。Jということであるが，ωr私(の中)には
驚きの感情がある， 削'私(の中〉には残念な気持がある， という内部の状態

から側，削のような表現が生じたと考えることができる。これは三尾の「 に

はーがある」としづ所在の存在文に通ずるところがあり，側， 倒の「私」は場

所と考えることもできる。(舗の 「先生には」の 「には」 は国立国語研究所

(1951)言うところの敬語でもあり，三尾のいう前述の「情緒」 の直接表現の

「には」の系統という考え方にも否定はしないが， (.翻'先生(の中〉には元気が

ある 1:; と解釈できなくもなく ，1・には がある」の所在の存在文に帰するこ

とも可能で， 1先生には」の「先生」は場所を表わしているとい うことができ

るであろう。従って側，削，閣の主語の「私JI先生」は lacativesubjectsとい

うことができ，この所在の存在文にも日本語の場所の概念が見受けられるので

ある。
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(4.5J英語の locativesubjects 

英語において，場所が主語になる locativesubjectsの例と して言語学者が取

りあげている文を次に列挙する。

(お:) The garden swarms with bees. (Jespersen 1974) 

帥 Thisstream abounds in fish. (Ib.) 

(お，) That box contains the apples. (Anderson 1971) 

(お，) This area abounds in (or with) wild life. (Ib.) 

(初 Thispath is swarming with ants. (Quirk 1974) 

(お) The bus holds forty people. (Ib.) 

(ぬ1) This place is London. (Lyons 1977) 

側 Londonis cold. (Ib.) 

Chicago is windy. (Fillmore 1968) 

刷 Londonis a city. (Lyons 1977) 

仰:)The table has a book on it.16 (Ib.) 

(43) John is cold. (Anderson 1971) 

制 (Whereis the book?) John has it. (Lyons 1977) 

(33)~(却において ， (:乱闘は informants全員がこの表現を使うということで

あるが，(お)は (33.a) There are lots of bees in the garden. を {3~ は (34 . a) 

There are (or is) a lot of fish in this str回 m. ((:お)は(34.a)と問 じ構文にな

ると考える。)を好むとの事である。 (35)はsom巴 specialapplesの意味であれば

(35. a) The apples are in that box.を使うとの事であり， (:お)におし、て the

applesがappJesである場合には (35.b) There are apples in that box.と表

現するとの事である。闘は立つ人も含めて40人とし、う意味に解釈出来るとし，

F orty people田 nsit on (or in) the bus.の意味であれば Thebus sits forty 

people. (30代 3名の informants)，The bus has a capacity for forty persons. 

(70代のinformant)のように表現するということで， locative subjectsを含む

文として言語学者のあげて い る倒~(測のうち， 側， (37)， (:却)以外は日常におし、て

は，locative subjectsは好まれないとい うこ とができる。

(39)，帥は地図を見ながら説明する場合のような状況では使われ， 附 は Itis 

cold in London. の表現を全員のinformantsは使う との事であ り， (42)は日常で

は使うことはなく Thereis a book on the table.が普通の表現とい うこと
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である。附は 「ショ ンって冷い人」とし、 うことで，この様な表現はあるがあま

り#:われないということであり ，(44)は Whereis the book ?の質問に対 しJohn

has it.と佼わないことはないが Johnhas it. が返答と して期待されそうな

場合は状況から Whohas the book?と付ねるのが普通ではないかと の事であ

る。(却I)~例は， 特別な状況では佼われるよ うだが， 日常生活ーでは好まれる文で

はない ようである。 即ち(制~帥まで locativesubjectsを含む文と して言語学者

があげているが，言語学者が考える程日常生活では locativesubjectsは好まれ

ないのではないだろうか。上述の数例で結論を出すことは難しいが，英語にお

いては 1:1;<j>:訴に比べ日常 locativesubjectsが使われる事は少ないのではないか

と忠われる。

(5J結び

以上一部の観察から，1:1ノ判長の名両日lには，物足II学，心.PJl学，哲学，言語学で

場といわれる硯象に相当する 「概念のま とま りの場」が日本語では名詞の単語

の中に文1立の中の名詞及び名前l相当諮旬に場所の意味として，上述 して来たよ

うに佼われる事があ り，この場所のiオ:本語名詞における意味特徴は日本人の日

本語の一つの特徴ではないかと考える次第である。

Notes 

inrorma l1 l ~ として東京立正女子短期大学 . )1'-常勤講師 ・アメリカ人 Kaeko Naka. 

shima先生他， 3名のアメリカ人に御協)Jいただいた。

1 綴しい陥j柄の表現。親しい関係でない場合は， rどちらへおでかけですか。」のよう
な友現j杉体をとる。

2 物は現実世界の物体を表わす。

3 人;野 (1984)，荒木 (1980)はモノ と対艇がjにコ トをあげてい る。コトは大野によ

れば「時間的に推移し，進行して行く，11¥.*事や行為を指すJというこ とである。

4 名詞に限定しているため「モノ寂しいJ，rモノ珍しい」の接頭語のモノ はここでは
取り扱わない。

5 物体を状況から観察する仕方は，荒木のモノの説明にあるように，個人を超越し，

自戎を滅却し自己主張をさける日本のムラ椛造 ・共同体綿造が背景にあるという こ

とができるであろう。

6 住所，居所，名所，旧所，墓所，地所，発着所，喫煙所，給油所，保養所，生息

所，販売所，取扱所，引換所，搬出 (入)所.養成所，指導所，教綬所，指南所，調

教所，役所，出張所，支所，商工会議所，職業安定所，会所， 託児所，救護所， 実
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験所，地理調査所，作業所，観測所，変電所，製本所，製造所，製錬所，製鉱所，

製作所，受(発)信所，中継所，現像所，放送所，撮影所，編集所，発行所，造船

所，精米所，拘置所，監視所，検門所，衛兵所，詰所，司令所，指令所，収容所，

礼拝所，祈持所，布教所，大歌所，学問所，袋所， 屯所， 侍所，門柱所，政所，公

文所，配所，御歌所， 御息所，按見所，拝謁所，高(低)所，急所，悪所，大所，勝

負所，感所，大御所，出所，個所 etc

7 体操場，球技場，弓道場，剣道場，相撲場，柔道場，サッカ一場，馬場，競馬場，

浴場，流場，物干場，踊場，自転卓置場，荷揚場，波止場，操車場，遊戯場，砂場，

演芸場，演奏場，吹奏場，娯楽場，舞踏場， 展示場，展覧会場，酒場，盛場，宴会

場，園遊会場，売場，催場，村役場，式場，掲示場，加工場，飯場，7.K飲場，作業

場，土場，木場，石切場，採炭場，採掘場，採鉱場，発郷場，建築場， 普請場，足

場，網場，放牧場，作付場，圃場，屠殺場，貯水場，浄水場，塵捨場，取捨場，処

置場，湯治場，刑場， j与問場， 修験所，修業所， 古戦場， 決戦場， 交戦場， 実験

場，演習場，稽古場，益場，卵場場， 斉場，教場，磁場，引力場，発(退)場，出

場，来場，I苅(閉)場，臨場，相場，穴場，正念場，土端場，慨嘆場 etc

8 状況によっては， 1 ran to the local police station to g巴thelp.のような表現も口J
能。

9 ? Let's go to the swimming pool.のような日本語の直訳の英語は， アメリカ人に

は何故ブーノレに行くのか理解できないようである。

10 Let's go to the ocean はアメリカ人にとっては必らずしも泳き'にliくことを怠l床

しないが，理解はできるようである。

11 rお宅はどちらですか。Jiお住居はどちらですか。」の災文 (a)Where is your 
house? (b) Where are you living? or Where do you live?のうち (a)の表現も

使われないことはないそうであるが， informantsは全員 (b)の表現を好む。

12 丁寧な表現では，iどこ」の代りに「どちらJが使われ， iホテノレはどちらですか」

となる。

13 (20)~側以外に日本語の「どこ j がj定語では次のように how farで表現されることも

ある。

いつもどこまでジョギングするのですか。Howfar do you usually jog? 

どこまでこのパスは行きますか。Howfar does the bus run? 

どこまで読みましたか。 Howfar did you read the book? 

14 in this woods， in this oceanの部分は， informants はhereを好む。

15 日常会話でも i(あの人〕元気がないわね。」 という表現がある。これは「あの人に

は元気がある」の否定文「あの人には元気がないJから生じた表現と考えられる。

16 The table has a beautiful tablecloth on it.は普通の表現という ことである。
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辞書， 百科辞典

Longman Dictionary of Contemporary English 1978 

The Heritage Illustrated Dictionary of the English Language 1975 

広辞林 1958 

岩波国語蘇典 西尾実，岩iJI1l悦太郎編 1969 
心理学辞典 外林大作他著誠信書房 1974 

哲学用語辞典村治能就著東京堂出版 1974

原色百科辞典 小学館 1966
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パーンズの音楽性の抽出

難波 利 夫

序

当然の事乍ら Burnsの songsは歌われている。よく謡われている。修辞的

完壁性や一貫性によって， r言われたり，朗読されているのではなく J，発作的
l噴出，灼熱的，幻想的発出によって， slIngされているのである。

単なる声の嚇(さえずり〉ではなくて，全精神からげjきH¥ているのである。

彼の歌の中の喜びには純粋きわまる倣再 Fr巴udeがあるし，悲哀には突き刺す

よう な悲しみ piercinggriefがある。

それ故に，人の胸をうつものがある。当時のSouthernScottishのひひきを，

芸術的に表現し得る JeanRedpath女史の歌明技術の如きは，現実にその事実

を証明し得るのである。

‘A thing of beauty is a joy forever.' CJohn Keats) (1795.-._，1821) 

本論

Thisωwas in 1765， when Robert was a little over six years old， but he 

had already received some instruction from his father， and he and Gilbert 

were usually at the head of the class， except in music， where “Robert's 

ear in particular was dull， and his voice untunable. It was long before 1 

could get them to distinguish one tllne from another. There was no indica-

tion then of the future genius of Scottish song. (Craigie， Dr.) 

「これはロパート が6歳少々1765年のことであった。既に父親から或程度の

教えはうけていた。ロパートと キツレパート(弟〕はいつも クラスのトッ プにい

た。ただし音楽は例外である。ロパートの耳は特別鈍感であったし，声も調子

っばずれであった。音を聞き分けるとい う耳など到底もてそうにもなかった。
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その頃スコ ットラ ンド歌謡の未来の天才になると L、う徴候はなかった。」

かくれている才能を引き出すべく反復反復の指噂は， 遂にその耳を聞かせ

た。

Murdoch's teaching was of a thorough nature， well adapted to bring out 

the latent powers of his pupils， and in later years， while yet unknown to 

fame， the poet records the“many obligations" he owed to his“masterly 

teacher." 

「マードッグ の教授法は生徒のか くれた能力を引き出すのにぴったりしたこ

の上もなく完壁のものであった。後年，まだ名戸のでない時に，詩人は記して

いる 1Iこl分の『腕ききの先生』に大きな恩になっている」と。

このように詩人は述懐している。

1781年から1782年にわたって，彼は海港都市 Irvineにおいて theart of 

dressing f1ax 1麻の続き方」を学んでいた。 仕事相手はよくない人物であった

上p作業場は新年宴会の火の不始末によ って烏有に帰してしま った。16ペンス

の値打のないまことの詩人らしく」“likea trlle poet， not worth a sixpence" 

なってしま った。

この場簡を，現在の IrvineBurns Clubの一室に Glasgow大学美術講師夫

妻によって壁画されている。 今一つは， 岸辺に腰掛けて fiddleを奏いている

詩人像である。旋律感と正確な音程を把むには，最も優れた楽様であって，後

に melodyがよくこなされ，納得がゆくまでは決して歌詞づけをしなかったと

L寸創作的態度は，このようにして培われた。

岡倉由三郎 (2) Select Poems of Robert Burns (研究社)の Introdllctionに

次のように解述されている。

iBlIrnsの songsは絶品である。ここに彼の精神は‘fllllest，freest， br噌htest'
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(Shairp's Life， p. 20)に表現されている。彼の名声はそして生命はその songs

と共に伝わっているといってもよろ しい。彼の songsは第一に Scotlandの伝

統的感情をそのままに伝えているところの形式である。 (中略〉 小さな時から

母の懐に，この国の古老からうたいつづけられている songsや balladsを聞か

されて，長じては song-booksを友と して唄い遊んでいたのであるから，彼の

口に又彼の趣味には，民謡調の精神が自らにして湧き出していたといっても大

げさではあるまい。」

周知の如く， Scotlandは melodyの国である。その音楽に合わせての彼の

songsであった。 ThomasCarlyleは，その辺りの事を次のように ‘Essayon 

Burns'に論じている。

They (=songs) do not affect to be set to music， but they actually and 

in themselves are music， but they actually and in themselves are music; 

they have received their life， and fashioned themselves together， in the 

medium of Harmony， as Venus rose from the bosom of the sea. 

「彼の歌は， 音楽に合う ように出来ているというふりをするものではなく

て， r款は実際にそれ自身が音楽である。歌は歌の生命を受けている。 海の!底か

ら浮き上がったヴィーナスのように和音を媒介にし，共同して干渉(FI身を形造っ

ている。」

そう した作品は JamesJohnson (d. 1811)の TheScots Musical Museum 

や， George Thomson (1757"-'1851)の A Select Collection of Original Scot. 

tish Airsに寄せられている。

Burnsが使った言語は，狭い地域的なものではなく，南 Scotlandの一般的

地方言であって，西部よりむしろ東部的でさえある。

詩人の使った言語が実際に彼が住んて‘いた地域のものか，それとも彼の生活

以然のものかはうたがわしい。その言語が初期の詩人たちの遺産の一部である

ことは明白である。

この点明白に言明することは， むずかしいけれども， 彼の songsにおいて

- 47 



は，彼の世代をさかのぼる単語や熟語に属するものがある。

各論

1. POLL Y STEW ART (ポ リ・スチュア ート〕

o LOVEL Y Polly Stewart， 
o charming Polly Stewart， 
There's ne'er a flower that blooms in May 

That's half so fair as thou art. 

ああ かわいら しし、 ポリ ・スチュア ート

ああ 心魅かれる ポリ・スチュアー ト

皐月に咲く 花の中であなたの

半分程も 美しい花は決してない

2 

The flower it blaws， it fades， it fa's， 

And art回 nne'er renew it ; 

But worth and truth eternal youth 

Will gie to Polly Stewart. 

花 それはl咲き 色槌せ散る

そして 校はそれを新らしくはできない

けれど しか し価値と 誠は

とこ しえの 若さを

ポリ・スチュアート に授けるであろう

3 

May he， whase arms shall fould thy charms. 

Posses a leal and true heart ; 

To him be given to ken the heaven 

He grasps in Polly Stewart 
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それしゃ方の腕(かいな〉があなたの

魅するカを 抱くであろう ところの彼は

忠誠で真実の心を いだいている

彼に天上を 知る事が宿されるようにと

彼が ポリ ・スチュアートにて抱いている

Rendering， singing においては，今一度一節を繰り返すことがある。いわば

第一節が一種の折返し句として取扱われる。

この songは1796年(作者他界の年)Johnson's Museumに編入された。

詩人がこの歌の創作に力を入れた頃，1775年に生れた“charmingPolly"は

僅か16歳に過ぎなかった。彼女のその後はうらやましがる程のものでなかっ

た。彼女は従兄弟と結婚して 3人の男の子を生んだ。その夫を逃亡させる程の

何かをしでかした。後に Welshとし、 う男性と準婚姻関係にあったが，彼とも

幸福に暮らせず， 離婚沙汰となった。

1806年父親と共に Maxwelltonに住んでいた。父親は Closeburnではもう

土地差配人ではなかった。 Pollyは Fleitzという Swisssoldierと知り合い，

外国へ出向き，長い人生航路の末1847年 Florenceで亡くなった。

一節の合唱部相当は， Dumfriesの GlobeInnの2階の窓硝子に diamond-

penで警かれている。詩人の残された筆跡で‘ある。

ll. FAIR ELIZA Cうるわしの エラ イザ〕

TURN again， thou fair Eliza-

Ae kind blink before we part! 

Rue on thy despairing lover! 

Canst thou break his faithfu' heart? 

Turn again， thou fair Eliza ; 

If to love thy heart denies， 

For pity hide the cruel sentence 

Under friendship's kind disguise! 
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今一度振り返って みておくれ

うるわしの エライザよ

別れの前に一目 やさしく

私を見ておくれ

あなたの絶望せる恋人を

あわれんで、く れ!

あなたは彼の忠誠心を破れますか?

今一度 振り返って みておくれ

うるわしの エライザよ

あなたの胸が 愛することを

拒むなれば

後生だから どうぞその残酷な 申渡しを

友情の温い変装の下に

かくしてくれよ !

2 

Thee， dear maid， hae 1 offended? 

The offence is loving thee ; 

Canst thou wreck his peace for ever， 

Wha for thine would gladly die? 

While the life beats in my bosom， 

Thou shalt mix in ilka throe : 

Turn again， thou lovely maidenー

Ae sweet smile on me bestow 

いとしい乙女よ あなたを私は

怒らした ろう か?

怒らしたのは あなたを愛するから

あなたは彼の心の安堵を

永久に こわせるか

あなたの ために よろこんで

命を俸げるであろう
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私の命が胸の中で鼓動している

かぎりにおいて

あなたは背悩のひとつひとつに

混っている

今一度振り返ってみておくれ

あなた うるわしの乙女よ

にっこりと 微笑んで おくれ

3 

Not the bee upon the blossom， 

1n the pride 0' sunny moon ; 

Not the little sporting fairy， 

All beneath the simmer Moon ; 

Not the poet in the moment 

Fancy lightens in his ee， 

Kens the pleasure， feels the rapture， 

That thy presence gies to me. 

太陽の輝く 午の旺りの花にとまる 蜜蜂

夏の月光を 浴びている

小さなたわむれの妖精も

幻想が目の中で瞬時に灰く 詩人も

あの楽しみを知らず

あの 悦惚を感ぜず

あなたの ここもと 眼前の存在が

私に 授けるべき

この優雅な行情詩は， Scottish Musical Museum ["スコットランド音楽偽』物

館」の編者 JamesJohnsonとの約束を果しての作品である。1788年11月15日

付けの書翰にて， Johnsonのこの企画に敬意を表している。

この作品の原稿は，現在 BritishMuseumに保管されている。大変成功 した

存情詩と言われてし、る。1792にに MuseumI'L.編入された。
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回. HERE A HEAL TH TO ANE 1 LOVE DEAR 

〔こよなく 愛する方へ 健康を祝して 乾杯〕

CHORUS 

HERE'S a health to ane 1 lo'e dear， 

Here's a h回 lthto ane 1 lo'e dear ; 

Thou art sweet as the smile when fond lovers meet， 

And soft as their parting tear， Jessy ! 

こよなく 愛する方へ 健康を祝 して 乾杯

こよなく 愛する方へ 健康を祝して乾杯

好いた 同志の 恋人が 逢 う 時の

ほほえみのよ うに 貴女は美しい そして又

別れの涙のよ うに やさしいジ ェッシー!

Altho' thou maun never be mine， 

Altho' even hope is denied ; 

'Tis sweeter for thee desparing， 

Than aught in the world beside， Jessy ! 

貴女が たとえわがものと ならなく も

望みでさえ 拒まれ ようと

貴女のために絶望するのは より楽しい

世界の どんな 事よりも シェシー!

2 

1 mourn thro' the gay， gaudy day 

As， hopeless， 1 muse on thy charms : 

But welcome the dream 0' sweet slumber， 

For ten 1 am lockt in thy arms， Jessy ! 
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楽しげで 派手な 日中本は悲しむ

絶望して 資交の魅力に思い沈んでいるので

けれど IJ¥， 、眠りの夢を よろこび迎える

というのはその時私は貴女の腕に

抱かれているので ジェッゾー !

3 

1 guess by the dear angel smile， 

1 guess by the love-rolling ee ; 

But why urge the tender confession 

'Gainst fortune's fell cruel decree， Jessy ! 

かのいとしい 天伎の微笑みかけて

愛を ?阻ふ

あの恋に ぎよろつく 限によ って

愛を 想ふ

けれど何故も あの もろい告白を

促すのか

運命のむこ~ t.::. らし くも残酷な

神慮に対して ジェッシー !

Burnsの伝記作者である Dr.James Curri巴医師は， rパーンズ詩想が， the 
last finished offspring最後に到達した所産」であって，限り なく美 しい仔情詩

であると述べている。

主人公の JessieLewarsは，この時より 3年後， Dumfriesの作家 James

Thomsonと結婚した (1799年6月3日)05人の男児と2人の女児をもうけ

た。夫に先立たれて Dumfriesの近くの Maxwelltonでやもめぐらしの月日を

過した。 1855年(安政2年〉 喜寿77歳で以て他界した。

最終節(Iguess by the dear angel smile)は，詩人没後，諸原稿の中から

見つかったものであり， 1796年5月17日頃 Thomsonに捧げられた時はなかっ

たものである。
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尚本篇は， English composer SamueI Coleridge Taylor C 1875~ 191 2) によ

って作曲されている。

N. THE BONNIE WEE THING 

〔愛くるしい ちっちゃな子供〕

BONNIE wee thing，回nniewee thing， 

Lovely wee thing， wert(4) thou mine， 

1 wad wear th巴ein my bosom， 

Lest my j巴welit should tine. 

きれえで 小L、ちゃい子

おとなしい 小L、ちゃし、子

愛ら しい 小ちゃい子

お前の私の子なら

胸の中に しま って おこ う

私の 資石が なくならなし、ょう

2 

Wishfully 1 look and languish 

In that bonnie face 0' thine ; 

And my heart it stounds wi' anguish， 

Lest my wee thing be na mine. 

切に 望みつつ 私は眺めかつ 心悩む

お前のその ととのった顔に

そして私の心 それは悶えに

ずきずき 痛む

私の小し、 ちゃい子が

オつがものに ならなかったとて
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3 

Wit， and grace， and love， and beauty， 

1n ae constellation shine ; 

To adore thee is my duty， 

Goddess 0' this soul 0' mine ! 

機智と 優雅さと愛そして 美が

一つの 星座に 務若やいでいる

お前を 礼賛するのが 私の っとめである

此 私の 魂の !J..t'l'さまよ !

演奏においては 1節が Chorusとして取敏われる。

この歌は，Johnson's Museumに 1792年に編入された。 Burns自身の note

によると，かわし、し、 idol一‘charming，lovely Davies'のために作ったとの事で

ある。

この MissD巴borahDariesは Englishbirthで，th巴 Glenriddellfamilyの

親戚である。詩人は EUislandでの最後の年に知り合いとなった。彼女は小柄

で大変美 しい婦人であった。 Delayという軍人と 親 しい仲と なり marriage-

engagemen tsを双互に交わしたのであったけれども， ぐずぐずする中に間柄も

冷めて来た。Delayは海外派遣となり，一通の形式的な書簡を除いては，再び

の交流はなかったとの事である。

この songの melodyは，Oswald's collectionからの採取であって，the 

Scottish airsの中，も っとも美 しいものの一つである。
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V. THE DE'IL'S A W A Wi' THE EXCISEMAN 

CJ悪魔が J以税吏を 連れ去った〕

The D巴'ilωmfiddling thro' the town， 

And danc巴dawa wi' th巴 Exciseman，(5) 

And ilka wife cried‘Auld Mahoun， (6) 

We wish you luck 0' your prize， man.' 

J巴魔が j民税吏を辿れ去った

そして 収税吏を 踊りノドら連れて行った

おかみさんは 日々に言った 「おいぼれめ

(老思魔) お前はんの 捕獲物に

L、L、ことありやすよう おまえはん

2 

We'll mak our maut， and brew our drink， 

We'll dance， and sing， and rejoice， man ; 

And mony thanks to the muckle black De'il 

That danced awa w' the Exciseman 

われらは麦芽(もやし)を作り 酒をかもす

われらは 踊 り 歌い歓ぶだろう

あなた

そしてでけえ 見必!鐙さんに多謝感謝

収税aを踊りながら :iiliれて いった

3 

There's threesome reels， and foursome reels， 

There's hornpipes and strathspes，m man ; 

But the ae best dance e'er四 m to our lan'， 

Was-the Dぜil'sawa wi' the Exciseman. 

nu 
cu
 



The deil's awa wi' the ex:ciseman. 
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三人組リールに 四人組リール

ホーンパイプ踊りに スト ラス ピー踊り

あんた

けれどわれらが国に やって来た

たった 一つの極上 ダンスは一一一

悪魔が収税吏を 連れて いった

であった

1792年に Johnson'sMuseum ~.こ編入された。この旋律は1657年の Playford's

“Dancing Master"に見出される古いものである。

演奏では，次の Chorusが反復されることがある。

The deil's awa， the deil's awa， 

The deil's awa wi' th' Exciseman， 

He's danc'd awa， he's danc'd awa， 

He's danc'd awa wi' th' Exciseman. 

悪魔が去った 悪魔が去った

悪魔が収税吏を連れ去った

踊 り乍ら去った 踊り乍ら去った

収税吏を連れ去った

Anglo-Saxon時代の古い王国 Northumbriavこも，同じ主題の歌があったと

の事である。 Suggestionを受けたて、あろう。

VI. BRAW LADS 

〔凍々 しい恋人たち〕

BRAW braw lads on Yarrow braes， 

Ye wander thro' the blooming heather; 

But Yarrow braes nor Ettrick(8) shaws 

Can match the lads 0' Gala Water.ω 
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ヤロ ーの岸辺の りりしい りりしい

恋人たち

あなたたち華咲く へゼルを

通り さまよう

けれど ヤロ ーの岸辺も エトリックの社も

ギャラの川の 恋人たちにはかなわない

2 

But there is ane， a secret ane， 

Aboon them a' 1 lo'e him better; 

And 1'11 be his， and he'lI be mine， 

The bonnie lad 0' Gala Water 

でも そこに 一人の方がいるの

秘密にしている 一人のお方

ほかの どんな人よりも あの方が好き

して私はあの方のもの

あの方は 夜、のものとなろ う

ギャ ラの流れの凍々しいお方

3 

Altho' his daddie was nae laird， 

And tho' 1 hae nae meikle tocher， 

Yet rich in kindest， truest love， 

We'lI tent ovr flocks by Gala Water 

あの方の男親は 土地持ちではないけれど

おまけに私は結婚持参金も

大して ないけれど

けれども やさしさと まことの

愛は滋れているの

私たちは ギャラの流れのほとりで

:iその若干の 見張りを するの
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4 

It ne'er was wealth， it ne'er was wealth， 

That coft contentment， peace or pleasure ; 

The bonds and bliss 0' mutual love， 

o that's the chiefest warld's treasure ! 
(1793) 

それは富ではなかった

それは お金や物ではなかった

満足平和歓びを購ったのは

お互いの愛の 縁(えにし)の緋(きずな〉

と至上の幸福

ああそれは最も大切な

この世の 賓である !

(1793) 

1793年 GeorgeThomson's Collectionに編入された。この favouritelyricは

1月の上旬に創作された。1787年の Bordertourに際してこの田園地方になじ

む事となった。 Amenity(快適環境〉上申し分のない所であったであろう。

この songの melodyは，all the Scots airsの中で最も古くまた最も愛好さ

れているものの一つである。

今日の Galashielsの広域に渉る工業地帯を旅するものには，想像もできない

ことであろうけれども，こ古歌の時代には，Selkirk河岸には，藁葺の家が散

在していた。

Gudeman of Galashielsとも TheLaird of Gala Hillとも称される人物は，

Mary Queen of Scots時代の頑固な教皇絶対主義者であった。彼の surname

(=family name苗字〉は Pringleであるが，この地域の人々にはよくゆきわ

たった氏の名である。

Gala Water (ギャラの流れ〕は Midlothianに源流を有し，全流域に及んで

清らな田園風景を描き得る水清き河川である。

美 しい自然、が，美しい若者を生んだとも考えられる。
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Braw， braw lads. 
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VlI.器楽曲等

Shakespeareの幻想が JohnEverett MiIlaisをして，今日 Londo.nTate 

Galleryにある名 Ophelia(油彩，キャンパス76x 112センチ〉を生ま しめたよ

うに，the poet Robert Burnsも，多くの画家に仕事の影響を与えた。 Joseph

Shearer画伯 (現存)も亦その一人である。

音楽に関しても亦同様の影響を与えている。

Burnsの詩作品の最高傑作は， Tam 0' Shanter rシャンタ村のタムJ(1790 
年作〉であると自他共に認めている。考古学者CaptainGroseにすすめられて

妖怪物語である。音楽の themeに取り上げた作曲者は齢なくなし、。

William Howard Glover ( 1819~1875) は ， large orchestra， chorus， tenor 

によ って， Tam 0' Shanterを取扱い， 1855年7月4日，指揮は LouisHector 

Berlioz (l 803~ 1869) によ っ て， New Philharmonic Societyによって初演さ

れた。

F. Learment Drysdale ( 1866~ 1909) は ， 1890年 に Tam0' Shanterに

Concert Overtureを与えた。

Sir A. C. Mackenzie(lOJ ( 1847~ 1935) は ， Tam 0' Shanter-Scottish Rhap. 

sody No. 3 (1911) Opus 74を物した。

Sir Eugene G∞ssens (gu: snz) (born in 1893)は，歌劇 Judithの作曲

者でもあるが，Tam 0' Shanterに Scherzo(Sk3;:ltsOU)を与えた。

G. W. Chadwick (born in Lowell， Massachusetts. 1854-died， Boston U. 

S. A. 1931)-Tam 0' Shanter-Symphonic Ballad (1917) 

Deryck Cooke (born 1919)-Tam 0' Shanterーtenor，male ehorus， piano 

and orchestra (1958). 

Malcolm Arnold (born 1912). 

Tam 0' Shanter-Overture (1955) 
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多く の作曲を魅きつけた此作品上での，Tam (Tom， Thomas)は泥酔して，

Ayrの町からの帰途 Allowayの古寺のほとりを通り， たまたま中で踊って

レる魔女や魔法使をひやかして奇声を発したので， 彼女らは馬で逃げる Tam

を追っかける。 Doon河にかかる Aul'Brigの真中で，馬の尾を曳き敏いてし

まった。家では Kateとし、う恐妻が今や帰り遅 しと待ちかまえている。

世の母親たちは意を払わねばならぬと，内容は教訓でもあるけれど，drama-

tic展開がおもしろく ，動きが活発であって， 音楽的表現には， うってつけの

themeとなっている。

結論

Robert Burnsは，Scotland独特の旋律から，霊感 inspirationを抽出するこ

とができた。換言すれば，芸術の神秘性に深い深い共感をおぼえたのである。

或る意味において， 此は歌謡の天才にのみ許されるものであろう。

それ故にも って，彼は曲が自分自身でよく ~l且鴫(そし ゃく )し， 歌える i占

は，決してwordingしなかった。如何に芸術に対し良心的であるかが伺える。

こういう事実が，幾百年も経過しでも人々に贈笑(かいしゃ〕されるの所以で

ある。

彼の歌の形は如何にも Scotticized されているけれども， その詩魂は広く，

そして真情は万人共通のものであると言って敢てき しっかえないであろ う。

(注)

(1) この Thisは，前文の Ashe boarded with his employers in turn， his description 

of life in the “argillaceous fabric，" alias “claybiggin， is full of interest. r彼(マ
ードック)がこの雇主たちと I1国々に食事をとりながら， r粘土建築J!i}IJ名「グレイ
・ピギン」について述べた記事は，興味あふれるものである。」を指す。

(ぬ一岡倉由三郎(1868-1936) 。岡倉天心の弟として明治元年横浜に生る。東京高師に

29年間っとむ(筑波大の前身〕。後立教大英文学主任， ローマ字選定に貢献す。 ラ

ヂオ英語口座の鴫矢(こうし)であった。後進の研究奨励に OkakuraPrize r岡倉
賞」をもうけた。志賀勝，曽根保等々受賞。

(3) Turn again， thou fair Elizaには次の如き旋律もあるが， いずれも Gaelic系であ

る。
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(4) Chorusの 1.2に現れている wertは， the British Museum に残る theoriginal 

MSでは Wおとなっている。

(5) exciseman [eksaizm;)n) : (間接税〉 収税吏，国産税務官， ρ[，excis把men.Excis把は

(酒 ・煙草等の生産 ・消費にかかわる〉物品税。現在は Commissionersof Customs 

and Exciseといって，Department of lnland Revenueの一局で、ある。

(6) Auld Mahoun 1 Iオールド ・マフーン，年老いた悪魔J<Satan=Mahomet 

(7) strathspes [stra9speiz) 快活な Scotland の踊り， またその舞曲 da礼cemUS1C. 

Strathspeyは valleyof Speyの意である。 Strathspes [stne9sp巴iz)の stressも

ある。

(8) Etrick: Tweedsideの一地方。Scotlandの辺境文学に屡々うたわれる。

(9) Gala Water : a tributary (支流) of Tweed 

(1C) Sir A. C. Mackenzie ( 1847~1935) -The Cotter's Saturday Night -cantata for 

chorus and orchestra (1888). 
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ballad : a light，simple回 ngof any kind ; now sρec. a sentimental or romantic 

composition of two or more verses， each of which is sung to the same m巴lody，

the musical accompaniment being strictly subordinatc to the air. (OED) 
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(m) 

宮
沢
賢
治
に

b
け
る
ま
こ
と
の
道
と
詩
作
へ
の
探
求

|
|
「
龍
と
詩
人
」
を
め
ぐ
っ
て
|

|

石

-BE
，ノ

教

張

「
龍
と
詩
人
論
」
成
立
の
背
景

宮
沢
賢
治
の
初
期
作
品
「
龍
と
詩
人
」
は
、
和
半
紙
四
枚
(
現
存
三
枚
〉
に
書
き
績
ら
れ
た
短
篇
で
あ
る
。
末
尾
に
は
鉛
筆
で
ご

O
、
八
、
二

O
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
本
作
品
の
草
稿
下
書

(第

一
形
態
)
が
大
正
十
年
(
一
九
二
一
〉
八
月
二
十
日
に
執
筆
さ
れ
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、

『
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』
の
校
異
に
よ
れ
ば
「
本
文
の
字
体
か
ら
い
え
ば
本
稿
成
立
は
大
正
十
一
年
以
後
と
推

定
さ
れ
る
」
と
判
断
さ
れ
て
い
街
。

こ
の
推
定
に
従
え
ば
、
現
存
稿
「
龍
と
詩
人
」
を
論
ず
る
場
合
、
大
正
十

一
年
以
後
の
作
者
の
心
的
状
況
を
含
め
て
、
敢
え
て
大
正
十

年
八
月
二
十
日
の
日
付
を
明
記
し
た
草
稿
下
書
(
第

一
形
態
)
の

「龍
と
詩
人
」
創
作
の
意
味
内
容
を
探
る
必
要
性
の
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。



本
作
品
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
思
回
逸
夫
氏
の
「
龍
と
詩
人
|
詩
作
へ
の
宣
言
」
が
あ
か
。
こ
こ
で
思
岡
氏
は
、
大
正
十
年
成
立

の
前
提
に
た

っ
て
本
作
品
を
通
し
て
賢
治
の
作
詩
観
を
明
ら
か
に
し
、

「対
象
を
忠
実
に
観
照
す
る
こ
と

・
そ
の
対
象
の
中
を
貫
く
根
本

理
念
の
発
見

・
そ
の
理
念
を
再
構
成
し
て
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
各
芸
術
家
に
個
性
が
生
ず
る
こ
と
・
彼
が
理
念
を
再
構
成
す
る
方
向
は
理

想
社
会
の
建
設
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
」
な
ど
の
芸
術
観
を
単
純
化
し
象
徴
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
作
詩
の
大
綱
を
示

し
た
も

の
」
と
指
摘
し
た
。
同
時
に
、

「
若
き
詩
人
ス
l

ル
タ
ツ
タ
を
中
心
と
し
、

龍
チ
ヤ

|
ナ
タ
と
の
対
話
を
通
し
て
彼
の
詩
観
を
語
り
、
こ

れ
に
配
す
る
に
古
い
詩
人
ア
ル
タ
を
以
で
し
た
」
と
の
観
点
か
ら
、
若
き
詩
人
を
賢
治
の
分
身
に
擬
し
て
詩
へ
の
出
発
を
宣
言
し
た

「青

春
の
覇
気
と
憧
僚
と
に
匂
う
秀
作
」
と
評
し
、
詩
へ
の
出
発
を
志
し
作
詩
の
方
針
を
宣
言
し
た
木
作
品
は
直
接
に
は
「
春
と
修
羅
」
に
先

行
し
広
く
は
賢
治
の
文
学
全
般
に
対
す
る
創
作
態
度
の
基
盤
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
賢
治
作
品
に
お
け
る
文
学
上
の
位
置
づ
け
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
恩
田
氏
の
所
論
の
う
ち
、

詩
作
の
宣
言
と
す
る
点
に
関
し
て
あ
ら
た
な
視
点
を
提
示
し
た
の
が
、
伊
藤
真
一
郎
氏
の

「『龍
と
詩

au宮

人
』
秘
」
で
あ
る
。

伊
藤
氏
は
、
大
正
十
一
年
以
降
の
作
者
の
視
点
も
付
け
加
わ
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
と
の
観
点
に
た
っ
て
本
作
品
の
意
義
、
位
置
を
再

考
し
、
「
龍
と
詩
人
」
は
「
洞
窟
幽
閉
の
身
を
憂
う
老
龍
を
軸
と
す
る
構
造
の
作
品
」
で
あ
り
、

「
龍
を
軸
と
す
る
構
造
か
ら
す
る
と
、

そ
の
慢
心
の
問
題
の
方
に
む
し
ろ
作
品
の
主
限
が
あ
る
」
「
老
龍
と
若
者
と
に
見
ら
れ
る
慢
心
へ
の
悔
恨
は
、
詩
人
に
お
け
る
騒
り
と
い

う
内
面
の
悪
を
戒
め
た
寓
意
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
木
作
品
成
立
の
背
景
を
な
し
執
筆
の
動
機
と
な
っ
た
も
の
は
信
仰
を
め
ぐ
る
挫
折
体

験
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
伊
藤
氏
は
、
「
『龍
と
詩
人
』
が
こ
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
作
者
宮
沢
賢
治
の
詩

作
宣
言
の
書
と
見
倣
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

詩
作
活
動
の
開
始
を
宣
し
た
意
気
軒
昂
た
る
書
で
あ
る
よ
り
は
、
詩
作

(
山
〉



(
凹
)

に
携
わ
る
作
者
自
身
へ
の
自
戒
を
込
め
た
沈
痛
な
る
反
省
の
書
な
の
で
あ
る
」
「
『
龍
と
詩
人
』
は
、
作
者
自
身
の
法
華
経
へ
の
信
仰
態
度

に
対
す
る
悔
恨
と
反
省
か
ら
構
想
さ
れ
た
、
詩
人
と
し
て
の
自
戒
の
書
で
あ
る
」

と
主
張
し
て
い
る
。

両
氏
の
所
論
に
は
、
本
作
品
の
構
造
と
主
眼
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
相
違
点
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
龍
と
詩
人
」
論
に
関
す
る

重
要
な
観
点
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
恩
田
説
で
は
若
き
詩
人
の
詩
観
を
主
軸
と
し
て
い
る
た
め
「
龍
」
に
形
象
さ
れ
た
作

品
の
意
図
は
殆
ん
ど
掘
り
さ
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
伊
藤
説
で
は
老
龍
を
軸
に
慢
心
の
罪
へ
の
反
省
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
若
き
詩
人
と
老

龍
と
の
対
話
を
通
し
て
表
象
さ
れ
る

「
ま
こ
と
と
美
」
や
詩
作
の
意
味
す
る
も
の
に
関
し
て
は
充
分
に
言
及
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
詩
人
と
龍
の
い
ず
れ
か
に
主
軸
を
お
く
視
点
に
つ
い
て
も
い
さ
さ
か
違
和
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
本
作
品
の
表
題
に
も
見

る
よ
う
に
、
過
信
の
罪
を
犯
し
て
洞
窟
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
老
龍
の
俄
悔
と
老
龍
に
謝
罪
す
る
た
め
に
現
わ
れ
て
詩
作
の
あ
り
方
に

つ
い

て
語
ら
い
「
ま
こ
と
と
美
」
の
実
現
す
る
明
日
の
世
界
の
造
営
の
方
針
を
め
ざ
す
若
き
詩
人
と
の
交
感
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
成
立

し
得
な
い
。
龍
と
詩
人
は
、
謝
罪
を
願
う
者
と
し
て
、
ま
た
風
と
雲
に
な
り
得
る
存
在
と
し
て
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
が
、
反
面
で
は
老

龍
が
罪
を
許
さ
れ
ぬ
ま
ま
機
悔
の
生
活
を
送
り
外
界
か
ら
射
し
こ
む
光
を
仰
ぎ
見
つ
つ
閉
塞
さ
れ
た
閣
の
異
空
間
に
身
を
お
い
て
い
る
の

に
比
し
て
、
若
き
詩
人
は
外
界
に
お
け
る
過
-
誤
を
自
省
し
つ
つ
も
老
龍
か
ら
詩
作
の
意
味
を
教
え
ら
れ
「
ま
こ
と
と
美
」
の
設
計
と
理
想

世
界
の
実
現
に
向
け
て
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
ゆ
く
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
老
龍
は
赤
い
珠
を
内
蔵
さ
せ
た
ま
ま
活
現
で
き
な

い
幽

閉
状
態
に
あ
る
の

に
対
し
、
若
き
詩
人
は
赤
い
珠
を
受
持
し
得
る
身
に
な
る
た
め
に
求
道
へ
の
再
出
発
を
め
ざ
し
て
ゆ
く
若
者
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
。
本
作
品
の
主
題
は
、
閉
塞
さ
れ
た
精
神
の
閣
と
宇
宙
か
ら
注
が
れ
る
光
へ
の
凝
視
、
増
上
慢
の
罪
と
餓
悔
、
自
然
と

の
交
感

・
同
化
と
「
ま
こ
と
と
美」

の
設
計
、
明
日
の
理
想
世
界
を
実
現
し
て
ゆ
く
「
ま
こ
と
と
美」

の
あ
り
方
と
方
針
な
ど
を
め
ぐ
る



「
ま
こ
と
の
道
」
に
関
す
る
精
神
の
葛
藤
に
あ
る
。
本
作
品
は
暗
い
奥
空
間
と
明
る

い
宇
宙
空
間
に
身
を
お
く
龍
と
詩
人
と
の
対
話
、
交

感
を
軸
に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
軸
は
龍
と
詩
人
と
の
交
流
と
連
帯
化
に
あ
り
、

龍
と
詩
人
を
つ
な
ぐ
「
と
」
の
聞
の
微
妙
さ
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
「
龍
と
詩
人
」
に
流
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
ま
こ
と
と
美
の
模
型
」
を
設
計
し
て
ゆ
く
た
め
の
主
体
の
あ
り
ょ

う
を
聞
い
直
し
、
未
来
に
「
ま
こ
と
と
美
」
に
充
ち
た
世
界
を
つ
く
り
上
げ
る
構
想
を
抱
き
な
が
ら
、
そ
れ
に
直
進
で
き
得
な
い
自
己
を

と
り
ま
く
外
的
状
況
と
自
身
の
内
な
る
心
象
を
凝
視
し
た
作
者
の
意
識
で
あ
る
。
こ
の
心
象
意
識
が
本
作
品
成
立
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

大
正
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
の
歳
月
は
、
賢
治
に
と
っ
て
大
き
な
試
練
の
年
で
あ
っ
た
。

「
何
と
し
て
も
最
早
出
る
よ
り
仕
方
な
い
。
あ
し
た
に
し
ゃ
う
か
明
後
日
に
し
ゃ
う
か
と
二
十
三
日
の
募
方
庖
の
火
鉢
で
一
人
考
へ
て

居
り
ま
し
た
。
そ
の
時
頭
の
上
の
棚
か
ら
御
書
が
二
冊
共
ば

っ
た
り
背
中
に
落
ち
ま
し
た
。
さ
あ
も
う
今
だ
。
今
夜
だ
。
時
計
を
見
た
ら

四
時
半
で
す
。
汽
車
は
五
時
十
二
分
で
す
。
す
ぐ
台
所
へ
行
っ
て
手
を
洗
ひ
御
本
尊
を
箱
に
納
め
奉
り
御
書
と
一
所
に
包
み
洋
傘
を
一
本

持
っ
て
急
い
で
庖
か
ら
出
ま
し
た
」
|
|。

こ
の
噴
の
賢
治
は
法
華
経
と
日
蓮
に
至
心
の
帰
依
を
捧
げ
、
法
華
経
の
題
目
を
唱
え
て
信
行
活
動
に
励
み
、
さ
ら
に
純
正
日
蓮
主
義
を

唱
導
す
る
田
中
智
学
(
一
八
六
一

ーl
一
九
三
九
)
へ
の
随
順
を
通
し
て
法
華
経
信
仰
の
流
布
を
志
し
て
い
た
。
前
年
の
大
正
九
年
(
一
九

二
O
〉
に
は
問
中
智
学
の
指
導
す
る
国
柱
会
の
信
行
部
に
入
会
し
、
自
ら
は

「
人
間
の
世
界
の
修
羅
の
成
仙
」
を
願
い
な
が
ら
も
、
父
母

友
人
に
は
法
華
経
信
仰
へ
の
改
宗
、
帰
信
を
勧
め
て
い
る
。

そ
の
賢
治
は
、
大
正
十
年

一
月
二
十
三
日
、
御
書

(
日
蓮
遺
文
集
〉
が
落
ち
て
き
た
こ
と
を
そ
れ
こ
そ
啓
示
の
ご
と
く
受
け
と
め
家
に

無
断
で
上
京
し
、
上
野
鷲
谷
の
国
柱
会
館
を
訪
問
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
行
為
に
つ
い
て
賢
治
は

「一

家
の
帰
正
を
願
ふ
為
に
俄
か
に
こ

(

m

)
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ち
ら
へ
参
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て

い
る
。

賢
治
は
、
専
修
念
仏
を
奉
ず
る
一
家
を
法
華
経
に
帰
信
せ
し
め
た
い
と
願
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
花
巻
で
は
成
就
し
得
な
か

っ
た
。
賢

治
の
法
華
経
信
仰
に
帰
正
せ
し
め
よ
う
と
す
る
願
望
が
強
ま
る
ほ
ど
、
そ
れ
は

一
家
に
信
仰
上
の
葛
藤
を
も
た
ら
し
、
報
恩
の
た
め
の
帰

正
の
勧
め
は
か
え
っ
て
父
母
に
迷
惑
不
孝
を
来
た
す
結
果
に
も
な
り
、
速
や
か
に
帰
正
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
己
の
無
力
さ
や
法

華
経
の
心
を
悟
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
帰
正
を
勧
め
た
自
己
の
思
い
上
が
り
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
実
に
直
面
し
て
い
た
に

ち
が
い
な
い
。
家
と
信
仰
活
動
と
そ
し
て
家
の
職
業
を
め
ぐ
る
問
題
へ
の
充
足
さ
れ
ぬ
自
己
内
商
の
格
闘
す
る
心
は
、

「
た
だ
流
れ
よ
。

流
れ
よ
。
質
屋
の
庖
に
は
利
欲
と
戦
ひ
、
明
る
き
社
会
の
表
に
立
ち
て
は
名
誉
と
戦
ひ
、
も
は
や
私
は
私
の
性
質
が
斯
く
な
る
を
以
て
斯

マ
マ

す
れ
ば
最
も
そ
の
長
所
を
発
揮
す
る
と
考
へ
る
の
は
あ
き
ま
し
た
。
わ
れ
は
無
盾
自
身
な
る
が
故
に
両
極
端
の
混
合
体
な
る
が
故
に
転
々

戦
ひ
流
る
流
さ
る
」
と
い
う
告
白
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

賢
治
は
、
こ
う
し
た
矛
盾
の
混
合
体
と
し
て
葛
藤
し
続
け
る
自
ら
の

「航
れ
た
仇
」
か
ら
の
脱
却
を
求
め
、
し
か
も
法
華
経
信
仰
に
一

層
励
む
こ
と
に
よ
っ
て
一
家
の
帰
正
を
実
現
し
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
上
京
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
後
、
賢
治
は
「
あ
て
に
し
て
来
た
国
柱
会
に
は
断
は
ら
れ
実
に
散
々
の
体
」
で
東
京
本
郷
菊
坂
町
に
下
宿
し
、
同
年

一
月
二
十
七

日
よ
り
東
大
赤
門
前
の
文
信
社
に
校
正
係
と
し
て
働
き
、
か
た
わ
ら
国
柱
会
の
活
動
に
も
携
わ
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

や
が
て
同
年
二
月、

当
時
国
柱
会
の
理
事
で
国
柱
会
館
の
清
規
奉
行
と
い
っ
た
役
割
を
務
め
て

い
た
高
知
尾
智
耀
(
一

八
八
三
1

一
九

七
六
)
よ
り
、

「
末
法
に
お
け
る
法
華
経
修
行
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。

「
出
家
し
て
僧
侶
と
な
り
仏
道
に
専
注
す
る
の
が
唯
一
の
途
で
は
な
い
、
農
家
は
鋤
鍬
を
も
っ
て
、
商
人
は
ソ
ロ
パ
ン
を
も
っ
て
、
文

学
者
は
ベ
ン
を
も
っ
て
、
各
々
そ
の
人
に
最
も
適
し
た
道
に
お
い
て
法
華
経
を
身
に
よ
み
、
世
に
弘
む
る
と
い
う
の
が
、
末
法
に
お
け
る



法
華
経
の
正
し
い
修
行
の
あ
り
方
で
あ
る
。
詩
歌
文
学
を
得
意
と
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
詩
歌
文
学
の
上
に
純
粋
の
信
仰
が
に
じ
み
出
る

品
切

ょ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
向
」。
こ
れ
を
賢
治
は
、
「
高
知
尾
師
ノ
奨
メ
ニ
ヨ
リ
法
華
文
学
ノ
創
仇
」
と
受
け
と
め
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
高
知
尾
智
縁
の
述
べ
た
内
容
は
、
田
中
智
学
が

「小
説
、
随
筆
、
論
文
、
韻
文
、
何
を
書
い
て
も
、
す
べ
て
之
を
霊
化
し
て、

ほ
ん

げ

本
化
の
大
道
を
世
に
発
醸
し
宣
揚
す
る
方
便
と
せ
ん
と
の
態
度
で
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
主
張
し
て
き
た
因
性
文
芸
論
に
も
と
づ
く
も
の

で
あ
り
、そ
れ
は
法
華
経
と
日
蓮
主
義
を
世
に
発
揮
し
宣
揚
す
る
た
め
に
文
芸
を
方
便
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
姿
勢
を
意
味
し
て
い
た
。

し
か
し
賢
治
が
主
体
的
に
受
容
し
た
創
作
態
度
は
、
方
便
と
真
実
と
の

一
体
化
に
よ
る
宗
教
と
芸
術
の
活
現
に
あ

っ
た
。

同
年
七
月
十
三

日
付
の
関
徳
瀬
川
宛
書
簡
に
記
し
た
「
こ
れ
か
ら
の
宗
教
は
芸
術
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
芸
術
は
宗
教
で
す
」
と
い
う
主
張
は
、

「
法
華
文
学
」

創
作
の
根
本
姿
勢
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
筆
に
よ
る
布
教
、
法
華
経
や
日
蓮
主
義
宣
揚
の
手
段
と
し
て
の
文
芸
活
動
を
標
傍
す
る

国
柱
会
の
国
性
文
芸
論
を
受
容
し
な
が
ら
も
、
宗
教
と
芸
術
と
を
一
体
の
も
の
と
み
な
し
宗
教
の
芸
術
化
、
芸
術
の
宗
教
化
を
未
来
に
構

想
し
た
、
こ
れ
か
ら
の

「
法
華
文
学
」

創
作
の
あ
り
ょ
う
を
提
唱
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

や
が
て
八
月
中
旬
頃
、
賢
治
は
妹
ト
シ
急
病
の
電
報
を
受
け
取
り
、
原
稿
の
入
っ

た
ト
ラ

ン
ク
を
持
っ
て
花
巻
に
帰
郷
す
る
が
、
同
年

七
月
に
親
友
の
保
阪
嘉
内
と
信
仰
上
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
心
交
が
断
絶
す
る
事
件
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

保
阪
嘉
内
(
一
八
九
六
l
一
九
三
七
)
は
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校
以
来
の
心
の
友
で
同
校
の
同
人
雑
誌
「
ア
ザ
リ
ア
」

の
文
芸
仲
間
で

情"

も
あ
っ
た
。
賢
治
が
、

「曽
て
盛
岡
で
我
々
の
誓
っ

た
願

我
等
と
衆
生
と
無
上
道
を
成
ぜ
ん
、

こ
れ
を
ど
こ
迄
も
進
み
ま
せ
う
」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
賢
治
に
と

っ
て
保
阪
嘉
内
と
の
交
友
は
、

「趣
味
の
友
な
ど
で
は
な
く
、
求
道
の
同
志
と
し
て
の
存
在
」
に
終
始
し

て
い
た
。
大
正
七
年
に
保
阪
が
盛
岡
高
農
を
除
名
放
校
さ
れ
た
折
に
は
、
賢
治
は
座
右
に
し
て
い
た
赤
い
表
紙
本
の

『
漢
和
対
照
妙
法
蓮

華
経
』
を
贈
り
、
ま
た
同
年
保
阪
の
母
が
急
死
し
た
際
に
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
書
き
連
ね
て
送
っ
た
り
、

「
か
の
赤
い
経
巻
を
手
に
と

(
山
)
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保
濁

り
静
に
そ
の
方
便
品
、
寿
量
口
聞
を
読
み
奉
ら
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
伝
え
て
い
る
。

や
が
て
大
正
十
年
の
上
京
前
後
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
信
仰
を
共
に
歩
む
友
と
し
て
の
交
わ
り
に
と
ど
ま
ら
ず
国
柱
会
へ
の
入
信
を
積

極
的
に
勧
め
、

「
一
諸
に
国
柱
会
に
入
り
ま
せ
ん
か
。
一
諸
に
正
し
い
日
蓮
門
下
に
な
ら
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
諸
共
に
焚
天
帝
釈
も

関

来
り
踏
む
べ
き
四
海
同
帰
の
大
戒
埴
を
築
か
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
自
分
の
よ
う
に
親
を
捨
て
る
不
孝
な

事
を
す
る
の
で
は
な
く
形
だ
け
で
も
日
蓮
門
下
の
行
動
を
と
る
よ
う
願
っ
て
い
仇
。

こ
う
し
た
賢
治
の
信
仰
勧
奨
の
行
動
に
保
阪
の
心
も
激
し
く
揺
れ
動
き
、
遂
に
信
仰
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
親
交
の
亀
裂
が
大
正
十
年
七

月
三
日
の
面
会
以
後
に
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
直
後
に
賢
治
は
泣
き
な
が
ら
手
紙
を
書
き
「
ど
う
か
一
所
に
参
ら
し
て
下
さ
い
。
わ
が

一
人
の
友
よ
。
し
ば
ら
く
は
境
遇
の
為
に
は
な
れ
る
日
が
あ
っ
て
も
、
人
の
言
の
不
完
全
故
に
互
に
誤
る
時
が
あ
っ
て
も
、
や
が
て
こ
の

大
地
こ
の
ま
ま
寂
光
土
と
化
す
る
と
き
何
の
か
な
し
み
が
あ
り
ま
せ
う
か
」
「
総
て
の
覚
者
(
仏
)
は
こ
の
経
に
依
て
悟
っ
た
の
で
す
。

総
て
の
道
徳
、
哲
学

宗

教

は

み
な
こ
の
前
に
来

っ
て

礼
拝
讃
嘆
い
た
し
ま
す
。
こ
の
経
の
御
名
丈
を
も
崇
め
て
下
さ
い
。
そ
う
で
な

関

か
っ
た
ら
私
は
あ
な
た
と
一
諸
に
最
早
、

一
足
も
行
け
な
い
の
で
す
」
と
保
阪
に
切
々
と
訴
え
か
け
て
い
る
。

賢
治
に
と

っ
て
、
こ
の
心
友
と
の
訣
別
は
彼
の

「
労
れ
た
心
」
を

一
層
深
刻
化
さ
せ
る
痛
み
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
直
後
に
賢

治
は
、「
穏
と
詩
人
」
(
第
一

形
態
)
を
下
書
し

「一

O
、
八
、

二
O
」
と
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

関

こ
の
よ
う
な
賢
治
の
生
の
軌
跡
を
見
る
と
、
「
流
転
の
中
に
は
み
ぢ
め
な
私
の
姿
を
も
見
ま
す
。
本
統
は
み
ぢ
め
で
は
な
い
」
と
切
実

に
聞
い
直
し
葛
藤
を
繰
返
え
し
つ
つ
、
戦
い
流
さ
れ
る
自
己
の

「労
れ
た
心
」
を
凝
視
し
た
賢
治
の
姿
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
そ
の
葛

藤
す
る
修
羅
と
し
て
の
自
分
を
法
華
経
信
仰
の
限
で
見
す
え
な
が
ら
、
法
華
経
と
日
蓮
へ
至
心
の
帰
依
を
捧
げ
独
力
で
「
法
華
文
学
」
の

ω
 

創
作
と
国
柱
会
活
動
に
励
む
賢
治
の
孤
独
に
充
ち
た
様
子
と
「
さ
あ
こ
こ
で
種
を
時
き
ま
す
ぞ
」
と
決
意
し
た
精
神
の
息
吹
き
も
見
え
る
。



賢
治
は
、
法
華
経
信
仰
を
勧
め
な
が
ら
父
や
親
友
を
帰
信
さ
せ
得
な
い
無
力
さ
を
痛
感
し
、
信
仰
上
の
問
題
の
放
に
父
母
へ
の
不
孝
と
親

友
と
の
訣
別
を
来
た
さ
ざ
る
を
得
な
い
痛
苦
を
心
象
に
刻
み
つ
け
、
信
仰
と
人
間
関
係
と
文
学
活
動
の
は
ざ
ま
で
格
闘
し
て
い
た
の
で
あ

る。
同
時
に
賢
治
は
、
法
華
経
の
心
を
悟
り
得
な
い
の
に
帰
信
を
勧
め
た
独
諮問
や
修
羅
と
し
て
の
自
己
を
法
華
経
の
心
に
背
反
す
る
姿
と
し

て
厳
し
く
町
責
し
つ
つ
お
の
れ
の
「
労
れ
た
心
」
に
閉
塞
す
る
心
象
の
閣
を
深
く
見
つ
め
直
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
他
面
で
は
、
賢
治
が
「
法
華
文
学
」
の
創
作
に
よ
っ
て
「
ま
こ
と
と
美
」
を
顕
現
し
、
法
華
経
信
仰
と
宗
教
即
芸
術
の
活
現
に

闘

も
と
づ
き
こ
の
大
地
を
そ
の
ま
ま
寂
光
土
に
化
す
る
理
想
世
界
の
成
就
に
献
身
す
る
道
に
生
き
よ
う
、
と
い
う
覚
悟
を
持
続
さ
せ
て
い
た

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
翌
大
正
十
一
年
以
降
、
賢
治
は
童
話
「
か
し
は
ば
や
し
の
夜
」
を
書
き
「
あ
ま
の
川
」
を
雑
誌
「
愛
国
婦
人
」

に
発
表
し
た
の
を
は
じ
め
「
月
夜
の
で
ん
し
ん
ば
し
ら
」
「
鹿
踊
り
の
は
じ
ま
り
」「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」
「
注
文
の
多
い
料
理
屈
」
「
狼
森

と
旅
森
、
盗
森
」
「
雪
渡
り
」
「
烏
の
北
斗
七
星
」
な
ど
を
次
々
に
書
い
て
ゆ
く
が
、
こ
う
し
た
「
龍
と
詩
人
」
を
含
む
創
作
活
動
は
信
仰

体
験
の
挫
折
を
動
機
と
し
た
も
の
で
あ
る
よ
り
は
、
童
話
に
加
え
て
詩
の
創
作
へ
と
領
域
を
拡
大
し
真
に
法
華
経
信
仰
と
芸
術
と
を
一
致

さ
せ
活
現
出
来
る
こ
れ
か
ら
の

「
法
華
文
学
」
を
築
き
上
げ
て
ゆ
く
道
程
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
龍
と
詩
人
」
は
、「
ま

こ
と
と
美
」

す
な
わ
ち
宗
教
(
法
華
経
〉
即
芸
術
の
一
致
を
論
じ
、
こ
れ
か
ら
の

「
法
華
文
学
」
の
内
容
と
目
的
と
に
向
っ
て
再
出
発
を

試
み
た
賢
治
の
求
道
の
書
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
と
主
題
を
内
在
さ
せ
て
い
る
「
胞
と
詩
人
」
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で

は
、
恩
田
氏
と
伊
藤
氏
の
見
解
を
参
照
し
な
が
ら
以
下
に
「
胞
と
詩
人
」
に
結
自
問
さ
れ
意
味
し
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
素
描
し
て
ゆ
き
た

、LV

七

(
川
)
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「
龍
」
の
背
信
と
峨
悔

「龍
と
詩
人
」
に
登
場
す
る
の
は
、
老
龍
チ
ャ

l
ナ
タ
と
若
き
詩
人
ス

l
ル
ダ
ッ

タ
と
い
う
こ
つ
の
存
在
で
あ
る
。

作
品
で
は
ま
ず
、
罪
の
許
し
を
乞
う
老
龍
の
祈
願
が
表
白
さ
れ
る
。
老
龍
チ
ヤ
l
ナ
タ
は
、
深
い
水
底
の
洞
窟
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
洞
窟
か
ら
は
、
わ
ず
か
な
隙
聞
を
通
し
て
し
か
外
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
こ
の
洞
の
外
の
海
に
通
ず
る
隙
聞
は
辛
く

外
を
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
る
に
過
ぎ
ぬ
」
と
つ
ぶ
や
く
老
龍
の
独
自
に
は
、
狭
小
な
隙
聞
の
ほ
か
は
全
く
外
界
と
逃
断
さ
れ
て
い
る
洞
窟

と
い
う
異
空
間
に
幽
閉
さ
れ
て
い
る
孤
絶
の
身
へ
の
歎
き
と
閉
塞
し
た
精
神
に
岬
吟
す
る
憂
愁
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

チ
ヤ
l
ナ
タ
は
う
っ
と
り
そ
の
青
く
す
こ
し
臨
ろ
な
水
を
見
た
。
そ
れ
か
ら
洞
の
す
き
ま
を
通
し
て
火
の
や
う
に
き
ら
き
ら
光
る
海
の

水
と
浅
黄
い
ろ
の
天
末
に
か
L
る
火
球
天
子
の
座
を
見
た
。

洞
の
隙
聞
か
ら
射
し
込
ん
で
来
る
朝
日
。
そ
の
光
に
浮
き
出
す
水
底
の
岩
や
写
し
出
さ
れ
た
赤
や
自
の
魚
類
。

上
げ
潮
か
ら
体
を
う
ね

り
出
し
、
青
く
脱
ろ
な
水
を
見
、
き
ら
き
ら
ひ
か
る
海
の
水
と
そ
の
は
る
か
彼
方
に
輝
ゃ
く
火
球
天
子

(日
天
子
)
の
座
を
見
つ
め
る
老

龍
。
そ
の
火
球
天
子
の
座
か
ら
射
し
込
ん
で
来
る
一
条
の
光
を
仰
ぎ
見
た
と
き
、
老
龍
は
機
悔
の
祈
念
を
捧
げ
る
の
で
あ
る
。

(
聖
龍
王

・
聖
龍
王
。
わ
た
く
し
の
罪
を
許
し
わ
た
く
し
の
呪
を
お
解
き
く
だ
さ
い
)



老
龍
チ
ヤ
l

ナ
タ
が
聖
飽
王
に
よ
っ
て
十
万
年
と
い
う
長
い
間
洞
窟
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
の
は
、

得
た
と
き
己
の
力
を
試
み
る
た
め
に
人
々
の
不
幸
を
来
た
し
た
た
め
」
で
あ
っ
た
。

「
(
お
れ
は
幾
千
由
旬
の
海
を
自
由
に
漕
ぎ
、
そ
の
清
い
そ
ら
を
絶
え
絶
え
息
し
て
黒
雲
を
巻
き
な
が
ら
朔
け
れ
る
の
だ
と
と
老
龍
が

自
負
す
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
龍
は
広
大
な
海
を
渡
渉
し
空
全
体
を
飛
期
す
る
自
由
自
在
の
力
を
備
え
た
存
在
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
老

龍
チ
ヤ
l
ナ
タ
は
、
こ
の
龍
に
本
来
的
に
具
備
さ
れ
て
い
る
通
力
に
加
え
て
、
千
年
前
に
「
風
と
雲
と
を
得
た
」
と
確
信
し
、
自
己
の
力

を
試
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
チ
ヤ
l
ナ
タ
の
試
み
は
人
間
に
不
幸
を
も
た
ら
す
罪
悪
と
な

っ
て
現
わ
れ
た
。
強
大
な
自

己
の
カ
を
実
験
し
た
老
胞
の
行
為
と
は
、
風
と
雲
を
駆
使
し
て
ひ
き
起
し
た
暴
風
雨
や
洪
水

・
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
を
指
す
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
原
因
が
「
己
の
カ
を
試
み
る
」
と
い
う
高
慢
な
怠
意
に
あ
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
伊
藤
氏

は
、「洞
窟
幽
閉
と
い
う
龍
へ
の
罪
に
は
、
行
動
の
上
で
の
結
果
的
な
害
悪
へ
の
処
罰
と
し
て
の
意
味
の
み
な
ら
ず
、
思
い
上
り
や
騒
り
と

い
っ
た
、
内
面
の
悪
へ
の
処
罰
と
し
て
の
意
味
」
も
含
ま
れ
る
と
し
、

「
龍
と
は
思
い
上
り
や
腐
り
と
い
う
内
面
の
悪
を
備
え
た
存
在
で

四

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
甚
大
な
害
悪
を
人
間
界
に
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
存
在
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

「砲
と
詩
人
」
の
主
眼
の
ひ
と

つ
が
、
老
砲
の
慢
心
に
よ
る
罪
と
罰
の
問
題
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、

「千
年
の
普
は

じ
め
て
風
と
雲
と
を
得
た
と
き
己
の
力
を
試
み
る
た
め
に
人
々
の
不
幸
を
来
た
し
た
た
め
に
龍
王
の
(
数
文
字
空
白
)
か
ら
十
万
年
こ
の

窟
に
封
ぜ
ら
れ
て
陵
と
水
と
の
境
を
見
張
ら
せ
ら
れ
た
の
だ
」
と
い
う
老
龍
の
言
葉
か
ら
推
せ
ば
、
聖
龍
王
の
処
罰
が
思
い
上
り
や
鱗
り

と
い
っ
た
内
面
の
悪
へ
の
処
罰
と
し
て
の
意
味
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。
む
し
ろ
、
老
龍
が
慢
心
に
発
し
た
独
善
的
振

舞
に
も
と
e
つ
い
て
「
風
と
雲
」
を
自
己
の
力
を
誇
示
す
る
手
段
と
し
て
悪
用
し
、

「人
々
の
不
安
十」
を
も
た
ら
し
た
所
に
重
点
が
お
か
れ

(
削
〉

「千
年
の
昔
は
じ
め
て
風
と
雲
と
を

九
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て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
聖
龍
王
が
老
龍
を
洞
窟
に
封
じ
込
め
た
だ
け
で
な
く
、
陸
と
水
と
の
境
の
見
張
り
を
命
じ
た

こ
と
は
、

慢
心
と
い
う
内
面
の
悪
へ
の
処
罰
の
み
な
ら
ず

「人
々
の
不
幸
」
と

い
う
現
実
的
な
罪
悪

へ
の
償
い
と
し
て
人
聞
を
含
む
生
物
を
守
護
す

る
任
務
を
謀
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

恐
ら
く
聖
龍
王
は
、
火
球
天
子
の
座
よ
り
赴
い
て
飽
全
体
を
統
御
し
海
と
水
の
領
域
を
治
め
て
い
る
聖
な
る
龍
王
の
こ
と
で
あ
ろ
う。

聖
龍
王
は
本
作
品
で
は
一
言
も
発
す
る
こ
と
が
な
い
が
、

「風
と
雲」

と
な
っ
て
人
間
や
生
物
を
守
護
し
幸
福
を
も
た
ら
す
聖
な
る
海
族

の
王
者
と
考
え
ら
れ
る
。
老
龍
チ
ヤ
l
ナ
タ
の
慢
心
か
ら
発
し
た
独
善
的
行
為
が

「
不
幸
」

を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
聖
龍
王
の
意
志
に

背
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
放
に
聖
龍
王
は
老
龍
を
洞
窟
に
幽
閉
し
た
上
、
陸
と
水
の
境
つ
ま
り
人
間
界
と
龍
魚
の
世
界
の
境
界

を
見
張
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
背
信
の
罪
を
改
め
る
機
会
を
与
え
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
聖
龍
王
と
老
龍
と
は
、
龍
王
と
そ
れ
に
従
う
も
の
と
い
う
主
従
関
係
に
あ
り
、
龍
王
は
龍
に
対
す
る
善
悪
の
行
為
へ
の
裁
定
者
と

m
 

し
て
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「双
子
の
星
」
に
お
い
て

「す
べ

て
上
の
尊
い
空
の
王
」
に
対
し
て
海
蛇
の
王
が
「
王
様
は
こ
の
私
の

た
だ
一
人
の
王
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
あ
の
お
方
の
愚
か
な
し
も
ベ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
語
っ

た
よ
う
な
、
空
に

い
る
見
え
な
い
最
上
の

尊
い
王
と
海
蛇
の
王
や
す
べ
て
の
生
物
と
の
位
置
関
係
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
聖
龍
王
は
空
の
最
上
尊
の
王
の
指
示

に
従
つ
で
あ
る
い
は
そ
の
分
身
と
し
て
龍
の
棲
息
す
る
海
の
世
界
を
統
御
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
空
の
王
と
は
後
述
す
る
宇

宙
意
志
な
い
し
釈
迦
仏
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
故
に
老
龍
も
ま
た
、
海
を
渡
渉
し
空
を
飛
朔
で
き
る
の
み
な
ら
ず
「
風
と
雲
」
を
獲
得
し
た
ほ
ど
の
超
越
的
能
力
の
持
主
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
聖
龍
王
に
よ
っ
て
罪
の
報
い
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
老
龍
に
と
っ
て
聖
龍
王
が
龍
の
意

志
と
行
動
を
左
右
す
る

「
た
だ

一
人
の
王」

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

性l
o 



だ
が
、
老
龍
は
洞
窟
に
幽
閉
さ
れ
な
が
ら
必
ず
し
も
直
ち
に
自
己
の
罪
悪
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
陸
と
水

と
の
境
の
見
張
り
も
「
見
張
ら
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
受
動
的
な
態
度
か
ら
脱
し
て
い
な
い
。
老
健
が
「
わ
た
く
し
の
呪
を
お
解
き
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
て
い
る
点
も
こ
の
祈
り
を
発
す
る
以
前
に
は
、
罪
に
処
せ
ら
れ
て
洞
窟
に
幽
閉
さ
れ
た
こ
と
や
自
由
な
力
を
行
使
で
き
な
い

わ
が
身
を
呪
い
つ
づ
け
て
き
た
老
龍
の
心
の
軌
跡
を
示
唆
し
て

い
る
。
ま
た
海
を
漕
ぎ
空
を
飛
淘
で
き
る
こ
と
を
自
負
し
「
そ
れ
だ
の
に

お
れ
は
こ
与
を
出
て
行
け
な
い
」
と
痛
憤
す
る
老
龍
の
独
自
に
も
、
自
己
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
憂
悶
の
身
を
か
こ
つ

老
龍
の
歎
き
が
認
め
ら
れ
る
。
老
龍
は
「
か
な
し
く
洞
の
な
か
を
ふ
り
か
へ
り
見
た
」
と
言
う
。
こ
れ
は
、
老
龍
の
悲
し
み
が
自
由
自
在

の
力
を
発
揚
で
き
ぬ
ま
ま
洞
窟
に
封
じ
ら
れ
て
い
る
閉
塞
状
態
に
起
因
し
て
お
り
、
し
か
も
聖
龍
王
に
罪
の
許
し
を
乞
い
つ
つ
謝
罪
が
叶

え
ら
れ
な
い
内
面
の
憂
悶
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。

老
籍
は
、
機
悔
の
気
持
を
表
白
し
謝
罪
の
祈
り
を
聖
徳
王
に
捧
げ
、
「俄
悔
の
歌
」
を
歌
い
つ
づ
け
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
が
、

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
老
龍
は
慢
心
に
よ
っ
て
不
幸
を
現
出
し
た
罪
を
徹
底
的
に
悔
み
機
悔
し
て

い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
む
し
ろ

老
龍
は
、
自
分
の
保
持
す
る
能
力
を
発
揚
し
得
な
い
不
自
由
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
へ
の
悔
恨
を
抱
き
な
が
ら
罪
の
許
し
と
呪
岨
か
ら
の
解

き
放
ち
を
聖
龍
王
に
祈
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
自
己
の
慢
心
の
非
を
後
悔
し
な
が
ら
も
そ
れ
を
断
ち
切
れ
ず
に
憂
悶
し
、
心
身

の
閉
塞
状
態
に
歯
ぎ
し
り
し

つ
つ
餓
悔
滅
罪
を
祈
願
す
る
老
龍
の
姿
に
は
、
自
由
と
不
自
由
、
罪
と
俄
悔
、
悔
恨
と
祈
り
の
は
ざ
ま
で
焦

慮
す
る
心
の
中
の
葛
藤
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

老
龍
の
罪
が
許
さ
れ
る
た
め
に
は
、
聖
龍
王

へ
の
背
信
を
徹
底
的
に
餓
悔
し
、
謝
罪
の
祈
り
を
俸
げ
る
こ
と
を
通
し
て
不
幸
を
も
た
ら

し
た
罪
悪
を
消
滅
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
聖
龍
王
の
意
志
に
従
っ
て
不
幸
で
は
な
く
幸
福
の
実
現
の
た
め
に
尽

力
し
、

少
く
と
も
生
物
を
守
る
た
め
の
見
張
り
を
積
極
的
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
だ
が
老
龍
は

「餓
悔
の
歌
」
は
歌
う
が
、

四

(
山
)



(
山
〉

そ
れ
以
上
の
背
信
へ
の
謝
罪
行
動
を
取
っ
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
主
眼
は
慢
心
の
罪
へ
の
反
省
機
悔
を
表
白
し
な
が

ら
、
な
お
慢
心
を
否
定
で
き
ず
に
自
負
の
念
を
持
ち
つ
づ
け
、
罪
の
許
し
を
願
う
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
の
閉
塞
状
態
か
ら
の
解
放
を
求
め

よ
う
と
し
た
葛
藤
す
る
精
神
の
閣
と
光
の
交
錯
を
浮
き
ぼ
り
に
す
る
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

自
負
と
悔
恨
と
自
由

へ
の
憧
慣
と
機
悔
の
祈
念
と
い
っ
た
戦
い
流
れ
る
「
修
羅
」
の
心
を
映
し
出
す
老
龍
の
姿
は
、
閉
塞
し
た
精
神
に

附
吟
し
つ
つ
光
の
彼
方
に
祈
り
を
捧
げ
る
作
者
の
心
象
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

閣

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
龍
」
に
関
し
て
は
「
手
紙
一
」
に
も
形
象
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
手
紙
一
」
に
お
け
る
龍
の
あ
り
ょ
う
は
、
引
き

裂
か
れ
た
精
神
の
葛
藤
を
表
白
す
る
老
龍
の
、
未
来
に
進
む
べ
き
道
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
賢
治
自
身
が
戦
い
流
れ
る
修
羅
を

凝
視
し
つ
つ
「
ま
こ
と
の
道
」
を
求
め
て
ゆ
く
心
象
の
展
開
を
予
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
「
手
紙
ご
は
賢
治
が

「龍
」
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
の
で
、
や
や
長
い
が
全
文
宏
あ
げ
て
お
き
た
い
。

Il1I 

む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
一
疋
の
龍
が
す
ん
で
い
ま
し
た
。

力
が
非
常
に
強
く
、
か
た
ち
も
大
層
恐
ろ
し
く
、
そ
れ
に
は
げ
し
い
毒
を
も
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
い
き
も
の
が
こ
の
龍
に

遭
へ
ば
、
弱
い
も
の
は
自
に
見
た
だ
け
で
気
を
失
っ
て
倒
れ
、
強
い
も
の
で
も
そ
の
毒
気
に
あ
た
っ
て
ま
も
な
く
死
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
で

し
た
。
こ
の
龍
は
あ
る
と
き
、
よ
い
こ
こ
ろ
を
起
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
も
う
悪
い
こ
と
を
し
な
い
、
す
べ
て
の
も
の
を
な
や
ま
さ
な
い
と

誓
い
ま
し
た
。

そ
し
て
静
な
と
こ
ろ
を
、
求
め
て
林
の
中
に
入
っ
て
じ
っ
と
道
理
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
と
う
と
う
っ
か
れ
て
ね
む
り
ま
し
た
。

全
体
、
龍
と
い
う
も
の
は
ね
む
る
あ
ひ
だ
は
形
が
蛇
の
様
に
な
る
の
で
す
。



こ
の
龍
も
睡
っ
て
蛇
の
形
に
な
り
、
か
ら
だ
に
は
き
れ
い
な
る
り
色
や
金
色
の
紋
が
あ
ら
は
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
へ
猟
師
共
が
来
ま
し
て
、
こ
の
蛇
を
見
て
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
よ
ろ
こ
ん
で
云
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
き
れ
い
な
珍
ら
し
い
皮
を
、

王
様
に
差
し
あ
げ
て
か
ざ
り
に
し
て
貰
っ
た
ら
ど
ん
な
に
立
派
だ
ろ
う
」
。

そ
こ
で
杖
で
そ
の
頭
を
ぐ

っ
と
お
さ
へ
万
で
そ
の
皮
を
は
ぎ
は
じ
め
ま
し
た
。
龍
は
目
を
さ
ま
し
て
考
え
ま
し
た
。

「
お
れ
の
力
は
こ
の
固
さ
え
も
こ
わ
し
て
し
ま
え
る
。
こ
の
猟
師
な
ん
ぞ
は
な
ん
で
も
な
い
。
い
ま
お
れ
が
い
き
を
ひ
と
つ
す
れ
ば
毒
に

あ
っ
て
す
ぐ
死
ん
で
し
ま
う
。
け
れ
ど
も
私
は
さ
っ
き
、
も
う
わ
る
い
こ
と
を
し
な
い
と
誓
っ
た
し
こ
の
猟
師
を
こ
ろ
し
た
と
こ
ろ
で
本

当
に
か
あ
い
そ
う
だ
。
も
は
や
こ
の
か
ら
だ
は
な
げ
す
て
て
、
こ
ら
へ
て
こ
ら

へ
て
や
ろ
う
」
。

す
っ
か
り
覚
悟
が
き
ま
り
ま
し
た
の
で
目
を
つ
ぶ
っ
て
痛
い
の
を
じ
っ
と
こ
ら
え
、
ま
た
そ
の
人
を
毒
に
あ
て
な
い
や
う
に
い
き
を
こ

ら
し
て
一
心
に
皮
を
は
が
れ
な
が
ら
く
や
し
い
と
い
う
こ
こ
ろ
さ
え
起
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

猟
師
は
ま
も
な
く
皮
を
は
い
で
行
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

龍
は
い
ま
は
皮
の
な
い
赤
い
肉
ば
か
り
で
地
に
よ
こ
た
は
り
ま
し
た
。

こ
の
時
は
日
が
か
ん
か
ん
と
照
っ
て
土
は
非
常
に
あ
っ
く
、
龍
は
く
る
し
さ
に
ば
た
ば
た
し
な
が
ら
水
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
行
こ
う
と
し

ま
し
た
。

こ
の
と
き
沢
山
の
小
さ
な
虫
が
、
そ
の
か
ら
だ
を
食
は
う
と
し
て
出
て
き
ま
し
た
の
で
蛇
は
ま
た
、

「
い
ま
こ
の

か
ら
だ
を
た
く
さ
ん
の
虫
に
や
る
の
は
ま
こ
と
の
道
の
た
め
だ
。
い
ま
肉
を
こ
の
虫
ら
に
く
れ
て
置
け
ば
や
が
て
は
ま
こ
と

の
道
を
も
こ
の
虫
ら
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
考
え
て
、
だ
ま

っ
て
う
ご
か
ず
に
虫
に
か
ら
だ
を
食
は
せ
と
う
と
う
乾
い
て
死
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
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死
ん
で
こ
の
憶
は
天
上
に
う
ま
れ
、
後
に
は
世
界
で
い
ち
ば
ん
え
ら
い
人
、
お
釈
迦
様
に
な
っ
て
み
ん
な
に

一
番
の
し
あ
は
せ
を
与
へ

ま
し
た
。

四
四

こ
の
と
き
の
虫
も
み
な
さ
き
に
龍
の
考
へ
た
よ
う
に
後
に
お
釈
迦
さ
ま
か
ら
教
を
受
け
て
ま
こ
と
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
や
う
に
し
て
お
釈
迦
さ
ま
が
ま
こ
と
の
為
に
身
を
す
て
た
場
所
は
い
ま
は
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
を
み
た
し
ま
し
た
。

こ
の
は
な
し
は
お
と
ぎ
ば
な
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
釈
尊
の
前
生
讃
と
も
い
う
べ
き
話
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

龍
が
力
の
非
常
に
強
い
も
の
、
形
の
恐
し
い
も
の
、
生
物
の
気
を
失

わ
せ
た
り
殺
し
て
し
ま
う
毒
の
持
ち
主
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。「
こ
の
龍
は
あ
る
と
き
、
よ
い
こ
こ
ろ
を
起
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
も
う
悪

い
こ
と
を
し
な
い
、
す
べ
て
の
も
の
を
な
や
ま
さ
な
い
と
誓
ひ
ま
し
た
」
と
言
う
。

こ
れ
は
、
そ
う
誓
う
以
前
に
は
悪
い
こ
と
を
し
生
物

を
悩
ま
せ
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
い
ま
お
れ
が
い
き
を
ひ
と
つ
す
れ
ば
穫
に
あ
た
っ
て
す
ぐ
死
ん
で
し
ま
う
」
と
言
う
の
も
、

毒
気
に
よ

っ
て
生
物
や
人
間
の
命
を
と

っ
て
き
た
今
ま
で
の
行
い
を
指
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
龍
の

「悪
い
こ
と
」
は
、

「人
々
の
不
幸

を
来
た
し
た
」
老
龍
の
行
い
に
通
じ
あ
う
も
の
が
あ
ろ
う
。

し
か
し

「手
紙
一
」
に
お
け
る
龍
は
、

善
心
を
起
こ
し
て
悪
い
こ
と
を
し
な
い
、
す
べ
て
の
も
の
を
悩
ま
さ
な
い
と
誓
い
、
身
を
捨
て

る
覚
悟
を
抱
き
、
皮
を
は
が
れ
る
苦
痛
に
も
た
え
て
虫
に
体
を
食
べ
さ
せ

「ま
こ
と
の
道
」
の
た
め
に
命
を
捨
て
た
の
で
あ
る
。

「
死
ん

で
こ
の
龍
は
天
上
に
う
ま
れ
、
後
に
は
世
界
で
い
ち
ば
ん
え
ら
い
人
、
お
釈
迦
様
に
な

っ
て
み
ん
な
に

一
番
の
し
あ
は
せ
を
与
へ
ま
し

た」
。
釈
尊
は
実
は
、

前
生
に
龍
と
生
れ
捨
身
の
布
施
に
よ

っ
て
世
界
で
最
も
偉
い
人
と
な
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、

飽
は
身
を
さ
さ
げ
て

「ま
こ
と
の
道
」
に
参
入
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
天
上
に
再
生
し
後
に
釈
尊
と
い
う
最
も
偉
い
存
在
に
な
り
得
た
の
で



あ
る
。
ま
た
「
お
釈
迦
さ
ま
が
、
ま
こ
と
の
為
に
身
を
す
て
た
植
物
所
は
い
ま
は
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
を
み
た
し
ま
し
た
」
と
書
い

て
い
る
よ
う
に
、
「
ま
こ
と
」
の
た
め
に
捨
身
し
た
功
徳
は
、
地
上
だ
け
で
な
く
天
も
海
を
も
含
む
あ
ら
ゆ
る
所
に
遍
満
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
龍
の
い
る
海
底
に
ま
で
、
そ
れ
は
及
ん
で
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

老
龍
チ
ヤ
l
ナ
タ
は
、

「悪
い
こ
と
を
し
な
い
」
と
誓
い
自
ら
の
悪
行
を
機
悔
す
る
こ
と
も
な
く
逆
に
海
底
の
洞
窟
に
閉
塞
さ
れ
た
こ

と
を
呪
っ
て
き
た
独
善
か
ら
の
解
放
を
願
い

つ
つ
滅
罪
を
乞
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
希
求
は
滅
罪
か
ら

「
ま
こ
と
」
の
た
め
の
捨
身
へ
と

向
っ
て
ゆ
く
可
能
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
「
手
紙

ご

の
龍
は
暗
示
し
て
い
る
。

「
龍
と
詩
人
」
に
お
け
る
老
龍
は
、
ま
だ
生
物
の
た
め
に
捨
身
す
る
覚
悟
も
、
苦
痛
を
た
え
忍
び
命
を
捨
て
て
「
ま
こ
と
の
道
」
に
参

入
す
る
行
動
を
と
る
ま
で
に
至

つ
て
は
い
な
い
。
「
手
紙

一」

に
自記さ
れ
た
龍
の
あ
り
方
に
視
点
を
す
え
る
な
ら
ば
、

「
ま
こ
と
の
道
」

に
捨
身
す
る
自
覚
を
持
ち
得
な
い
で
、
閉
塞
し
た
精
神
の
う
ち
に
憂
悶
し
、
光
明
を
わ
ず
か
に
仰
ぎ
見
な
が
ら
罪
の
許
し
を
祈
り
機
悔
の

生
活
を
送
っ
て

い
た
老
龍
に
賢
治
の
姿
が
投
映
し
て
い
る
と
言
え
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
「
龍
と
詩
人
」
の
主
眼
は
、
過
信
に
よ
る
罪
と
罰
、
慢
心
と
餓
悔
の
は
ざ
ま
に
戦
い
流
れ
る
精
神
の
葛
藤
へ
の
凝
視
に
あ

る
。
ま
た
、
「
風
と
雲
と
を
得
た
」
と
い
う
自
分
本
位
の
自
然
の
私
有
化
を
直
接
の
契
機
と
し
背
信
に
よ
っ
て
発
動
さ
れ
た
生
き
も
の
に

対
す
る
不
幸
へ
の
罪
と
救
い
の
問
題
で
も
あ
る
。

飽
は
空
と
海
を
飛
朔
で
き
る
存
在
で
は
あ
る
が
風
や
雲
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
老
龍
が
「
風
と
雲
と
を
得
た
と
き
」

と
は
、
風
と
雲
を

わ
が
も
の
と
し
て
獲
得
し
私
の
所
有
物
に
し
た
段
階
を
示
し
て
い
る
。
老
龍
は
そ
も
そ
も
、
こ
の
天
与
の
風
と
雲
を
獲
得
し
た
と
い
う
過

信
を
持
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
風
と
雲
の
支
配
者
に
な

っ
た
と
錯
誤
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
風
や
雲

へ
の
背
信
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
言
う
「
風
と
雲
」
は
も
ち
ろ
ん
単
な
る
自
然
現
象
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
い
。
賢
治
の
作
品
に
お
け
る
風
と
雲
は
、
そ
の
作
品
を

四
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生
み
出
す
根
源
の
力
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

風
や
雲
の
語
る
言
葉
を
そ
の
ま
ま
語
る

こ
と
が
賢
治
に
お
け
る
詩
や
童
話
創
作
の
原
質
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
整
束
さ

れ
て
語
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
言
葉
に
も
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

そ
の
と
き
西
の
ぎ
ら
ぎ
ら
の
ち
ぢ
れ
た
雲
の
あ
い
だ
か
ら
、
夕
陽
は
赤
く
な
な
め
に
苔
の
野
原
に
注
き
、
す
す
き
は
み
ん
な
白
い
火
の

や
う
に
ゆ
れ
て
光
り
ま
し
た
。
わ
た
く
し
が
疲
れ
て
そ
こ
に
睡
り
ま
す
と
、
ざ
あ
ざ
あ
吹
い
て
い
た
風
が
、
だ
ん
だ
ん
入
の
こ
と
ば
に

四

き
こ
え
、
や
が
て
そ
れ
は
、
い
ま
地
上
の
山
の
方
や
、
野
原
に
行
は
れ
て
い
た
鹿
踊
り
の
、
ほ
ん
と
う
の
精
神
を
語
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
わ
た
く
し
の
お
は
な
し
は
、
み
ん
な
林
や
野
は
ら
や
鉄
道
線
路
や
ら
で
、
虹
や
月
あ
か
り
か
ら
も
ら

っ
て
き
た
の
で
す
。

ほ
ん
た
う
に
、
か
し
は
ば
や
し
の
青
い
夕
方
を
、
ひ
と
り
で
通
り
か
か

っ
た
り
、
十

一
月
の
山
の
風
の
な
か
に
、
ふ
る

へ
な
が
ら
立

っ

た
り
し
ま
す
と
、
も
う
ど
う
し
て
も
こ
ん
な
気
が
し
て
し
か
た
が
な
い
の
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
も
う
、
ど
う
し
て
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ

側

る
や
う
で
し
か
た
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
わ
た
く
し
は
そ
の
と
ほ
り
書
い
た
ま
で
で
す
。

賢
治
は
ま
た
、
「
わ
れ
ら
に
要
る
も
の
は
銀
河
を
包
む
透
明
な
意
志
巨
き
な
力
と
熱
で
あ
る」

「「
風
と
ゆ
き
き
し
雲
か
ら
エ

ネ
ル
ギ

ー
を
と
同
」
と
直
裁
に
語
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
賢
治
の
基
本
姿
勢
は
、
風
や
雲
の
語
り
か
け
た
も
の
を
語
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は

「
・:
風
の
き
れ
ぎ
れ
の
も
の
が

た
り
を
聴
い
て
い
る
と
ほ
ん
と
う
に
不
思
議
な
気
持
が
す
る
の
で
し
た
。
そ
れ
も
風
が
私
に
は
な
し
た
の
か
私
が
風
に
は
な
し
た
の
か
あ



と
は
も
う
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ゆ
」
と
い
う
風
と
雲
の
語
り
へ
の
参
入
と
融
合
に
よ

っ
て
成
立
す
る
。
こ
の
点
は
、
風
と
雲
を
得
た
と

い
う
自
己
絶
対
化
で
は
な
く
、
風
と
髪
の
語
り
を
受
け
入
れ
、
そ
の
透
明
な
カ
を
エ

ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
風
と
雲
の
語
る
ま
ま
に
諮
り
を
追

求
す
る
無
私
に
徹
し
た
詩
作
の
あ
り
ょ
う
を
物
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
風
や
雲
と
い
う
現
象
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
根
源
を
、
賢
治
は
字
宙
意
志
と
称
し

「
ま
こ
と
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
銀
河
を
包
む
透
明
な
意
志
と
そ
れ
ぞ
れ
に
備
わ
る
巨
大
な
カ
と
熱
の
こ
と
で
あ
る
。

風
や
雲
は
、
こ
の
宇
宙
意
志
で
あ
る
ま
こ
と

の
本
体
か
ら
発
動
さ
れ
た
現
象
な
の
で
あ
る
。

も
た
ら

こ
の
字
宙
意
志
に
つ
い
て
賢
治
は
、

「宇
宙
意
志
と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
あ

っ
て
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
ほ
ん
た
う
の
幸
福
に
資
し
た
い
と

考
へ
て
い
る
も
の
」

「す
な
わ
ち
宇
宙
に
は
実
に
多
く
の
意
識
の
段
階
が
あ
り
そ
の
最
終
の
も
の
は
あ
ら
ゆ
る
迷
誤
を
は
な
れ
て
あ
ら
ゆ

ω
 

る
生
物
を
究
究
の
幸
福
に
い
た
ら
し
め
ゃ
う
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
{子宙
意
志
H

ま
こ
と
は
宇
宙
の
支
配
原
理

・
本
体
で
あ
る

闘

が
、
よ
り
明
確
化
し
て
言
え
ば
賢
治
が

「
万
物
最
大
幸
福
の
根
原
妙
法
蓮
華
経
」「

一
切
現
象
の
当
体
妙
法
蓮
華
経
」
と
仰
ぎ
見
た
法
華
経

園
田

へ
の
帰
依
と
同
義
で
あ
る
。
こ
れ
は

「手
紙
四
」
を
書
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
お
た
が
い
の
兄
弟
と
み
な
し
、
大
き
な
勇
気
を
出
し
て

す
べ
て
の
生
物
の
「
ほ
ん
と
う
の
幸
福
」
を
探
求
す
る
こ
と
が
「
ナ
ム
サ
ダ
ル
マ
プ
フ
ン
ダ
リ
カ
サ

ス
l
ト
ラ
と
い
う
も
の

で
あ
る
」
と

語
り
、
ナ
ム
サ
ダ
ル
マ

プ
フ
ン
ダ

リ
カ
サ

ス
l
ト
ラ
つ

ま
り
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
世
界
が
究
極
的
な
幸
福
を
探
求
し
実
現
す
る

「
ま
こ
と

の
道
」
で
あ
る
こ
と
を
披
漉
し
た
所
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
宇
宙
意
志
1
法
華
経
の
ま
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
生
物
を
幸
福
に
す
る

m
 

た
め
に
生
き
る
こ
と
が
「
ま
こ
と
の
道
」
で
あ
り
法
事
経
帰
命
の
心
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
老
龍
チ
ヤ
l
ナ
タ
が

「風
と
雲
と
を
得
た
」
と
自
負
し
た
恋
意
は
宇
宙
意
志
の
本
体
か
ら
発
し

四
七

(
附

〉



四
八
(
問
)

た
現
象
と
し
て
の
風
と
雲
に
交
感
し
、
そ
れ
を
内
な
る
心
象
に
意
識
し
て
風
や
雲
に
応
じ
て
ゆ
く
の
で
は
な
く
、
本
体
で
あ
る
宇
宙
意
志

か
ら
発
し
た
風
と
雲
と
い
う
現
象
を
征
服
し
私
有
化
し
た
背
反
行
為
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
よ
り
重
大
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
結
果

「
人
々
の
不
幸
を
来
た
し
た
」
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
生
物
に
幸
福
を
も
た

ら
す
宇
宙
意
志
を
ふ
み
に
じ
る
背
信
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
チ
ヤ
l

ナ
タ
の
罪
は
、
宇
宙
意
志
H

法
華
経
を
〈
私
〉
の
占
有
物
と
思
い

上
っ
た
内
面
の
悪
だ
け
で
は
な
く
、
幸
福
で
は
な
く
不
幸
を
も
た
ら
す
暴
逆
と
し
て
外
界
に
現
わ
れ
た
点
に
あ
る
。
つ

ま
り
宇
宙
意
志
I

法
華
経
に
随
順
交
感
す
る
〈
無
私
〉
の
帰
命
を
否
定
し
さ
っ

た
背
信
の
罪
を
現
実
に
犯
し
た
た
め
に
、
老
龍
は
閉
塞
し
た
洞
窟
に
身
を
お

き
精
神
の
聞
に
堕
ち
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
「
間
違
っ
た
教
に
よ
る
人
は
ぐ
ん
ぐ
ん
獣
類
に
も
な
り
魔
の
答
属
に
も
な
り
地
獄
に
も
堕

関

ち
ま
す
」
と
述
べ
た
よ
う
な
背
信
の
罪
に
よ
る
龍
の
心
身
に
わ
た
る
地
獄
堕
ち
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

聖
龍
王
は
、
火
球
天
子
の
座
す
な
わ
ち
宇
宙
意
志
の
体
現
者
で
あ
る
が
放
に
、
幸
福
を
探
求
す
る
の
で
は
な
く
我
意
に
ま
か
せ
て
自
己

の
カ
を
誇
り
不
幸
を
与
え
た
チ
ヤ
l

ナ
タ
を
、
宇
宙
意
志
に
敵
対
し
幸
福
を
否
定
し
た
背
信
の
罪
に
よ
っ
て
処
罰
し
、

陸
と
水
と
の
境
す

な
わ
ち
人
間
界
と
海
の
世
界
の
境
界
を
守
る
役
目
を
負
わ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
老
龍
の
罪
は
、

騎
り
か
ら
発
し
宇
宙
意
志
を
ふ
み
一

に
じ
っ
た
背
信
の
罪
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
老
龍
は
、
ひ
た
す
ら
聖
龍
王
に
向

っ
て
背
信
の
罪
の
消
滅
を
祈
願
し
、

「わ
た
し
は
日
々
こ
こ

に
居
て
罪
を
悔
い
王
に
謝
す
る
」
の
で
あ
る
。

だ
が
、
老
龍
の
聖
龍
王
と
そ
の
背
後
に
あ
る
宇
宙
意
志
に
対
す
る
謝
罪
の
祈
り
は
、
閉
塞
し
た
心
身
の
聞
か
ら
自
由
な
ま
こ
と
の
世
界

へ
再
び
戻
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
「
そ
の
と
き
日
光
の
柱
は
水
の
な
か
の
尾
鰭
に
射
し
て
青
く
ま
た
白
く
ぎ
ら
ぎ
ら
反
射
し

た」

と
い
う
描
写
は
、
宇
宙
意
志
H

法
華
経
よ
り
発
す
る
ま
こ
と
の
光
が
老
龍
の
背
後
に
わ
ず
か
に
射
し
込
ん
で
い
る
様
子
を
示
し
て
い

る
。
老
龍
は
、
ま
こ
と
の
光
に
包
ま
れ
て
い
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
そ
の
餓
悔
の
祈
願
に
よ

っ
て
字
宙
意
志
H

法
華
経
の
光
明



が
洞
窟
の
閣
に
反
射
し
て
来
る
有
様
は
、
や
が
て
生
物
の
本
当
の
幸
福
を
も
た
ら
す
宇
宙
意
志
H

法
華
経
の
働
き
が
老
龍
に
も
及
ば
さ
れ

て
ゆ
く
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
老
龍
が
餓
悔
の
祈
り
の
末
に
迷
誤
を
離
れ
て
生
物
の
究
極
的
幸
福
を

採
る
ま
こ
と
の
道
に
回
帰
し
て
ゆ
け
る
可
能
性
を
示
唆
し
て

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
機
悔
の
祈
願
は
、
背
信
の
罪
を
滅
し
て
ま
こ
と

の
道
を
再
び
探
求
し
よ
う
と
す
る
求
道

へ
の
再
出
発
を
願
う
精
神
の
表
白
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

風
と
雲

へ
の
感
応
と
詩

作

の
方
針

さ
て
、
閉
塞
さ
れ
た
洞
窟
の
中
で
憂
悶
と
餓
悔
の
生
活
を
お
く
る
老
砲
の
前
に
現
わ
れ
た
の
が
、

い
た

一
人
の
立
派
な
青
年
」
ス

l
ル
ダ
ッ
タ
で
あ
る
。

若
き
詩
人
ス

l
ル
ダ
ッ
タ
は
、
若
々
し
い
声
で
老
龍
に
呼
び
か
け
る
。
「
(
敬
ふ
べ
き
老
い
た
龍
チ

ヤ
l
ナ
タ
よ
。
朝
日
の
力
を
か
け
て

わ
た
し
は
お
ま
へ
に
許
し
を
乞
い
に
来
た
)
」
。
ス
l

ル
ダ
ッ
タ
が
壊
消
の
飾
り
を
つ
け
黄
金
の
大
万
を
は
き
、
朝
日
の
力
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

宇
宙
意
志
の
力
に
従
う
若
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
が
ス

l
ル
ダ
ッ
タ
も
ま
た
、
罪
を
犯
し
そ
の
罪

に
戦
僚
す
る
存
在
と
し
て
登
場
す
る
。
老
龍
が
聖
龍
王
に
罪
の
許
し
を
乞
い
願

っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ス
l

ル
ダ

ッ
タ
は
老
穏
に
謝
罪

を
願
う
た
め
に
来
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

ス
I
ル
ダ
ッ
タ
に
よ
れ
ば
、

彼
の
罪
と
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ス
1
ル
ダ

ッ
タ
は
、
昨
日
開
か
れ
た
詩
賦
の
競
い
の
会
で
歌
を
歌
い
称
讃
を
浴
び
た
。

「
い
ち
ば
ん
偉
い
詩
人
の
ア
ル
タ
」
は
座
を
お

り
て
彼
を
礼
拝
し
四
句
の
偏
を
歌
っ
て
讃
め
遠
い
東
方
の
雪
山
の
麓
に
去

っ
た
。
彼
は
、
自
分
の
歌
の
美
し
さ
に
酔
い
称
讃
の
言
葉
や
歓

「
理
瑞
を
か
ざ
り
黄
金
の
大
万
を
は

四
九

(
胤

)



五。
(
削
)

呼
の
花
の
雨
に
我
を
忘
れ
て
胸
を
鳴
ら
し
て
い
た
。

こ
う
し
て
ス
l
ル
ダ
ッ
タ
は
、
「
わ
た
く
し
の
う
た
っ
た
歌
」
の
美
し
さ
や
そ
の
歌
へ
の
称
讃
に
陶
酔
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の

言
葉
に
よ
れ
ば
、
「
わ
た
く
し
の
う
た
っ
た
歌
」
と
い
う
自
己
過
信
が
こ
こ
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
若
者
が
貧
し
い
母
親
の
も
と
に

一
戻
一
っ
た
と
き
「
俄
か
に
月
天
子
の
座
に
ぬ
硲
の
雲
が
か
か
り
く
ら
く
な
っ
た
」
と
言
う
の
は
、
宇
宙
意
志
の
歌
を
歌
う
の
で
は
な
く
、

そ

れ
を
「
わ
た
く
し
の
歌
」
と
思
い
込
み
、
そ
の
〈
私
〉
の
計
量
が
宇
宙
意
志
の
現
わ
れ
と
し
て
の
月
天
子
や
雲
を
暗
く
さ
せ
る
背
信
行
為

で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
ス

1
ル
ダ
ッ
タ
は
ひ
そ
ひ
そ
語
る
声
を
聞
く
。
「
(
わ
か
も
の
の
ス
l
ル
タ
ッ
タ
は
洞
に
封
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
チ
ヤ
l
ナ
タ
老

龍
の
歌
を
ぬ
す
み
聞
い
て
そ
れ
を
今
日
歌
の
競
べ
に
う
た
ひ
古
い
詩
人
の
ア
ル
タ
を
東
の
国
に
去
ら
せ
た
と。

彼
は
こ
の
声
を
聞
い
て
戦

傑
し
煩
悶
す
る
。
そ
し
て
彼
は
こ
う
語
る
。

「
考
へ
て
見
る
と
わ
た
し
は
こ
与
に
お
ま
へ
の
居
る
の
を
知
ら
な
い
で
こ
の
洞
穴
の
ま
上
の

岬
に
毎
日
座
り
考
へ
歌
ひ
っ
か
れ
て
は
眠
っ
た
。
そ
し
て
あ
の
う
た
は
あ
る
雲
く
ら
い
風
の
日
の
ひ
る
ま
の
ま
ど
ろ
み
の
な
か
で
聞
い
た

や
う
な
気
が
す
る
。
そ
こ
で
老
い
た
る
龍
の
チ
ヤ

l
ナ
タ
よ
。
わ
た
く
し
は
あ
し
た
か
ら
灰
を
か
ぶ

っ
て
街
の
広
場
に
座
り
お
ま
へ
と
み

ん
な
に
わ
び
ゃ
う
と
思
ふ
。
あ
の
う
つ
く
し
い
歌
を
歌
っ
た
尊
ぶ
べ
き
わ
が
師
の
龍
よ
。
お
ま
へ
は
わ
た
し
を
許
す
だ
ら
う
か
と
。

若
き
詩
人
は
、
意
識
的
に
老
龍
の
歌
を
盗
み
聞
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ど
ろ
み
の
中
で
聞
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
と
言
う
ほ
ど
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
老
龍
の
歌
を
自
分
の
歌
と
思
い
込
ん
で
歌
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
l
ル
ダ
ッ
タ
の
驚
停
と
戦
傑
と
煩
悶
は
、
老
龍
の
歌
っ
た
美
し
い
歌
を
無
意
識
的
に
「
わ
た
く
し
の
う
た

っ
た
歌
の
う
つ
く
し
さ
」

と
思
い
込
ん
で
陶
酔
し
、
そ
れ
が
実
は
「
私
」
の
も
の
で
は
な
く
老
龍
の
美
し
い
歌
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。

こ
れ
は
、
歌
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
へ
の
驚
四
円
で
あ
っ
た
。
無
自
覚
に
美
し
い
歌
を
模
倣
し
た
こ
と
へ
の
戦
傑
で
あ



り
、

周
囲
の
称
讃
の
声
に
有
頂
天
に
な
っ
た
自
己
過
信
に
対
す
る
煩
悶
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
を
罪
と
し
て
自
覚
し
た
と

き
、
若
き
詩
人
は
罪
の
許
し
を
老
龍
に
願
っ
た
の
で
あ
る
。

老
龍
は
、
若
き
詩
人
に
東
へ
去
っ
た
詩
人
ア
ル
タ
は
ど
ん
な
偽
で
讃
め
た
の
か
と
聞
く
。
ア

ル
タ
の
歌
っ
た
の
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う

な
四
句
の
備
で
あ
っ
た
。

風
が
う
た
ひ
雲
が
応
じ
波
が
鳴
ら
す
そ
の
う
た
を
た

いふ
ち
に
う
た
ふ
ス
!
ル

ダ
ッ
タ

星
が
さ
う
な
ら
う
と
思
ひ
陸
地
が
さ
う
い
ふ
形
を
と
ら
う
と
覚
悟
す
る

あ
し
た
の
世
界
に
叶
ふ
べ
き
ま
こ
と
と
美
と
の
模
型
を
つ
く
り
ゃ
が
て
は
世
界
を
こ
れ
に
か
な
は
し
む
る
予
言
者
、

設
計
者
ス
|
ル
ダ
ッ
タ

こ
こ
に
は
、
自
然
の
現
象
と
交
感
す
る
詩
作
の
あ
り
よ
う
と
あ
る
べ
き
未
来
の
理
想
世
界
を
現
わ
そ
う
と
す
る
自
然
の
意
志
、
そ
の
明

日
の
世
界
を
め
ざ
す
詩
作
の
目
的
お
よ
び
詩
人
の
な
す
べ

き
使
命
の
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
古
き
詩
人
ア
ル
タ
は
、
ス
l
ル
ダ
ッ
タ
が
風
が
歌
い
雲
が
応
じ
波
が
鳴
ら
す

「そ
の
う
た
」
を
た
だ
ち
に
歌

っ
た
点
を
賞
め

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
恩
田
氏
が
「
創
作
の
素
材
を
自
然
に
仰
ぎ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
発
動
す
る
心
象
を
あ
り
の
ま
ま
に
記
述
す
る
手
法

倒

を
用
い
る
こ
と
」
と
指
摘
し
た
よ
う
な
詩
作
の
素
材
と
手
法
を
述
べ

た
こ
と
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
風
や
雲
や
波
が
相
互
に
交
感

し
あ
う
中
か
ら
詠
ま
れ
た
自
然
の
奏
で
る
歌
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
り
、
自
然
の
「
そ
の
歌
」
を
聞
い
た
通
り
に
た
だ
ち
に
歌
う
と
い
う
詩

作
の
根
本
的
あ
り
よ
う
に
つ

い
て
明
ら
か

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
述
し
た
ご
と
く
、

「
風
が
私
に
は
な
し
た
の
か
私
が
風

子工
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に
は
な
し
た
の
か
も
う
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
自
然
へ
の
参
入
と
感
応
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
私
的

な
計
量
で
そ
れ
ら
を
素
材
や
手
法
に
活
用
す
る
の
で
は
な
く
風
や
雲
の
歌
に
結
自
問
さ
れ
た
幸
福
を
も
た
ら
す

「透
明
な
意
志
」
を
瞬
時
に

活
現
し
、
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
「
ほ
ん
と
う
の
幸
嬬
」

の
実
現
を
め
ざ
す
自
然
の
ま
こ
と
の
語
り
を
受
持
発
現
す
る
詩
作
の
意
味

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
自
然
の
歌
い
か
け
て
来
た

「
そ
の
歌
」
は
絶
対
の
万
象
の
中
に
数
知
れ
ぬ
流

川
畑

転
の
衆
生
を
包
含
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
た
だ
ち
に
歌
う
こ
と
は
、

「も
し
風
や
光
の
な
か
に
自
分
を
忘
れ
世
界
が
じ
ぶ
ん

の
庭
に
な
り
あ
る
い
は
惚
と
し
て
銀
河
系
全
体
を
ひ
と
り
の
じ
ぶ
ん
と
感
ず
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然
に
包
摂
さ
れ

自
然
の
生
命
と
心
と
声
を
自
ら
の
心
象
に
感
受
し
、
即
応
す
る
受
持
と
感
応
の

一
念
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
自
然
の
語
り
か
け
る
歌

を
心
象
に
感
応
さ
せ
受
持
す
る
詩
作
の
態
度
に
よ
っ
て
、
究
極
的
な
幸
福
を
も
た
ら
し
ま
こ
と
の
世
界
の
実
現
を
願
う
自
然
の
意
志
が
譲

情
川
崎

与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
内
奥
に
は
、
「
わ
が
成
仏
の
日
は
山
川
草
木
み
な
成
仏
す
る
」
「一

人
成
仏
す
れ
ば
三
千
大
千
世
界
山
川
草
木

ω
 

虫
魚
禽
獣
み
な
と
も
に
成
仏
だ
」
と
語
っ
た
よ
う
な

一
念
三
千
、
即
身
成
仏
の
法
華
経
精
神
が
根
底
に
内
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
ス
l

ル
ダ
ッ

タ
の
歌
っ
た
歌
が
、
風
や
陸
地
が
そ
う
な
ろ
う
と
自
覚
的
に
思
い
行
動
す
る
明
日
の
世
界
に
合
致
す
る

「
ま
こ

と
と
美
の
模
型
」
と
理
想
世
界
の
顕
現
を
め
ざ
す
詩
魂
を
歌
い
あ
げ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
風
が
さ
う
な
ら
う
と
思
ひ
陸
地
が
さ
う
い

ふ
形
を
と
ら
う
と
覚
悟
す
る
あ
し
た
の
世
界
」
は
、
原
初
的
に
自
然
が
志
向
し
て
い
る
意

志
で
あ
る
。
先
述
の
ご
と
く
、
風
や
雲
や
波
や
陸
地
な
ど
は
い
ず
れ
も
宇
宙
意
志
H

法
華
経
の
本
体
か
ら
発
し
た
現
象
で
あ
り
、
本
体
の

意
志
を
具
現
す
る

「
ま
こ
と
の
力
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
宇
宙
意
志
は
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
幸
福
を
も
た
ら
し
た
い
と
思
い
覚
倍
し
、

「
ほ
ん
と
う
の
幸
福
」
が
実
現
す
る
明
日
の
世
界
を
希
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ス

l
ル
ダ
ッ
タ
の
歌

っ
た
歌
は
そ
の
ま
ま
幸
福
実

現
を
め
ざ
す
宇
宙
意
志
自
体
を
表
現
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、

「
ほ
ん
と
う
の
幸
福
」
に
充
ち
た
明
日
の
世
界
を
め
ざ
す
宇
宙

五



意
志
の
思
い
に
叶
い
、

そ
の
覚
悟
を
受
持
体
現
し
て
ゆ
く
こ
と
が
詩
作
の
目
様
で
あ
る
点
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

第
三
は
、
ス
l
ル
ダ
ッ
タ
が
こ
の
よ
う
な
宇
宙
意
志
を
活
現
す
る

「
ま
こ
と
と
美
の
模
型
」
の
設
計
者
で
あ
り
明
日
の
理
想
世
界
を
実

現
す
る
予
言
者
と
し
て
自
然
の

「そ
の
歌
」
を
歌

っ
た
新
し
い
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
、
古
き
詩
人
ア
ル
タ
が
承
認
し
た
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
詩
作
の
あ
る
べ
き
姿
と
詩
人
の
使
命
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「
ま
こ
と
と
美
の
模
型
」
を
創
造
し
、
明
日
の
世
界
を
樹

立
す
る
設
計
者
、
予
言
者
で
あ
る
こ
と
こ
そ
ま
こ
と
の
詩
人
な
の
だ
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
ま
こ
と
」
と
は
、
し
ば
し
ば
言
及
す
る
ご
と
く
宇
宙
意
志
H

法
華
経
の
、
幸
福
を
も
た
ら
す
根
源
的
な
永
遠
の
カ
を
指
し
て
い
る
。

ω
 

美
と
は
芸
術
美
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
そ
の
歌
」
は
、
「
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
虹
」
で
、
虹
の
美
に
憧
れ
、
美
し
い
虹
が
も
っ
と
立
派
に
な
る

な
ら
命
を
捨
て
て
も
悔
い
な
い
と
語
る
め
く
ら
ぶ
.と
う
に
対
し
て
、
虹
は
あ
ら
ゆ
る
現
象
が
移
ろ
い
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
つ
つ
、

「
け
れ
ど
も
、
も
し
も
、
ま
こ
と
の
ち
か
ら
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
と
き
は
、
す
べ
て
の
お
と
ろ
え
る
も
の
、
し
わ
む
も
の
、

さ
だ
め
な
い
も
の
、
は
か
な
い
も
の
、
み
な
か
ぎ
り
な
い
い
の
ち
で
す
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
宇
宙
意
志
の
働
き
か
け
て
来
る
ま
こ
と
の

カ
に
よ

っ
て
、

一
瞬
の
う
ち
に
本
当
の
幸
福
を
も
た
ら
す
美
H

芸
術
の
永
遠
性
と
生
命
の
不
朽
性
が
活
現
さ
れ
約
束
さ
れ
る
と
主
張
し
た

闘

点
と
同
じ
意
味
を
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
虹
」
が
宇
宙
意
志
H

法
華
経
す
な
わ
ち
ま
こ
と
の
宗
教
か
ら
美
リ
芸
術
の
活
現
を
見
た
の
に
対
し
、
「砲
と
詩
人
」

で
は
芸
術
美
の
創
造
と
い
う
観
点
か
ら
、
宇
宙
意
志
H

法
華
経
の
め
ざ
す
明
日
の
世
界
に
叶
う
詩
作
の
目
的
を
あ
か
し
現
実
世
界
を
理
想

世
界
日
寂
光
土
へ
と
叶
わ
し
め
る
詩
人
の
あ
る
べ

き
姿
と
使
命
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
龍
と
詩
人
」
の
後
半
部
で
、
若
き
詩
人

が
老
龍
に
「
新
し
い
世
界
の
造
営
の
方
針
」
を
語
り
あ
お
う
と
呼
び
か
け
る
箇
所
が
出
て
来
る
が
、
こ
こ
に
も
作
者
が
「
ま
こ
と
と
美
」

す
な
わ
ち
ま
乙
と
の
宗
教
(
法
華
経
〉
と
芸
術
と
の

一
致
に
も
と
づ
く
新
し
い
理
想
世
界
の
構
想
を
う
ち
出
そ
う
と
し
た
志
を
知
り
得
る

五
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の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
詩
作
の
あ
り
よ
う
と
詩
人
の
使
命
に
関
し
て
は
、

新
た
な
詩
人
よ

雲
か
ら
光
か
ら
嵐
か
ら

透
明
な
ケ
ネ
ル
ギ

ー
を
得
て

人
と
地
球
に
よ
る
べ
き
形
を
暗
示
せ
よ

こ
の
よ
う
な
賢
治
の
未
来
構
想
は
、
「
ま
こ
と
と
美
」
の
一
体
化
を
基
調
と
す
る
「
法
華
文
学
」
の
創
作
に
つ
い
て
の
根
本
姿
勢
を
物

語
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
大
正
十
年
七
月
十
三
日
付
の
関
徳
淵
宛
書
簡
に
お
け
る
「
こ
れ
か
ら
の
宗
教
は
芸
術
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
芸
術
は
宗
教
で
す
」
と
い
う
注
目
す
べ
き
表
明
は
、
宗
教
と
芸
術
と
の

一
致
を
根
底
と
す
る
「
ま
こ
と
と
美
の
模
型
」
を
設
計
し
明
日

の
世
界
を
建
設
し
て
ゆ
く

「
ま
こ
と
の
道
」
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
詩
人
賢
治
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
法
華
文
学
創
作
の
あ
り
方
を
歌
い

あ
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
こ

で
新
た
な
解
決
す
べ
き
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
賢
治
は
自
覚
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
詩
作
に
お
け
る

模
倣
と
創
造
の
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
ま
こ
と
と
美」

す
な
わ
ち
宇
宙
意
志
H

法
華
経
と
詩
作
に
よ
る
芸
術
美
の
創
造
と
い
う
二
つ
の

も
の
を
い
か
に
同
時
に
活
現
し
得
る
の
か
と
い
う
課
題
の
解
決
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

若
き
詩
人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
に
老
龍
の
歌
を
私
の
歌
と
思
い
込
ん
で
歌

っ
た
よ
う
に
、
自
然
を
そ
の
ま
ま
た
だ
ち
に
無
意
識
的
に
歌
う

こ
と
で
果
し
て
勝
れ
た
美
を
表
現
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、そ
れ
は
自
然
の
模
写
に
す
ぎ
な
い

の
で
は
な
い
か
、宇
宙
意
志
の
も
た
ら
す
語

り
の
追
求
で
は
な
く
自
然
に
仮
託
し
て
自
己
の
カ
を
競
い
讃
美
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ

て
、
ど
う
し
て
明
日
の
世
界
を
つ
く
り
上
げ
る
「
ま

側

「
生
徒
諸
君
に
寄
せ
る
」
の
次
の

一
節
に
も
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。



こ
と
と
美
の
模
型
」
を
設
計
し
予
言
で
き
よ
う
か
。
宇
宙
意
志
H

法
華
経
と
芸
術
の
双
方
に
対
す
る
模
倣
へ
の
自
責
と
背
信
の
罪
の
消
滅

を
乞
い
な
が
ら
、
宗
教
と
芸
術
と
の

一
致
に
も
と
づ
く
こ
れ
か
ら
の
創
作
活
動
に
再
出
発
し
て
ゆ
き
た
い
と
願
っ
た
詩
人
の
謙
虚
な
志
念

が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
詩
人
の
改
悔
と
謝
罪
の
行
為
に
答
え
た
の
が
老
龍
の
次
の
言
葉
で
あ
る
。

お
L

ス
l
ル
ダ
ッ
タ
。
そ
の
と
き
わ
た
し
は
雲
で
あ
り
風
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
お
ま
へ
も
雲
で
あ
り
風
で
あ
っ
た
。
詩
人
ア
ル
タ
が
も

し
そ
の
と
き
に
冥
想
す
れ
ば
恐
ら
く
閉
じ
い
う
た
を
う
た

っ
た
で
あ
ら
う
。

け
れ
ど
も
ス

l
ル
ダ
ッ
タ
よ
。
ア
ル
タ
の
語
と
お
ま
へ
の

語
は
ひ
と
し
く
な
く
お
ま
へ
の
語
と
わ
た
し
の
語
は
ひ
と
し
く
な
い
韻
も
恐
ら
く
さ
う
で
あ
る
。
こ
の
故
に
こ
そ
あ
の
歌
こ
そ
は
お
ま

へ
の
う
た
で
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
雲
と
風
と
を
御
す
る
分
の
そ
の
精
神
の
う
た
で
あ
る
。

老
龍
は
若
き
詩
人
に
対
し
て
、

「あ
の
う
た
こ
そ
は
わ
た
し
の
う
た
で
ひ
と
し
く
お
ま
へ
の
う
た
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。
古
き
詩

人
ア
ル
タ
も
そ
の
と
き
膜
想
す
れ
ば
恐
ら
く
同
じ
歌
を
歌
っ
た
で
あ
ろ
う
と
も
語
っ
て
い
る
。
そ
の
歌
は
、
老
龍
と
若
き
詩
人
と
古
き
詩

人
が
等
し
く
歌
う
共
通
の
歌
な
の
で
あ
っ
て
、
ひ
と
り
の
私
に
独
占
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、

「そ
の
と
き
わ
た
し
は
雲
で
あ
り
風
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
お
ま
へ

も
雲
で
あ
り
風
で
あ

っ
た
」

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
歌
を

歌

っ
た
折
の
老
龍
は
最
早
、
風
と
雲
を
得
た
と
慢
心
し
自
己
の
カ
を
試
み
て
不
幸
を
も
た
ら
し
た
段
階
の
老
龍
で
は
な
い
。
そ
の
迷
誤
を

後
悔
し
背
信
の
罪
を
機
悔
し
つ
孝
つ
け
る
意
識
の
奥
底
か
ら
流
露
し
た
の
が
美
し
い
歌
な
の
で
あ
っ
た
。
老
龍
が
風
で
あ
り
雲
で
あ
っ
た
か

ら
、
そ
の
歌
は
「
い
っ
た
い
わ
た
し
は
こ
の
洞
に
居
て
う
た
っ
た
の
で
あ
る
か
考
へ
た
の
で
あ
る
か
」
あ
る
い
は
若
き
詩
人
が
そ
の
歌
を

五
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聞
い
た
の
か
考
え
た
の
か
す
ら
判
然
と
し
な
い

ほ
ど
風
や
雲
と
の
同
化
の
中
で
歌
い
出
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
風
と
雲
に
同
一
化
し

た
龍
の
歌

っ
た
歌
は
ま
た
、
風
と
雲
の
歌
を
自
然
に
老
龍
が
歌

っ
た
も
の
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
そ
の
歌
は
老
縫
の
歌
に

と
ど
ま
ら
ず
風
と
雲
と

一
体
化
し
た
若
き
詩
人
や
古
き
詩
人
と
ひ
と
し
く
共
有
さ
れ
る
べ
き
歌
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宇
宙
意
志
の
本

源
か
ら
発
し
た
歌
が
、
万
物
の
共
有
す
る
普
遍
性
を
備
え
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
現
象
面
か
ら
見
れ
ば
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
歌
っ
た
詩
句
や
韻
は
等
し
く
な
く
同
一
で
は
な
い
。
宇
宙
の
万
象
は
普
遍
的

に
歌
い
か
け
て
来
て
は
い
て
も
、
そ
れ
を
受
容
す
る
主
体
と
し
て
の
詩
人
は
宇
宙
意
志
と
偲
性
的
、

主
体
的
に
交
感
し
詩
を
創
造
す
る
。

こ
れ
は
、
風
や
雲
に
同
化
し
た
詩
人
の
歌
は
、
風
や
雲
な
ど
の
一
切
の
現
象
の
板
源
で
あ
る
宇
宙
意
志
H

法
華
経
の
め
ざ
す
理
想
に
合
致

し
、
そ
の
永
遠
な
る
孝
福
実
現
の
思
い
や
覚
悟
を
個
性
的
に
発
現
す
る
存
在
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
詩

は
決
し
て
模
倣
で
は
な
い
。

「
わ
れ
わ
れ
の
風
や
雲」

に
同
化
し
そ
れ
を
体
現
し
た
主
体
と
し
て
の
詩
人
に
よ

っ
て
活
現
さ
れ
た
宇
宙
意

志
日
法
華
経
の
創
造
的
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
宇
宙
意
志
H

法
華
経
の
永
遠
な
る
根
源
的
な
ま
こ
と
の
カ
こ
そ
、

「わ
れ
わ
れ
の
雲
と
風
と
を
御
す
る
分
の
そ
の
精
神
の
う
た
」

の
こ
と
で
あ
る
。
雲
と
風
な
ど
の
自
然
を
調
御
す
る
宇
宙
意
志
H

法
華
経
の
精
神
の
歌
が
、
風
や
雲
の
歌
う
歌
で
あ
り
風
と
雲
に
一
体
化

し
た
詩
人
の
歌
と
な

っ
て
表
現
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
老
龍
は、

「
わ
れ
わ
れ
が
ひ
と
し
く
風
で
ま
た
雲
で
水
で
あ
る
」
こ
と
に
よ

っ
て
歌
っ
た
歌
が
自
分
の
歌
で
あ
っ

て
若
き
詩
人

を
は
じ
め
万
人
共
通
の
歌
で
あ
り
、
し
か
も
風
と
雲
を
御
す
る
宇
宙
意
志
H

法
華
経
の
精
神
の
歌
で
あ
る
以
上
、
許
す
と
か
許
さ
れ
る
と

か
い
う
事
が
ら
を
超
え
た
普
遍
的
で
個
性
的
な
共
有
の
歌
で
あ
る
、
と
一諮
る
の
で
あ
る。

こ
う
し
て
若
き
詩
人
は
老
龍
を
「
あ
の
う
つ
く
し
い
歌
を
歌
っ
た
尊
ぶ
べ
き
わ
が
師
の
龍
よ
」
と
言
い、

老
龍
は

「尊
敬
す
べ
き
詩
人



ア
ル
タ
に
宰
あ
れ
」
と
述
べ
、
ま
た
若
き
詩
人
に
「
わ
た
し
は
お
ま
へ
を
抱
き
ま
た
撫
し
た
い
」
と
親
し
み
を
込
め
て
語
り
か
け
、
お
た

が
い
が
尊
敬
し
親
し
み
あ
っ
て
風
と
雲
の
歌
を
そ
の
ま
ま
た
だ
ち
に
歌
い
「
ま
こ
と
と
美
」
や
明
日
の
世
界
の
創
造
を
め
ざ
そ
う
と
す
る

の
で
あ
る
。

四

赤
い
珠
と
「
大
経
」
の
探
求
を
め
ざ
し
て

「
龍
と
詩
人
」
の
後
半
部
に
は
、

「赤
い
珠
」
の
譲
与
と
受
持
を
め
ぐ
る
問
題
が
語
ら
れ
て
い
る
。

老
龍
は
、
若
き
詩
人
へ
の
連
帯
感
を
抱
い
て

「
小
さ
な
赤
い
珠
」
を
口
か
ら
吐
い

て
若
き
詩
人
に
贈
呈
し
た
。

こ
の
赤
い
珠
は
、
そ
の

中
で
幾
億
の
火
を
燃
や
し
て
い
る
珠
で
あ
る
。
老
龍
は
、
何
の
た
め
に
赤
い
珠
が
必
要
な
の
か
、
と
い
う
点
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。

(そ
の
珠
は
埋
も
れ
た
諸
経
を
た
づ
ね
に
海
に
は
い
る
と
き
捧
げ
る
の
で
あ
る
〉

小
さ
な
赤
い
珠
は
、
海
中
に
あ
る
埋
も
れ
た
諸
経
を
探
求
す
る
と
き
に
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
赤
い
珠
を
捧
げ
る
こ
と
に

よ
り
海
に
入
っ
て
埋
も
れ
た
諸
経
を
探
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
捧
げ
る
対
象
は
聖
龍
王
な
の
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
聖
龍
王

を
含
め
た
宇
宙
意
志
H

法
華
経
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
赤
い
珠
を
手
に
受
け
取
っ
た
ス

l
ル
ダ
ッ
タ
は
、
「
(
お
お
龍
よ
、
そ
れ
を
ど
ん
な
に
わ
た
し
は
久
し
く
ね
が
っ
て
ゐ
た
か
、
わ
た

し
は
何
と
謝
し
て
い
L

か
を
知
ら
ぬ
:
・

:〉」

と
答
え
て
い
る
。
ス

l
ル
ダ
ッ
タ
に
と
っ
て
も
、
赤
い
珠
を
受
持
し
て
埋
も
れ
た
諸
経
を

五
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採
求
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
長
年
の
願
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
珠
は
憶
の
内
蔵
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
無
数
の
火
を
燃
や
す
小
さ
な
赤
い
珠
で
あ
っ
て
、
諸
経
探
求
に
な
く
て
は

な
ら
ぬ
も
の
で
若
き
詩
人
の
久
し
く
願
い
求
め
て
い
た
も
の
、
で
あ
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
童
話
「
貝
の
火
」
に
出
て
来
る
宝
珠
で
あ
る
。
ひ
ば
り
の
子
を
助
け
た
兎
の
子
ホ
モ
イ
が
、
動
物
た
ち
の
王

か
ら
の
贈
物
と
し
て
も
ら
っ
た
宝
珠
は
赤
や
黄
の
焔
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実
は
冷
く
美
し
く
澄
ん
で
燃
え
て
お
り
、
手

入
れ
次
第
で
立
派
に
も
な
り
損
傷
も
す
る
有
名
な
宝
物
で
あ
る
。
ホ
モ
イ
は
こ
の
珠
を
得
て
慢
心
し
て
動
物
た
ち
を
い
じ
め
た
た
め
、
遂

に
宝
珠
の
赤
い
火
は
燃
え
な
く
な
り
鉛
の
玉
と
な
っ
た
後
、
最
後
に
は
割
れ
て
砕
け
散
り
、
ま
た
組
み
合
っ
て
前
の
貝
の
火
と
な
る
が
、

鴫

υ

慢
心
の
罰
を
受
け
て
ホ
モ
イ
の
目
が
一
時
的
に
失
明
し
て
し
ま
う
と
い
う
話
で
あ
る
。
「
貝
の
火
」
は
増
上
慢
の
罪
と
罰
を
主
題
と
し
た

作
品
で
あ
る
が
、
宝
珠
の
手
入
れ
如
何
が
立
派
に
な
る
可
能
性
と
罪
を
蒙
る
可
能
性
の
両
極
に
向
う
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
宝
珠

は
そ
の
中
で
赤
い
火
を
燃
や
し
て
お
り
、

一
生
満
足
に
持
つ
こ
と
の
困
難
な
「
大
変
な
玉
」
で
あ
る
。
生
物
を
助
け
る
と
い
う
諮
問
行
を
為

し
た
者
に
対
し
て
動
物
の
王
か
ら
授
与
さ
れ
る
贈
物
で
も
あ
る
。
し
か
も
生
物
の
善
悪
を
称
讃
し
裁
く
カ
を
宝
珠
は
有
し
て
い
る
。
貝
の

火
は
、
善
悪
の
両
義
性
を
発
揮
す
る
宝
珠
な
の
で
あ
る
。

「
龍
と
詩
人
」
で
老
龍
が
こ
の
赤
い
珠
を
内
蔵
し
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
聖
龍
王
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
老

竜
は
赤
い
珠
を
内
蔵
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

宇
宙
意
志
の
働
き
を
悪
用
し
た
た
め
聖
龍
王
よ
り
皆
信
の
罪
を
罰
せ
ら
れ
た
の
で
あ

り
、
聖
龍
王
が
宝
珠
の
授
与
者
で
あ
る
が
故
に
老
龍
は
罪
の
許
し
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
宝
珠
に
関
し
て
は
、
法
華
経
の
「
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
」
に
も
親
友
が
着
物
の
裳
へ
秘
か
に
高
価
な
宝
珠
を
縫
い
つ
け
て
お
い

え

り
け
い
じ
ゅ

て
く
れ
た
が
宝
珠
の
あ
る
こ
と
に
気
付
か
ず
に
困
苦
し
て
い
る
と
い
う
、
仏
意
に
対
す
る
無
知
へ
の
反
省
を
語
っ
た
「
衣
裏
繋
珠
」
の
響



輸
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
華
経
の

一
切
智
と
い
う
宝
珠
を
忘
れ
た
こ
と
へ
の
厳
し
い
改
悔
を
表
白
し
て
菩
薩
道
を
歩
む
こ
と
を
表
明
し
た

仏
弟
子
の
仏
性
閲
顕
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
安
楽
行
口
問
第
十
四
」
に
は
、
転
輸
聖
王
が
み
だ
り
に
与
え
る
こ
と
が
な
く
、
久
し

い
間
偉
中
に
あ

っ
た
唯

一
の
難
信
の
珠
を
最
も
大
功
あ
る
者
に
与
え
る
よ
う
に
、
釈
尊
も
ま
た
諸
経
の
中
で
最
上
の
教
え
で
あ
る
法
華
経

け
ト
ら
ゅ
う

を

一
切
の
者
に
説
く
と
述
べ
た

「出向
中
の
明
珠
」
の
響
愉
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
瞥
愉
で
は
、
宝
珠
は
あ
ら
ゆ
る
者
が
内
在
さ
せ
て
い
る
仏
に
な
り
得
る
本
来
的
な
性
質

(仏
性
〉
な
い
し
は
仏
に
な
る
た
め

の
種
(
仏
種
〉
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
法
華
経
並
び
に
法
華
経
の
題
目
が
仏
性
を
蘇
生
さ
せ
仏
種
を
開
花
さ
せ
る
宝
珠
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
法
華
経
に
具
備
す
る
釈
尊
の
智
慧
と
慈
悲
の
宝
珠
を
忘
失
し
た
り
、
法
華
経
の

「響
愉口
問
第
三
」

に
説
く
よ
う
に
法
華

経
を
誹
誘
す
る
な
ら
ば
仏
種
を
断
絶
さ
せ
地
獄
堕
ち
ゃ
畜
生
道
を
経
め
ぐ
る
罪
を
は
じ
め
数
々
の
罪
報
を
受
け
る
こ
と
も
あ
か
さ
れ
て

い

る
。
賢
治
は
法
華
経
の
示
す
十
界
互
具
、

一
念
三
千
観
を
受
容
し
た
信
仰
的
立
場
か
ら
、
法
華
経
の
宝
珠
の
受
持
が
善
根
を
う
え
る
種
と

な
り
無
上
道
へ

瞬
時
に
到
達
す
る
信
の

一
念
で
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る

一
方
、
そ
れ
に
対
す
る
誹
波
、
背
信
、
不
信
が
悪
道
に
堕
在
す
る

罪
報
を
蒙
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
充
分
認
識
し
て
い
た
に
ち
が

い
な
い
。

法
華
経
の
宝
珠
は
、
成
仏
救
済
の
珠
で
あ
る
と
同
時
に
そ
れ
へ
の
背
信
の
罪
報
を
つ
き
つ
け
る

「難
信
の
珠
」
な
の
で
あ
る
。
宝
珠
と

は
善
悪
い
ず
れ
に
も
通
じ
善
の
救
い
と
罪
の
処
罰
を
と
も
に
も
た
ら
す
両
義
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
賢
治
は
痛
感
し
て
い
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
宝
珠
を
捧
げ
て
諸
経
を
海
中
に
探
求
す
る
話
は
、
飽
樹
の

『大
智
度
論
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
釈
尊
の
前
生
譜
を
想
起
さ

せ
旬
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
釈
尊
は
身
を
滅
し
て
裟
喝
羅
龍
王
の
宮
中
に
生
ま
れ
て
龍
の
太
子
と
な
り
金
期
鳥
王
に
身
を
捧

げ
、
や
が

て
人
間
界
に
能
施
太
子
と
し
て
生
れ
か
わ
っ
た
と
い
う
。
太
子
は
母
に
養
育
さ
れ
布
施
を
こ
こ
ろ
が
け
た
が
、
貧
苦
す
る
数
多

五
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く
の
人
を
満
足
さ
せ
る
ほ
ど
財
物
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
如
意
宝
珠
を
得
れ
ば
布
施
の
財
物
は
心
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
話
を
聞
い
て

「大
海
に
入
っ
て
龍
王
の
頭
上
の
如
意
宝
珠
を
求
め
ん
」
と
し
た
。
父
母
は
太
子
を
制
止
し
た
が
、
遂
に
そ
の
大
志
を
知
っ
て
行
く
こ
と

を
許
し
た
。
太
子
は
、

四
十
九
日
聞
に
わ
た
り
困
難
を
克
服
し
て
大
海
を
渡
っ

て
諸
王
の
住
む
七
重
の
宝
滅
に
至
っ

た。

龍
王
は
太
子

が
「
形
容
端
正
に
、
相
好
厳
儀
に
し
て
、
能
く
衆
の
難
を
渡
っ
て
」
来
た
の
を
見
て
「
此
れ
凡
夫
に
非
ず
、
必
ず
是
れ
菩
薩
大
功
徳
の
人

な
ら
ん
」
と
語
る
。
梅
玉
夫
婦
は
子
を
喪
く
し
た
身
を
悲
模
し
て
い
た
が
、
太
子
を
わ
が
子
と
知
り
、
貧
人
を
救
う
た
め
に
如
意
宝
珠
を

求
め
た
い
と
い
う
太
子
に
、
龍
王
の
妻
は
こ
う
語
る
。
「
汝
が
父
の
頭
上
に
此
の
宝
珠
あ
り
、
以
て
首
飾
と
為
す
、
得
べ
き
こ
と
難
し
、

必
ず
当
に
汝
を
将
ゐ
て
諸
の
宝
蔵
に
入
り
、
汝
が
欲
す
る
所
に
随

っ
て
、
必
ず
汝
に
与
へ
ん
と
す
べ
し
、
汝
当
に
報
へ

て
言
ふ
ベ

し
、
其

の
余
の
雑
宝
は
我
須
い
ず
、
唯
だ
大
王
の
頭
上
の
宝
珠
の
み
を
欲
す、

若
し
憐
思
せ
ば
願
く
は
以
て
我
に
与
へ
た
ま
へ
と
。
此
の
如
く
せ

ば
得
ベ
し
」

と
。
こ
の
言
葉
に
従
っ
て
太
子
は
龍
王
に
如
意
宝
珠
を
願
い
求
め
授
け
ら
れ
る
。
龍
王
は
「
今
、
此
の
珠
を
以
て
汝
に
与
へ

ん
、
汝
既
に
世
を
去
ら
ば、

当
に
以
て
我
に
還
す
ベ
し
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
太
子
が
仏
道
を
成
じ
一
切
を
救
お
う
、

一
切
の
宝
物
を

布
施
し
仏
道
に
結
縁
せ
し
め
よ
う
と
誓
願
し
た

こ
と
に
よ
っ

て
、
陰
雲
は
空
に
遍
満
し
て
種
々
の
宝
物
、
衣
服
、
飲
食
、
臥
具
、
湯
薬
の

雨
を
降
ら
し
、
貧
苦
の
人
は
こ
れ
を
心
ゆ
く
ま
で
受
け
と
り
絶
え
る

こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う。

こ
の
物
語
は
、
海
中
の
龍
王
よ
り
如
意
宝
珠
を
得
て
布
施
に
精
進
し
た
能
施
太
子
の
行
実
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
宝
珠
を
捧
げ
る
と

い
う
布
施
の
実
行
に
よ

っ
て
、
仏
道
を
成
就
し
貧
し
い
人
々
の
苦
し
み
を
救
っ
た
能
施
太
子
と
は
実
は
釈
尊
の
修
行
時
代
の
姿
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
物
語
か
ら
の
推
測
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

「赤
い
珠
」
と
呼
ぶ
唯
一
の
如
意
宝
珠
を
捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
埋
も
れ
た
諸

経
」
に
内
在
さ
れ
る
「
ま
こ
と
と
美
」
の
珠
を
探
求
し
て
ま
こ
と
の
卒
福
を
実
現
し
ゅ
く
詩
作
と

信
仰
実
践
に

精
進
す
る
こ
と
が
で
き



る
、
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
こ
う
し
た
龍
と
宝
珠
の
話
は
、
法
華
経
「
提
婆
達
多
品
」
に
も
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
賢
治
が
法
華
経
の

「提
婆

達
多
品
第
十
二」

を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
、
釈
尊
に
つ
い
て
語
っ
た
な
か
で
、
「
こ
の
人
は
む
か
し
は
私
共
と
お
な
じ
カ
の
な
い
か
な
し

い
生
物
で
あ

っ
た
。
か
な
し
い
生
物
を
自
ら
感
じ
て
ゐ
た
。
あ
L
A

こ
の
人
は
と
う
と
う
は
て
な
き
空
間
の
た

い
ム
け
し
の
種
子
ほ
ど
の
す
き

、

、

胸

ま
を
も
の
こ
さ
ず
に
そ
の
身
を
も
っ
て
供
養
し
た
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
傍
点
の
箇
所
は
提
婆
品
の
説
く
「
我
釈

し

そ
く

迦
如
来
を
見
た
て
ま
つ
れ
ば
、
無
量
劫
に
於
て
難
行
苦
行
し
功
を
積
み
累
ね
て
、
菩
薩
の
道
を
求
め
る
こ
と
末
だ
曽
て
止
息
し
た
ま
わ
ず
。

三
千
大
千
世
界
を
観
る
に
、
乃
至
芥
子
の
如
き
許
り
も
、
是
れ
菩
薩
に
し
て
身
命
を
捨
て
た
も
う
処
に
非
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
、
衆
生

の
為
の
故
な
り
」
の
一
節
を
表
現
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
法
華
経
提
婆
品
に
は
、
裟
喝
羅
龍
王
の
八
歳
に
な
る
龍
女
が
釈
尊
に
宝
珠
を
捧
げ
て
即
身
成
仏
し
た
教
え
が
語
ら
れ
て
い
る
。

龍
女
は
、
十
界
の
う
ち
畜
生
界
(
愚
痴
の
世
界
〉
に
身
を
お
い
て
い
な
が
ら
、
勝
れ
た
智
慧
と
鋭
い
感
性
を
持
ち
深
い
慈
悲
心
を
備
え

て
お
り
、
ま
た
諸
法
を
信
じ
刺
那
に
菩
提
心
を
発
こ
し
悟
り
を
求
め
る
不
退
転
の
心
を
有
し
す
ず
や
か
な
声
で
教
え
を
語
っ
た
と
述
べ
ら

む

げ

し
や
〈

し

お

も

の

れ
て
い
る
。
「
弁
才
無
磁
に
し
て
衆
生
を
慈
念
す
る
こ
と
、
猶
赤
子
の
如
く
功
徳
具
足
し
て
、
心
に
念
い
口
に
演
ぶ
る
こ
と
、
微
妙
広
大

L

い

わ

げ

よ

な
り
。
慈
悲
仁
譲
、
志
意
和
雅
に
し
て
、
能
く
菩
提
に
至
れ
り
」
と
、
龍
女
の
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
龍
女
は
、
釈
迦
仏
の
前
で
次
の
詩
備
を
歌
っ
て
い
る
。

「
み
仏
は
/
罪
と
福
徳
の
本
体
を
き
わ
め
つ
く
さ
れ
た
/
罪
も
な
く
福

も
な
く
実
相
の
み
で
あ
る
こ
と
を
あ
か
さ
れ
た
/
そ
の
深
い
智
慧
に
達
せ
ら
れ
/
み
仏
は
あ
ま
ね
く
十
方
を
照
ら
さ
れ
て
い
る
/
仏
の
妙

な
る
浄
ら
か
な
身
は
/
三
十
二
の
吉
相
で
飾
ら
れ
て
い
る
:
・
:
:
:
」

だ
が
、
ま
わ
り
の
仏
弟
子
た
ち
は
女
の
身
と
し
て
一
瞬
の
う
ち
に
悟
り
を
得
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
、
救
わ
れ
が
た
い
の
が
龍
女
で
は

/"¥ 

(
幻
〉
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な
い
の
か
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
疑
念
に
答
え
て
龍
女
は
、
そ
の
価
値
が
三
千
大
千
世
界
に
相
当
す
る

「
一
つ

の
宝
珠
」
を
た
て
ま

つ
り
、
釈
迦
仏
が
こ
れ
を
た
だ

ち
に
納
受
す
る
と
、
「
汝
が
神
力
を
も
っ
て
、
わ
が
成
仏
を
観
よ
、
ま
た
こ
れ
よ
り
も
速
な
ら
ん
」
と
述
べ
、
仏
と
な

っ
て
人
間
や
天
人
の

た
め
に
法
華
経
を
説
く
姿
を
示
現
す
る
の

で
あ
る
。

恐
ら
く
賢
治
は
、
こ
の
「
大
智
度
論
」
や
法
華
経

「提
婆
達
多
品
」
の
内
容
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
そ
の
模
写
を
避
け
つ
つ
能
と
若
者

を
軸
と
す
る
「
ま
こ
と
と
美
の
模
型
」
を
設
計
す
る
方
針
を
構
想
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
若
き
詩
人
ス
l

ル
ダ
ッ
タ
は
海
中
に
入
っ

て
龍
王
か
ら
如
意
宝
珠
を
受
け
取
っ
た
能
施
太
子
の
行
動
に
ま
で
至

っ
て
い
な
い
が
、
能
施
太
子
の

よ
う
に
宝
珠
を
得
た
い
と
い
う
願
望

を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
ま
た
能
施
太
子
に
宝
珠
を
与
え
た
龍
王
や
仏
に
宝
珠
を
捧
げ
た
弁
才
豊
か
な
龍
女
の
姿
は
、
男

女
や
長
幼
の
相
違
が
あ
る
と
は
い
え
老
龍
の
形
象
に
少
な
か
ら
ず
投
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
宝
珠
が
「
赤
い
」
こ
と

も
賢
治
が
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』
を
「
赤
い
経
巻
」
と
呼
ん
で
生
命
を
燃
焼
さ
せ
た
心
象
の
現
わ
れ
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

何
よ

ω
 

り
も
、
こ
の
宇
宙
意
志
H

法
華
経
の
宝
珠
の
譲
与
と
受
持
の
関
係
の
成
立
が

「ま
こ
と
の
道
」
の
到
達
点
な
の
で
あ
る
。
賢
治
は
、
宝
珠

の
受
持
を
念
じ
な
が
ら
、

「
ま
こ
と
と
美
の
模
型
」
の
設
計
と
明
日
の
理
想
世
界
の
実
現
を
目
的
と
し
た
宗
教
即
芸
術
の
創
造
を
な
し
と

げ
る
道
を
求
め
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が

「龍
と
詩
人
」

で
は
、
こ
の
宝
珠
の
譲
与
と
受
持
は
直
ち
に
成
立
し
て
い
な
い
。
若
き
詩
人
ス

l
ル
ダ
ッ
タ
は
、
宝
珠
を
一

度
は
手
に
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
が
、
再
び
老
龍
に
珠
を
戻
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
き
っ

か
け
は
、
罪
を
犯
し
て
洞
窟
か
ら
外
に
出
る

こ

と
が
出
来
ず
聖
龍
王
に
対
す
る
機
悔
の
生
活
を
送
る
に
至
っ
た
老
龍
の
身
の
上
を
聞
い
た
こ
と
に
あ
る
が
、
若
き
詩
人
は
お
の
れ
の
過
信

を
自
戒
し
宝
珠
を
所
持
し
て
「
ま
こ
と
と
美
」
を
説
く
教
え
を
探
求
し
得
る
身
に
な
る
こ
と
こ
そ
が
先
決
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。



(お
L

飽
よ
。
わ
た
し
は
わ
た
し
の
母
に
侍
し
、
母
が
首
尾
よ
く
天
に
生
ま
れ
た
ら
ば
す
ぐ
に
海
に
入
っ
て
大
経
を
探
ら
う
と
思
ふ。

お
ま
へ
は
そ
の
日
ま
で
こ
の
窟
に
待
つ
で
あ
ら
う
か
。
〉

(お
L
、
人
の
千
年
は
龍
に
は
わ
ず
か
に
十
日
に
過
ぎ
ぬ
。〉

(
さ
ら
ば
そ
の
日
ま
で
龍
よ
珠
を
蔵
せ
。
わ
た
し
は
来
れ
る
日
ご
と
に
こ
与
に
来
て
そ
ら
を
見
水
を
見
雲
を
な
が
め
新
ら
し
い
世
界
の

造
営
の
方
針
を
お
ま
へ
と
語
り
合
は
う
と
思
ふ。〉

若
き
詩
人
の
思
い
は
、
貧
し
い
母
に
尽
く
し
、
そ
の
母
を
法
華
経
の
ま
こ
と
に
よ
っ
て
救
っ
た
後
に
、
信
仰
実
践
と
芸
術
美
の
創
造
を

め
ざ
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

「
大
経
」
と
は
、
大
い
な
る
経
典
す
な
わ
ち
法
華
経
を
指
す
言
葉
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
本
当
の
幸
福
を
も

た
ら
す
宇
宙
意
志
H

法
華
経
の
あ
か
す
真
実
の
教
え
全
体
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う。

前
記
の

「諸
経
」
と
は
宇
宙
意
志
を
埋
蔵
さ
せ

て
い
る
法
華
経
以
外
の
他
の
経
典
な
い
し
は
宇
宙
意
志
を
内
在
さ
せ
な
が
ら
今
な
お

「
ま
こ
と
と
美
」
が
活
現
さ
れ
ぬ
ま
ま
埋
も
れ
て
い

る
も
ろ
も
ろ
の
宗
教
と
芸
術
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
老
龍
が
諸
経
の
探
求
を
語

っ
た
の
に
対
し
、若
き
詩
人
が
ま
ず
「大
経
」H

法

華
経
の
探
求
を
述
べ
て
い
る
の
は
、

詩
人
に
と
っ
て
法
華
経
の
ま
こ
と
の
心
を
悟
る
こ
と
が
第

一
義
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。

ま
た
、
貧
し
い
母
親
の
も
と
に
仕
え
母
を
救
う
こ
と
が
、
こ
の
若
き
詩
人
の
ま
ず
為
す
べ
き
事
が
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
、
本
作
品

で
は
い
か
に
も
唐
突
で
こ
れ
以
上
何
の
描
写
も
な
い
が
、
母
を
助
け
る
と
い
う
救
済
と
報
思
の
実
践
な
し
に
は
こ
れ
か
ら
の
信
仰
実
践
も

詩
作
活
動
に
も
専
念
で
き
な
い
と
い
う
賢
治
の
思
い
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
祖
父
母
の
看
病
に
尽
く
し
た
の
を
は
じ
め
苦
労
を
重
ね
て
い
る
母
に
対
す
る
賢
治
の
自
責
が
背
景
に
あ
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
「
母
上
を
困
ら
す
様
な
る
事
の
み
に
て
何
と
も
何
と
も
自
分
の
時
怖
の
悪
く
ひ
が
み
勝
ち
な
る
に
は
呆
れ
奉
り
候
」。

こ
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の
よ
う
な
母
に
背
い
て
い
る
こ
と
へ
の
深
い
反
省
が
賢
治
に
あ

っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
「
先
づ
は
自
ら
勉
励
し
て
法

華
経
の
心
を
も
悟
り
奉
り
働
き
て
自
ら
の
衣
食
を
も
っ
く
の
は
し
め
進
み
て
は
人
々
に
も
教
へ
又
給
し
若
し
財
を
得
て
支
那
印
度
に
も
こ

の
経
を
広
め
奉
る
な
ら
ば
誠
に
誠
に
父
上
母
上
を
初
め
天
子
様
、
皆
々
様
の
御
思
を
も
報
じ
折
角
御
迷
惑
を
か
け
た
る
幾
分
の
償
を
も
致

関

す
こ
と
と
存
じ
候
」
と
い
う
願
い
は
賢
治
の
心
象
に
ず
っ
と
刻
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

賢
治
は
、
母
を
放
い
法
華
経
の
心
を
悟
る
身
に
な
る
こ
と
を
第
一
義
的
に
め
ざ
し
、
そ
の
後
に
風
と
雲
に
同
化
し
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
な
が
ら
法
華
文
学
の
創
作
に
傾
注
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
ま

こ
と
と
美
の
模
型
」
を
設
計
し
明
日
の
理
想
世
界
の
造
営
の
方
針
を
語

り
あ
う
こ
と
を
念
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
宇
宙
意
志
H
法
華
経
の
内
に
参
入
し
、
そ
れ
を
自
己
の
心
象
に
包
摂
し
法
華
経
の
心
を
悟
る
身

に
な
れ
る
道
を
志
し
つ
つ
「
ま
こ
と
と
美
」
の
創
造
に
向
か

っ
て
再
出
発
し
よ
う
と
誓
願
し
た
書
が
、
「龍
と
詩
人
」
で
は
な
か

っ
た
か
。

宗
教
と
芸
術
美
の
一
体
化
か
ら
生
ま
れ
た
こ
れ
か
ら
の
法
華
文
学
の
創
作
に
全
面
的
に
着
手
す
る
と
き
ま
で
、
宝
珠
の
譲
与
と
受
持
の
成

立
は
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
宇
宙
意
志
H

法
華
経
に
背
い
て
い
る
背
信
の
罪
を
謝
し
、
ま
こ
と
の
光
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
過
信
に
対
す
る
町
責

と
滅
罪
へ
の
祈
念
の
は
e
さ
ま
で
葛
藤
す
る
修
羅
の
意
識
を
深
く
見
つ

め
直
お
さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
同
時
に
他
方
で
は
再
び
「
僻
怠
上

関

慢
の
身
を
起
し
誠
の
道
に
入
ら
ん
」
と
の
決
意
を
あ
ら
た
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。

詩
作
に
お
け
る
模
写
の
危
険
性
を
自
戒
し
つ
つ
「
わ
れ
わ
れ
の
雲
と
風
と
を
御
す
る
分
の
そ
の
精
神
の
う
た
」
よ
り
発
動
さ
れ
た
風
や

雲
と
感
応
し
、
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
風
や
雲
の
美
し
い
歌
を
そ
の
ま
ま
た
だ
ち
に
し
か
も
個
性
的
に
創
造
的
に
表
現
し
て
「
ま
こ
と
と

美
」
に
充
ち
に
新
し
い
未
来
世
界
の
実
現
に
取
組
む
た
め
に
宇
宙
意
志
l
法
華
経
を
探
求
し
て
ゆ
こ
う
、
真
に
宝
珠
を
手
に
受
持
で
き
る

「
ま
こ
と
と
美
の
模
型
」
の
設
計
者
、
予
言
者
と
し
て

「
ま
こ
と
の
道
」
に
生
き
て
ゆ
き
た
い
、
と
い
う
賢
治
の
覚
悟
が
「
龍
と
詩
人
」



に
表
白
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ω
 

後
年
、
賢
治
は
「
農
民
芸
術
槻
論
綱
要
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

正
し
く
強
く
生
き
る
と
は
銀
河
系
を
自
ら
の
中
に
立
識
し
て
こ
れ
に
応
じ
て
行
く
こ
と
で
あ
る

わ
れ
わ
れ
は
世
界
の
ま
こ
と
の
宰
福
を
索
ね
よ
う

求
道
す
で
に
道
で
あ
る

ま
づ
も
ろ
と
も
に
か
が
や
く
宇
宙
の
徴
塵
と
な
り
て
無
方
の
空
に
ち
ら
ば
ら
う

し
か
も
わ
れ
ら
は
各
々
感
じ
各
別
各
異
に
生
き
て

ゐ
る

こ
こ
は
銀
河
の
空
間
の
太
陽

日

本

陸

中
国
の
野
原
で
あ
る

わ
れ
ら
の
前
途
は
輝
き
な
が
ら
険
峻
で
あ
る

険
峻
の
そ
の
度
ご
と
に
四
次
芸
術
は
巨
大
と
深
さ
と
を
加
へ
る

詩
人
は
苦
痛
を
も
享
楽
す
る

永
久
の
未
完
成
こ
れ
完
成
で
あ
る

こ
の
主
張
は
、
賢
治
の
到
達
し
た
宗
教
即
芸
術
の
方
針
を
明
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、

こ
の
提
言
に
見
ら
れ
る
「
世
界
の
ま
こ
と
の

幸
福
」
へ

の
探
求
と
設
計
は
、
賢
治
の
終
生
変
わ
ら
ぬ
希
願
で
あ
っ

た
。
そ
の
原
風
景
を
表
象
し
、
求
道
へ
の
再
出
発
に
向
け
て
の
決
意

/、

五

〈
邸
)



(

前

)

を
結
晶
さ
せ
た
書
が
「
龍
と
詩
人
」
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
「
龍
と
詩
人
」
は
、
そ
の
意
味
で
は
詩
集
「
春
と
修
羅
」
に
先
駆
す
る
作
品

で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
後
年
に
「
農
民
芸
術
概
論
綱
要
」
を
宣
言
す
る
に

烹
る
ま
で
の
賢
治
に
お
け
る
生
と
創
作
活
動
の
原
点
を
示
し

た
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

註

ω
『
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』
(
以
下

『
校
本
全
集
』
と
省
略
〉
第
十
一
巻

・
三
O
三
l
三
O
六
頁
。
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
九
年。

ω
同
右
五
五
五
頁
。

ω
「
四
次
元
」

十

一
月
号

・
四
五
一
ー
ー
四
五
六
頁
。
宮
沢
賢
治
友
の
会。

昭
和
二
十
五
年
。

川
刊
首
内
国
務

・
伊
藤
真
一
郎
編
『
作
品
論
宮
沢
賢
治
』
一

七
六
|
一
九
八
頁
。
双
文
社
出
版
、
昭
和
五
十
九
年
。

同
『
校
本
金
集
』
第
十
三
巻
二

O
二
頁
。
関
徳
蒲
宛
。
大
正
十
年
一
月
三
十
日
付
。

同

石

川
教
張
「
宮
沢
賢
治
」
(
『
文
学
作
品
に
表
わ
れ
た
日
蓮
聖
人
』
所
収
。

三
四
三
|
=一
七
四
頁
。
図
書
刊
行
会

・
昭
和
五
十
五
年
〉
。
同
「
宮
沢

賢
治
の
日
蓮
聖
人
観
」
(
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
「
現
代
宗
教
研
究
」
第

一
八
号
所
収
〉
。一一一一
九

|
一
四
七
頁
。
昭
和
五
十
九
年
。

的

『
校
本
全
集
』
第
十
三
巻
一
九
三
頁
。
保
阪
嘉
内
宛
。
大
正
九
年
十
二
月
二
日
付
。

制
同
右
一
八
四
頁
。
保
阪
宛
。
大
正
九
年
(
六

1
七
月
〉。

例
同
右
前
掲
二

O
二
頁
。

同
同
右
一
七
四
頁
。
保
阪
宛
。
大
正
八
年
秋
。

間
同
右
八
九
頁
。
保
阪
宛
。
大
正
七
年
六
月
二
十
七
日
付
。

同
同
布
二

O
四
頁
。
保
阪
宛
。
大
正
十
年
一
月
三
十
日
付
。

日
高
知
尾
智
耀
『
わ
が
信
仰
わ
が
安
心
』
一
三
二
|
三
四
頁
。
真
世
界
社
、
昭
和
五
十

一
年
o

M

『
校
本
全
集
』
第
十
二
巻
上
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
七
二
頁
。

日
『
日
蓮
主
義
教
学
大
観
』
一
・
首
巻

・
準
備
講
演
三
「
大
会
諸
科
目
に
於
け
る
予
が
意
匠
」
六
五
頁
。
真
世
界
社
、
昭
和
三
十
八
年
版
。
向
奮
は

も
と

「妙
宗
式
目
講
義
録
」
と
称
し
田
中
智
学
が
明
治
三
十
六
年
四
月
よ
り
翌
三
十
七
年
四
月
ま
で
行

っ
た
本
化
宗
学
研
究
大
会
の
正
科
講
演
の
記



録
に
拠
る
。
田
中
智
学
の
菌
性
文
芸
観
と
高
知
尾
智
燃
が
賢
治
に
奨
め
た
「
法
華
文
学
ノ
創
作
」
に
関
す
る
検
証
に
つ

い
て
は
上
田
哲
『
宮
沢
賢
治

ー
そ
の
理
想
世
界
へ

の
道
程
』
(
明
治
書
院

・
昭
和
六
十
年
)
に
詳
し
い
。

間
四
『
校
本
全
集
』
第
十
三
巻
二
一

五
頁
。
関
徳
嬬
宛
。
大
正
十
年
七
月
十
三
日
付
。

間

『

校

本
全
集
』
第
十
三
巻
二

O
四
頁。

保
阪
宛
。
大
正
十
年
一

月
三
十
日
付
。

側

保
阪
庸
夫

・
小
沢
俊
郎
『
宮
沢
賢
治
友
へ
の
手
紙
』
二

O
O頁
。
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
三
年。

同

保

阪

・
小
沢
前
掲
書
七
二
頁
。
『
校
本
全
集
』
第
十
三
巻
五
六
頁
。

保
阪
宛
、
大
正
七
年
三
月
二
十
日
前
後
。
同
九
一
頁
。
保
阪
宛
、
大
正
七
年

六
月
二
十
七
日
付
。

側

『
校
本
全
集
』
第
十
三
巻
一

九
五
頁
。
保
阪
宛
、
大
正
九
年
〔
十
二
月
上
旬
〕。

仰
向
右
二

O
五
頁
。
保
阪
宛
。
大
正
十
年
一
月
三
十
日
付
。

問

問
右
二

一
六
l
-二
七
頁
。
保
阪
宛
、
大
正
十
年
〔
七
月
下
旬
〕。

間

同
右
九

O
頁。

保
阪
宛
、
大
正
七
年
六
月
二
十
七
日
付
。

凶
同
右
二

O
三
頁
。
関
徳
噸
宛
、
大
正
十
年

一
月
三
十
日
付
。

凶
同
右
前
掲
一
二
六
頁
。

側
伊
藤
氏
前
掲
書
一

八
一
頁
。

間
『
校
本
全
集
』
第
七
巻
三
五
頁
。

側
同
右
第
十
一
巻
一
一
二
三
|
一-
一
一
凶
頁。

間

同
右
八
七
真
。
「
鹿
踊
り
の
は
じ
ま
り
」
。

側
同
右
「
注
文
の
多
い
料
理
庖
」
序
。

削
同
右
第
十
二
巻

(上
)
八
頁
。
「
農
民
芸
術
概
論
」
。

悶

同
右

ご
三
貝
。
「
俊
民
芸
術
概
論
綱
要
」
。

間

同

右

第
九
巻

一一

|

一
二
頁
。

「
サ
ガ
レ
ン
と
八
月
」
。

側
同
右
第
十
一ニ
巻
四
五
三

四
五
四
頁
。
宛
先
日
付
不
明
。

側

同
右
五
六
頁。

保
阪
宛
、
大
正
七
年

〔
コ一
月
二
十
日
前
後
〕
。

七

(
臥
山
〉
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側
同
右
第
十
一
巻
三
二

O
頁
。

間
同
右
第
十
三
巻
六
九
頁
。
保
阪
宛
、
大
正
七
年
五
月
十
九
日
付
。

い
て
い
る
。

側

同

右

第
十
三
巻
二
一

O
頁
。
宮
本
友
一
宛
。
大
正
十
年
三
月
十
日
付
。

側

恩

田

氏
前
掲
書
四
五
三
頁
。

側
『
校
本
全
集
』
第
十
三
巻
九

O
真
。
保
阪
宛
、
大
正
七
年
六
月
二
十
七
日
付
。

刷
同
右
二
三

O
頁
。
宮
沢
清
六
宛
、
大
正
十
四
年
九
月
二
十
一
日
付
。

間

同

右

九

O
頁
。
保
阪
宛
、
大
正
七
年
六
月
二
十
七
日
付
。

附

同
右
六
七
頁
。
保
阪
宛
、

大
正
七
年
五
月
十
九
日
付
。
賢
治
の
一
念
三
千
、
即
身
成
仏
の
精
神
に
関
し
て
は
石
川
教
張
「
宮
沢
賢
治
に
お
け
る

『
ま
こ
と
』
の
美
と
信
仰
」
(
「
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第
十
三
号
所
収
〉
を
参
照
。

制

同

右

第
七
巻
一
一
一

l
一
一
四
頁
。

附

石

川
前
掲
書
参
照
。

附
『
校
本
全
集
』
第
六
巻
一
一
一
一
一
員
。

(
「
詩
ノ
l
ト
」
付
録
〉
。

附

同

右

第
七
巻
三
八
|
六

O
頁。

側

「
大
智
度
論
」
巻
第
十
二
(
『
国
訳
大
蔵
経
』
釈
経
論
部
一
所
収〉

三
二
七

|
一二三

O
貰
。
大
東
出
版
社
、
昭
和
十
年
。

側
『
校
本
全
集
』
第
十
三
巻
六
七
頁
。
保
阪
宛
、
大
正
七
年
五
月
十
九
日
付
。

側
譲
与
と
受
持
に
関
し
て
宮
沢
賢
治
の
帰
依
し
た
日
蓮
は
「
釈
尊
の
図
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
。
我
等
此
の
五
字
を
受
持

す
れ
ば
自
然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
与
へ
た
ま
ふ
」
と
「
観
心
本
尊
抄
」
で
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
受
持
を
必
須
条
件
と
し
て
釈
尊
の
功
徳
が

自
然
譲
与
さ
れ
る
唱
題
成
仏
の
根
本
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

制
『
校
本
金
集
』
第
十
三
巻
四
三
頁
。
宮
沢
政
次
郎
宛
、
大
正
七
年
二
月
二
日
付
。

回

同
右
前
掲
。

側

同

右

五

O
頁
。
宮
沢
政
次
郎
宛
、
大
正
七
年
三
月
十
日
付
。

凶
同
右
第
十
二
巻

(上
)
九

一
六
頁
。

「
南
無
妙
法
蓬
華
経
は
空
聞
に
充
満
す
る
白
光
の
星
雲
で
あ
り
ま
す
」
と
も
書



キ

リ

シ

タ

ン

の
神

話

的

世

界

(三
)

わ

れ

た

原

紙

谷

威

虞

I 

プ
リ
コ

ラ
ー
ジ
ュ
の
思
想
性

谷
川
健
一
は
キ
リ
シ
タ
ン
の

〈天
地
始
之
事
〉
と
称
す
る
記
録
の
中
に
、
レ
ヴ
ィ
H

ス
ト
ロ
ー

ス
の

い
わ
ゆ
る
プ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
(
器

用
仕
事
〉
の
創
作
過
程
を
見
出
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
は
宣
教
師
の
助
け
や
、

指
導
を
離
れ
て
、

断
片
的
な
材
料
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
な
が

ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
独
自
の
思
想
的
再
構
築
の
結
果
を
生
み
出
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
事
実
〈
天
地
始
之
事
〉
を
分
解
し
て
み
る
と
、
そ

こ
に
見
出
さ
れ
る
諸
々
の
構
成
要
素
は
、
お
よ
そ
脈
絡
の
つ
か
め
な

い
伝
承
の
寄
せ
集
め
に
過
ぎ
な
い
。
中
世
末
期
に
伝
え
ら
れ
た
カ
ト

リ
シ
ズ
ム
の
オ
ラ
ッ
シ
ョ
(
祈
祷
文
〉
や
、
聖
書
の
あ
る
い
は
、
聖
書
外
典
の
中
か
ら
得
ら
れ
た
逸
話
も
あ
る
。
あ
る
い
は
西
彼
杵
半
島

の
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
伝
説
が
あ
る
。
ま
た
、
人
々
に
と
っ
て
は
説
明
を
加
え
る
こ
と
の
不
可
能
な
仏
教
用
語
や
、
キ

リ
シ
タ
ン
渡
来
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
残
し
た
単
語
も
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
起
源
や
由
来
を
伝
え
て
お
く
べ
き
民

(

印

〉



(
削
〉

俗
事
象
も
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
思
想
的
営
為
は
、
こ
れ
ら
断
片
的
な
材
料
を
つ
ら
ぬ
き
、

一
つ
の
彩
り
豊
か
な
神
話
を
再

構
成
し
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
の

〈
天
地
始
之
事
〉
は
、
ま
る
で
寄
木
細
工
の
宝
石
箱
の
よ
う
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
材
料
は
さ
し

て
貴
重
な
、
人
の
白
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
材
料
が
丹
念
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
と、

全
体
と
し
て
微

妙
な
絵
模
様
が
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
全
体
の
構
図
こ
そ
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
存
在
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、

一

方
で
個
々
の
材
料
は
目
立
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
営
々
と
し
て
続
け
ら
れ
て
き
た
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
の
過
去
が
蓄
積
さ
れ
た
も
の
な
の

で
あ
る
。

谷
川
健
一
は
そ
の
よ
う
な
過
去
の
蓄
積
、
日
本
人
と
し
て
の
民
俗
伝
承
と
、
そ
こ
に
な
い
ま
ぜ
に
な
り
な
が
ら
本
来
の
主
張
を
失
な
う

こ
と
の
な
か
っ
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
の
相
克
を
見
出
そ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
柳
田
国
男
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
、
自
己
の
成
長
過
程
の
結

論
と
し
て
民
俗
学
の
道
を
選
ん
だ
谷
川
が
彼
の
精
神
過
程
そ
の
も
の
を
象
徴
す
る
対
象
と
し
て
、

〈天
地
始
之
事
〉
を
位
置
づ
け
た
か
ら

で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
こ

こ
で
は
〈
天
地
始
之
事
〉
を
自
己
認
識
の
た
め
で
な
く
、
弾
圧
下
に
独
自
な
信
仰
と
祭
儀
を
守

っ
た
キ
リ
シ

タ
ン
の
思
想
的
営
み
と
し
て
捉
え
て
み
よ
う
。

〈天
地
始
之
事〉

の
第
一
の
テ

l
マ
は
、
創
世
記
に
主
題
を
得
た
人
間
の
創
造
と
楽
園
か
ら
の
追
放
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
、
第
二
の

テ
1
7
は
、
ア
グ
ン
(
ア
ダ
ム
〉
と
エ
ワ
の
子
で
あ
る
兄
妹
の
地
上
で
の
婚
姻
と
い
う
、
背
徳
的
な
モ
チ
ー
フ
を
含
む
始
祖
神
話
と
、
ノ
ア

の
箱
舟
の
モ
チ
ー
フ
に
比
定
さ
れ
る
、
津
波
に
沈
む
島
の
伝
承
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
二
つ
の
主
題
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
旧
約
聖
書
か

ら
伝
え
ら
れ
た
テ
l
マ
が
、
西
彼
杵
地
方
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
津
波
に
よ
る
島
の
滅
亡
と
兄
妹
の
婚
姻
と
い
う
伝
承
と
重
な
り
合
い
、
複

合
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
東
ア
ジ
ア
一
帯
に
広
が
る
洪
水
伝
承
と
、
旧
約
聖
書
の
ノ
ア
の
洪
水
伝
承
の
二
つ
が
融
合
し
合

っ
た
独
自
の
世
界
が
生
み
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
彼
等
の
置
か
れ
た
歴
史
的
環
境
の
中
で
、
こ
の
テ
l

マ
を
発
酵
さ
せ
た



の
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
民
衆
は
、
自
ら
の
思
想
を
こ
の
よ
う
な
断
片
的
な
材
料
で
構
成
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
し
、
ま
た
ブ
リ
コ
ラ

ー
ジ

ュ
は
、
彼
等
の
思
想
的
世
界
を
表
現
す
る
唯

一
の
手
段
で
あ
っ
た
の
だ
。

E 

此
界
に
あ
る

こ
と

旧
約
聖
書
で
は
、
ア
ダ
ム
と
イ
グ
が
地
上
に
あ
っ
て
、
カ
イ
ン
、
ア

ベ
ル
等
を
生
み
、
人
間
の
世
界
が
成
立
し
た
と
説
か
れ
た
。
キ
リ

シ
タ
ン
の
〈
天
地
始
之
事
〉
で
は
、
す
で
に
パ
ラ
イ
ソ
に
続
く
コ
ロ
テ
ル
に
お
い
て
、
つ
ま
り
楽
園
追
放
以
前
に
男
子
と
女
子
各
一
人
ず

つ
が
生
ま
れ
て
い
る
。
苦
し
ん
で
子
を
生
み
、
額
に
汗
し
て
育
て
る
の
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
罪
の
結
果
生
じ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
楽
園
を
追
わ
れ
た
人
聞
に
は
後
悔
の
生
活
が
与
え
ら
れ
た
。

エ
ワ
の
子
と
も
は
、
こ
れ
よ
り
し
た
の
げ
か
い
に
す
み
、
ち
く
し
ょ
う
を
し
よ
く
し
、
月
ほ
し
を
拝
み
、
く
を
う
く
わ
い
し
て
、
ま

い
る
ベ
し
。
一
ど
は
天
の
み
ち
を
し
ら
す
べ
し
。
さ
て
げ
か
い
に
、
か
う
じ
ゃ
く
と
い
ふ
石
あ
り
、
こ
れ
を
尋
て
す
む
と
き
は
、
か
な

(
3
)
 

ら
ず
ふ
し
ぎ
あ
る
べ
し
。
こ
れ
則
此
か
い
也

つ
ま
り
動
物
の
肉
な
ど
織
れ
た
食
物
を
口
に
し
、
月
や
星
な
ど
の
自
然
を
神
と
し
て
暮
す
の
だ
。
下
界
に
あ
る
カ
ウ
ジ
ャ
ク
(
合
石
)

と
い
う
石
を
探
し
て
、
そ
こ
に
住
め
ば
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
別
な
伝
承
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(
削
)
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親
の
悪
に
し
づ
み
た
事
な
れ
ば
、
天
の
上
に
も
置
く
事
出
来
ず
し
て
、
下
界
に
下
だ
す
に
よ
り
て
、
合
石
の
家
に
住
家
を
致
せ
、
必

ず
不
思
議
あ
る
べ
し
。
食
物
に
は
獅
子
鳥
を
せ
よ
。
月
星
を
お
が
み
、
こ
ふ
く
わ
い
し
て
来
た
事
な
れ
ば
、

一
度
は
天
の
道
を
知
ら
す

べ
し
と
、
此
世
界
に
下
だ
せ
ら
る
。

親
の
悪
の
結
果
、
後
悔
の
生
活
を
送
り
、
天
の
道
が
知
ら
さ
れ
る
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
現
実
に
お
け
る
苦
悩
の
生
活
が
示
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
置
か
れ
た
歴
史
的
状
況
か
ら
見
れ
ば
よ
り
現
実
的
な
も
の
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
自
分
達
の
信
じ
る
天
帝
(
デ
ウ
ス
〉
以
外
の
神
仏
が
強
制
さ
れ
、
そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
た
自
分

の
信
仰
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ

っ
た
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
〈
此
の
世
界
〉
だ
っ

た
。

回
北
耕
也
に
よ
れ
ば
、
合
石
は
黒
崎
地
方
に
見
ら
れ
る
温
石
と
呼
ぶ
石
で
あ
っ
て
、
オ

ン
ジ
ャ
ク
か
ら
オ
ウ
ジ
ャ

ク
〈
合
う
石
)
に
転

じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
合
石
と
さ
れ
た
温
石
は
、
西
彼
杵
半
島
で
は
ご
く
当
り
前
の
石
で
あ
る
。
細
工
が
容
易
で
あ
っ
て
、
炉
な

ど
に
使
用
す
る
と
温
か
さ
が
保
た
れ
る
と
い
う
。
だ
が
、

〈
天
地
始
之
事
〉
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
合
石
は
そ
れ
以
上
の
意
味
を
持
た
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
村
上
忠
蔵
に
よ
る
記
録
で
は

〈
神
石
〉
と
世
田
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
く
「
マ
サ
ン
の
悪
の
実

ハ
7
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中
天
に
遺
る
事
」
の
部
分
で
は
、
次
の
よ
う
な
と
り
あ
げ
方
が
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
エ
ワ
の
子
ど
も
は
立
別
、
合
石
の
石
ほ
と
り
で
ゆ
き
あ
い
、
か
か
る
所
に
、
天
よ
り
抜
身
お
ち
つ
ら
ぬ
き
、
こ
れ
ぞ
、
ま
へ

か
た
、
天
帝
の
ふ
し
ぎ
の
御
し
ら
せ
と
、
両
人
は
っ
と
お
ど
ろ
き
て
、
女
は
、
お
も
わ
ず
も
ち
た
る
針
を
な
げ
か
け
、
胸
に
打
こ
み
、

へ

い

こ

う

ふ

う

ふ

ら
〆
り

血
を
な
が
し
、

又
男
は
櫛
を
な
げ
か
け
、
た
が
い
に
他
人
と
な
り
、

そ
れ
よ
り
女
閉
口
し
て
夫
婦
の
契
を
な
し
け
り
。
こ
い
を
し
ゑ
の



と
り
を
み
て
、
あ
ま
た
の
子
共
を
も
ふ
け
た
り
。

合
石
の
石
ほ
と
り
と
あ
る
の
で
、
よ
り
明
確
な
目
標
と
な
る
石
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
年
間
記
載
と
さ

れ
る
村
上
忠
蔵
本
で
は
、
「
神
石
の
石
を
と
り
て
行
き
会
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
特
定
の
場
所
に
見
ら
れ
る
石
と
い
う
意
味
は
忘

れ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
文
章
の
モ
チ
ー
フ
は
多
く
の
神
話
中
に
見
ら
れ
る
兄
妹
婚
の
そ
れ
で
あ
る
。
合
石
の

石
ほ
と
り
で
落
ち
合
っ
た
チ
コ
ロ
ウ
、
タ
ン
ホ
ウ
の
兄
妹
は
天
か
ら
落
ち
て
き
た
万
に
よ
っ
て
聞
を
裂
か
れ
女
は
持
っ
て
い
た
針
を
投

げ
か
け
て
、
胸
に
打
込
ん
で
血
を
流
し
、
男
は
同
開
を
投
げ
か
け
て
、
他
人
と
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
兄
妹
は
イ
ン
セ
ス
ト
タ
ブ
!
の
対

象
で
あ
る
。
〈
天
地
始
之
事
〉
で
は
、
兄
妹
婚
の
禁
忌
を
、
神
の
カ
で
他
人
と
な
る
こ
と
で
解
決
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
解
決
は
安
易
過
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
か
、
大
正
年
間
筆
録
の
松
尾
久
市
本
で
は
、
次
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

〈

8
)

夫
よ
り
チ
ヨ
ロ
、
タ
ン
ボ
ウ
の
両
人
は
、

マ
ン
ボ
ウ
下
界
に
お
ろ
さ
れ
て
、

一
所
に
お
り
で
は
、
か
な
し
い
こ
と
も
な
し
、
又
う
れ

し
き
事
も
な
し
、
是
れ
か
ら
分
れ
で
あ
る
こ
う
と
、
両
方
に
と
分
れ
行
け
ば
、
あ
に
は
妹
が
こ
い
し
く
な
り
、
妹
は
兄
が
こ
い
し
く
な

り
、
こ
ゑ
を
か
ぎ
り
に
、
お
め
い
て
あ
る
く
。
谷
で
よ
ぶ
な
ら
高
り
こ

ゑ
の
す
る
ご
と
く
、
高
り
で
よ
ぶ
な
ら
、
谷
に
こ
ゑ
の
す
る
ご

と
く
、
こ
え
を
か
ぎ
り
に
お
め
い
て
あ
る
く
。

〔

9
)

夫
れ
を
み
か
ね
て
、
御
親
様
の
天
よ
り
ば
ん
の
し
ゆ
る
け
ん
を
高
り
に
立
て
る
。
其
光
り
に
、
両
人
は
走
り
よ
り
見
て
、
あ
ん
ま
り

う
れ
し
さ
に
、
女
は
は
り
を
投
げ
か
け
る
。
男
は
持
ち
た
る
櫛
を
な
げ
か
け
る
。
女
の
な
げ
た
る
針
は
男
の
い
た
た
き
に
た
ち
血
が
な

(
叩
)

が
れ
る
。
そ
の
血
が
と
ま
ら
ん
に
よ
っ
て
、
天
に
向

っ
て
御
ね
が
ひ
を
す
る
。
し
じ
い
し
ょ

う
を
と
に
わ
し
た
が
い
ま
す
と、

ね
が
え

五

(
川
)
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ば
、
血
は
と
ま
る
。
夫
れ
よ
り
ふ
り
た
る
け
ん
で
兄
妹
の
え
ん
は
き
れ
夫
婦
の
ち
ぎ
り
を
む
す
ぶ
。
夫
れ
よ
り
お
そ
ろ
し
き
み
ち
を
し

り
、
双
子
ば
か
り
十
二
は
ら
持
つ
。
其
い
わ
れ
で
近
い
と
こ
は
い
か
ん
と
云
ふ
。

松
尾
本
が
筆
録
さ
れ
る
ま
で
の
聞
に
は
多
く
の
時
聞
が
経
過
し
、
伝
承
も
数
世
代
を
経
た
の
で
あ
ろ
う
。
松
尾
久
市
に
よ
っ
て
記
録
さ

れ
た
内
容
は
、
現
代
の
我
々
に
と
っ
て
は
、
よ
り
親
し
み
ゃ
す
い
形
で
語
り
か
け
て
く
れ
る
。
チ
ヨ

口
、
タ
ン
ボ
ウ
の
両
人
は
各
々
別
れ
て

あ
る
い
た
が
、
お
互
い
に
恋
し
く
な
り
、
相
手
を
呼
び
求
め
た
。「

ヱ
ワ
の
子
ど
も
は
立
別
、
合
石
の
石
ほ
と
り
で
ゆ
き
あ
い
」
と
い
う
文

政
年
間
筆
録
の
文
章
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
よ
り
詳
細
な
説
明
か
付
加
さ
れ
た
一の
で
あ
る
。
だ
が
松
尾
本
に
は
合
石
の
石
は
姿
を
見

せ
な
い
。
合
石
の
意
義
は
忘
れ
去
ら
れ
、
記
憶
か
ら
抹
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
合
石
の
本
義
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
よ
う
。

神
に
よ
り
天
か
ら
下
さ
れ
た
剣
の
光
で
、
両
人
は
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
構
造
主
義
の
神
話
研
究
者
か
ら
言
わ
せ
れ
ば
、
閣
の
世
界

か
ら
光
の
世
界
、
暗
黒
と
葎
沌
の
世
界
か
ら
昼
と
秩
序
の
世
界
、
そ
し
て
ま
た
、
自
然
か
ら
文
化
の
世
界
へ
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
も
の

と
表
現
す
る
で
あ
ろ
う
。
文
政
本
で
は
、
剣
の
光
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
近
世
農
民
に
は
そ
れ
を
読
み
こ
む
力
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
近
代
に
入
っ
て
付
加
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
両
者
の
差
を
埋
め
る
資
料
は
な
い
。

「女
の
な
げ
た
る
針
は
男
の
い
た
L

き
に
た
ち
血
が
な
が
れ
る
。
そ
の
血
が
と
ま
ら
ん
に
よ
っ
て
、
天
に
向
か
っ
て
御
ね
が
い
を
す

る
」
、

こ
れ
に
よ
っ
て
兄
妹
の
縁
が
切
れ
た
の
で
あ
る
。
男
が
血
を
流
し
た
こ
と
で
血
の
結
び
つ
き
を
断
っ
た
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。

胸
に
針
を
打
込
み
(
男
の
胸
か
)
血
を
流
し
た
こ
と
と
頭
に
針
が
立
っ
て
血
を
流
し
た
こ
と
の
聞
の
差
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
埋
め
る
資
料

は
見
当
ら
な
い
。

血
の
結
び
つ
き
は
切
れ
た
が
、
そ
の
結
果
は
双
子
ば
か
り
十
二
組
が
生
ま
れ
て
き
た
。
か
つ
て
は
双
子
は
忌
嫌
わ
れ
、
捨
て
ら
れ
る

こ



と
も
あ

っ
た
。
や
は
り
「
お
そ
ろ
し
き
み
ち
」
、

道
な
ら
ぬ
道
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
其
い
わ
れ
で
、
近
い
と
こ
は
い
か
ん
と
云
ふ
」、

つ
ま
り
近
親
者
の
婚
姻
は
忌
ま
れ
る
と
説
明
，つ

け
る
。
神
話
に
お
け
る
近
親
婚
の
テ
l
マ
は
禁
思
を
前
提
と
し
て
成
立
し
、
説
明
，
つ
け
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
が
文
政
本
に
比
し
て
、
松
尾
本
で
は
明
確
に
文
章
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
文
政
本
で
は
隠
さ
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
神
の
世
界
、
神
話
的
思
考
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
で
は
、
判
断
を
下
す
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
が
伝
え
た
〈
此
の
世
界
〉
の
始
ま
り
は
、
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
、
旧
約
聖
書
の

ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
楽
園
追
放
と
地
上
で
の
人
間
の
増
加
へ
と
話
が
展
開
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
天
地
創
造
と
そ
れ
に
続
く
部
分

は
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
忘
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。そ
れ
に
代
っ
て
、こ

こ
に
付
加
さ
れ
た
の
は
、
兄
妹
婚
禁
忌
の
説
話
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
谷
川
健
一
の
指
摘
す
る
如
く
、
東
ア
ジ
ア
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
洪
水
伝
説
に
見
ら
れ
る
兄
妹
始
祖
神
話
な
の
で
あ
る
。

だ
が
こ
れ
に
続
く
部
分
で
は
、
農
耕
の
開
始
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

be
ぜ

い

か

け

こ
れ
よ
り
次
第
に
い
や
ま
す
人
間
な
れ
ば
、
食
物
も
た
ら
ざ
る
ゆ
へ
、
天
に
む
か
い
て
、
祈
誓
を
掛
、

「
食
物
、
あ
た
え
た
ま
わ
れ

ゆ
b
d

か
し
」
と
、
ね
が
い
け
れ
ば
、
天
帝
、
虚
空
に
出
現
ま
し
ま
し
て
、
籾
た
ね
を
ぞ
あ
た
ゑ
た
も
ふ
。
其
た
ね
、
雪
の
中
に
つ
く
る
。
明

た
う
え

は
じ
め

六
月
よ
く
み
の
り
、
八
株
に
八
石
、
其
う
ら
九
石
ぞ
み

の
り
た
り
。
八
穏
で
八
石
の
回
歌
の
始
こ
れ
也
。
其
の
ち
、
野
山
に
ひ
ろ
ま
り

て
、
兵
糧
は
た
く
さ
ん
也
。

こ
こ
で
は
二
つ
の
要
素
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第

一
に
農
耕
起
源
説
話
で
あ
り
、
第

に
は
白
歌
の
由
来
で
あ
る
。
だ
が
、

ー七

(
川
)



)¥、

(
凶
)

」
こ
で
も
松
尾
本
は
豊
か
な
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

夫
れ
よ
り
持
ち
た
る
子
が
持
ち
、
其
子
持
ち
し
て
、
島
崎
瀬
崎
ま
で
い
み
る
。
し
て
見
れ
ば
、
食
物
も
獅
子
鳥
で
は
た
ら
ん
様
に
な

る
折
り
に
、
九
尺
と
云
ふ
雪
が
つ
む
。
其
時
天
に
む
か
つ
て
、
御
ね
が
い
を
上
げ
る
。
食
物
あ
た
へ
給
へ
と
、
ね
が
ひ
け
れ
ば
、
天
帝

こ
空
よ
り
、
手
の
は
ら
を
も
ん
で
な
め
ろ
う
と
の
御
通
言
が
あ
る
。
夫
れ
よ
り
手
の
は
ら
を
も
ん
で
な
め
る
。
き
す
れ
ば
、
く
ち
も
あ

ま
き
る
ひ
だ
る
も
な
し
。
ぜ
ん
あ
る
御
方
の
手
の
中
に
、
こ
ろ
こ
ろ
し
た
る
物
を
も
み
だ
し
、
是
は
物
種
に
も
な
ら
ぬ
も
の
か
な
と
、

は
ら

や

九
尺
つ
ん
だ
る
ゆ
き
の
中
に
作
り
、
明
六
月
に
来
て
見
れ
ば
、
し
な
ね
が
四
つ
に
わ
か
れ
、
上
は
八
ほ
に
わ
か
れ
、
八
か
ぶ
に
み
の
り

た
り
。
こ
く
年
は
九
石
み
の
り
け
り
。
其
時
よ
ろ
こ
び
の
う
た
を
う
た
ふ
。
も
ん
く
に
は
、
い
ね
の
よ
さ
/
¥
今
年
の
い
ね
の
、
八
ほ

に
八
石
其
う
ら
九
石
に
ま
さ
る
。
八
ツ
の
実
の
く
ら
と
よ
ろ
こ
び
け
る
。
夫
れ
を
谷
に
ぶ
り
、
山
に
ぶ
り
お
き
よ
く
年
見
れ
ば
、
谷
に

お
ゑ
た
は
、
米
と
な
る
。
野
に
お
ゑ
た
る
が
、
む
ぎ
、
あ
わ
、
き
び
、
そ
ば
る
い
と
な
り
に
け
る
。
食
物
は
た
く
さ
ん
な
り
。

地
上
の
世
界
で
増
加
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
ま
ず

「
獅
子
鳥
」
が
食
糧
と
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
獅
子
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
、
猪
(
い
の
し
し
)
、
鹿
〈
か
の
し
し
〉
の
シ
シ
で
あ
っ

て、

漢
字
の
あ
て
ら
れ
た
獅
子
で
は
な
い
。
動
物
の
肉
、

鳥
の
肉
な

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
不
足
し
は
じ
め
た
折
り
に
、
九
尺
も
の
雪
が
降
り
積
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
文
政
本
で
は

こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ

て
は
い
な
い
。
だ
が
、
こ
の
食
糧
の
不
足
を
天
帝
の
力
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
、
さ
ら
に
米
、
麦
、
粟
、
黍
、
蕎
麦
の
栽
培
へ
と
結
び
つ
け

て
い
っ
た
。
雪
の
中
に
種
蒔
き
を
し
た
の
は
、
む
し
ろ
田
歌
の
内
容
に
関
係
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
田
北
耕
也
は
こ
の
田
歌
は
伝
え
ら

れ
て
い
な
い
と
す
る
が
、
他
地
方
の
田
歌
に
は
こ
れ
に
多
少
似
通
っ
た
も
の
が
あ
る
。



広
島
県
高
田
郡
美
土
里
町
生
田
の
「
徳
和
本

『
田
植
歌
附
込
』
」
に
は
、
朝
歌
三
番
中
に

今
朝
鳴
い
た
鳥
の
声
わ
よ
い
鳥
の
声
ゃ
れ

田
に
田
に
五
石

ハ
よ
い
鳥
の
声
ゃ
れ

何
と
よ
い
声
米
八
石
と
謡
ふ
た

あ
る
い
は
、
同
晩
歌
壱
番
に
は

き
の
う
今
日
か
ら
く
た
り
た
る
め
ぐ
ろ
い
ね
の
た
ね
を
ば

三
合
ま
い
て
三
石
で
き
る
目
黒
稲
の
種
を
ば

い
ね
三
ば
苅
入
て
よ
ね
八
石
よ
の

と
あ
る
。
他
の
田
植
歌
に
も
八
石
と
い
う
数
は
多
用
さ
れ
て
い
る
。

ひ
や
〈
し
よ
う
か
し
ょ
く

げ

ん

(

日
)

『
百
姓
稼
楢
元
』
所
載
周
植
歌
集
に
は

京
よ
り
く
だ
り
た
る
ふ
し
ぐ
ろ
(
節
黒
)
の

い
ね
(
稲
〉
は

い
ね

(
命
根
〉

三
ば
(
把
)
に
よ
ね
(
米
)
は
ち
こ
く
(
八
石
)
な

と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
米
の
字
を
分
解
し
た
八
十
八
と
い
う
数
に
由
来
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
福
岡
県
糸
田
町
下

糸
田
金
村
神
社
の
御
田
植
祭
の
う
ち
「
閏
楠
」
で
は
、

あ
あ
ら
め
で
た
や

ソ

1
ラ
イ

ソ

l
ラ
イ

今
年
の
稲
は
八
穂
で
八
石

九
石
に
な
れ
ば

殿
の
世
ざ
か
り

ホ
ン
ホ

ウ

ヤ

ヤ

ン
ホ
ー

の
詞
章
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て、

黒
崎
そ
の
他
の
西
彼
杵
郡
に
も
、
こ
う
い
っ
た
御
田
植
の
よ
う
な
祭
礼
の
行
わ
れ
た
神
社
が
存
在
し
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
御
田
植
行
事
の
中
に
は
、
小
正
月
に
行
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
む
し
ろ
雪
は
御
田
植
行
事
の
際
に
降
る
も
の
で
あ
っ

ブL

(
凶
)



。
(
山
)

た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
其
た
ね
ゆ
き
の
中
に
つ
く
る
」
は
こ
う
い
っ
た
、
祭
事
の
反
映
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
、
直
接
裏
づ
け
と
な
る
資
料
は
な
い
が
、
国
歌
の
由
来
と
あ
る
点
か
ら
は
以
上
の
推
察
が
可
能
で
あ
る
。

E 

津
波
に
沈
む
島

兄
妹
の
地
上
へ
の
下
降
、
つ
ま
り
楽
園
か
ら
の
追
放
と
人
間
の
増
加
も
天
帝
の
守
護
に
よ
っ

て
、
解
決
し
た
。
兄
妹
婚
に
よ
る
秩
序
の

混
乱
、
そ
れ
は
逆
に
自
然
状
態
か
ら
文
化

へ
の
移
行
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
は
神
の
意
志
に
よ
る
も
の
と
文
政
本
で
は
認

め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

松
尾
本
で
は
イ
ン
セ
ス
ト
タ
フ

l

の
侵
犯
は
十
二
組
の
双
子
の
誕
生
と
い
う
結
末
で
終
止
符
を
打
っ

た
。
安
易
な
解
決
で
あ
る
が
そ
れ
以
上
の
問
い
か
け
は
な
か

っ
た
。
人
々
の
前
に
は
、
新
し
い
食
糧
で
あ
る
米
や
麦
、
粟
な
ど
が
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
豊
か
さ
に
対
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
拒
絶
の
姿
勢
を
示
す
。

と
ん
よ
〈

が

し
よ
う

そ
れ
よ
り
、
悪
心
慾
心
の
、
世
の
中
と
な
り
、
う
ん
よ
く
、
貧
欲
、
我
欲
と
い
ふ
も
の
三
人
生
じ
て
、

善
人
の
食
物
を
、
お
の
れ
が

さ
ん

つ
の

ほ
し
い
ま
ま
に
、
ぬ
す
み
取
、
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
デ
ウ
ス
こ
れ
を
に
く
ま
せ
た
も
ふ
に
付
、
三
悪
人
士宮
体
に
、
と
ぢ
付
、

三
め
ん
に
角

お
の
れ

じ

ま

ま

は
ゑ
、
そ
の
さ
ま
す
さ
ま
じ
く
、
回
畠
に
み
の
り
た
る
も
の
、
己
が
自
俸
に
盗
取
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
帝
あ
ま
下
ら
せ
た
ま
い
て
、

あ
ま
へ

し
ゃ
ぐ
ま
と
な
れ
と
海
の
底
え
、
け
こ
ま
せ
た
も
ふ
、
比
三
人
の
悪
党
も
、
皆
こ
れ
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
の
業
也
。

近
世
農
民
に
と

っ
て
は
、
富
の
蓄
積
と
そ
れ
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
村
内
の
階
層
分
化
は
、
地
主
|
小
作
関
係
を
形
成
し
て
い
く
と



い
う
重
大
な
変
化
を
生
み
出
し
て
い
た
。
戸
谷
敏
之
は
浦
上
村
山
里
の
キ
リ
シ
タ
ン
農
民
の
経
済
生
活
に
つ
い
て
研
究
す
る
中
で
、
地
主

化

(土
地
の
集
積
を
は
か
っ
た
)
し
た
上
層
農
民
は
非
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
り
、
浦
上
四
番
崩
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
仏
教
徒
H
上
層
農
民
、

キ
リ
シ
タ
ン
H

貧
農
と
階
層
分
化
し
て
し
ま
っ
た
状
出
を
一ぶ
し
て
い
る
。
文
政
年
間
、
四
彼
杵
地
方
に
お
い
て
は
ど
の
程
度
の
農
民
階
層

分
化
が
進
ん
で
い
た
の
か
は
明
確
で
な
い
が、

『
郷
村
記
』
に
よ
る
分
析
で
は
、
外
海
町
(
西
彼
杵
郡
〉
神
浦
で
は
、
土
地
を
失
っ
た
(
無

給
無
名
地
の
電
持
ち
〉
間
人
は
、
本
百
姓
二
八
四
戸
に
対
し
て
村
間
百
姓
(
農
民
)
二
一
ニ
ニ
戸
、
浦
間
百
姓
(
隷
属
漁
民
)
一
二
八
戸
、

開
百
姓
五

O
戸
で
、
五

O
O
戸
で
あ
り
、
無
高
の
百
姓
は
決
し
て
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の

〈天
地
始
之
事〉

と
い
う
神
話
的
構
想
を
以
て
描
か
れ
た
物
語
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
単
に
物
語
と
し

て
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
農
漁
民
の
経
済
生
活
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
、
見
る
必
要
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
に
唆
か

さ
れ
た
、
ア
マ
ヘ
シ
ヤ
グ
マ
(
天
邪
鬼
〉
の
行
為
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
農
漁
民
の
眼
前
に
あ
る
、

富
良
の
姿
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
ウ
ン

ヨ
ク
、
ト
ン
ヨ
ク
、
ガ
ヨ
ク
と
は
そ
れ
等
の
代
名
詞
で
も
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
農
耕
生
活
を
与
え
ら
れ
た
人
々
に
と
っ
て
は
、

〈
此
世

界
〉
は
豊
か
な
食
糧
に
満
ち
た
(
と
言
っ

て
も
現
代
の
過
剰
な
豊
か
さ
と
比
較
は
で
き
な
い
)
で
は
あ
っ
て
も
、
ま
た
欲
望
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
世
界
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
欲
望
に
あ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
の
も
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
欲
望
に
動
か
さ
れ
る
人

々
と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
も
〈
天
地
始
之
事
〉
は
語

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
欲
望
に
満
ち
た
島
の
滅
亡
な
の
で
あ
る
。

段
々
人
多
く
な
る
に
し
た
が
い
、
み
な
、
ぬ
す
み
な
ら
い
、
慾
を
は
な
れ
ず
、
悪
に
か
た
ぶ
く
。
次
第
に
悪
事
つ

の
る
ゆ
へ

、
デ
ウ

〔
日
山
)

た
い
お
う

よ

A

つ
う
げ

ス
こ
れ
を
あ
わ
れ
み
た
ま
い
て
、
パ
ッ
パ
丸
ジ
と
い
ふ
帝
王
に
御
告
ぞ
有
け
り
。
「
此
寺
の
獅
子
駒
の
目
、
あ
か

い
ろ
に
な
る
と
き
は

お
っ
う
げ

津
浪
に
て
、
世
は
滅
亡
」
と
の
御
告
を
か
ふ
む
り
、
帝
王
は
日
ご
と
に
寺
ゑ
ま

い
る。

手
習
子
ど
も
あ
つ
ま
り
み
て
、

「
い
か
が
に
て

(
叩
)



(
凶

)

獅
子
駒
は
拝
る
哉
」
と
い
ゑ
ば
、
脇
方
子
ど
も
き
い
て
、

「
獅
子
の
目
あ
か
い
ろ
に
な
る
時
は
、
此
世
界
は
波
に
て
滅
亡
す
る
」
。
わ
き

の
子
ど
も
き
い

て
、
わ
ら
い
て
い
ふ
ゃ
う
は
、

「
さ
で
も
、
お
か
し
き
事
、
ぬ
り
た
ら
、
す
ぐ
に
赤
く
な
る
が
、
滅
亡
は
お
も
い
も
よ

ら
ぬ
」

と
ぬ
り
け
り
。

パ
ッ
パ
丸
ジ
、
い

つ
も
の
と
う
り
参
詣
し
、
獅
子
の
日
あ
か
き
を
み
て
、
は
っ
と
お
ど
ろ
き
、
か
ね
て
用
意
の
割
船
に
六
人
の
子
共

を
の
せ
、
兄
壱
人
は
足
よ
わ
く
ゆ
へ

、
残
念
な
が
ら
の
こ
し
お
く
。
か
か
る
所
に
あ
い
だ
も
な
く
、
大
波
天
地
を
お
ど
ろ
か
し
、
片
時

め

ん

う

み

の
聞
に
、
た
だ
一
面
の
大
海
に
ぞ
な
り
け
り
。

あ

に

せ

企

そ

由

L
hお

右
の
獅
子
駒
海
の
上
を
は
し
り
、
の
り
お
く
れ
た
る
壱
人
の
兄
、
背
に
お

ふ
て
ぞ
た
す
け
け
る
。
其
汐
三
時
に
さ
つ
と
ひ
き
、
あ
り

お
ふ
島
に
ぞ
、
や
す
ら
い
居
る
。
然
る
所
に
、
お
く
れ
し
兄
を
、
獅
子
の
せ
お
ふ
で
き
た
り
け
り
。
波
に
お
ぼ
れ
て
死
L

た
る
数
万
の

人
々
、
ベ
ン
ボ
ウ
と
い
ふ
所
、
前
界
の
地
獄
、
此
所
に
お
ち
け
る
。

前
段
の
兄
妹
婚
の
テ
l

マ
で
は
、
文
政
本
と
必
尾
本
の
聞
に
は
相
当
の
差
が
生
じ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
津
波
伝
承
で
は
そ
れ
程

の
差
異
が
見
ら
れ
な
い
。
足
の
弱
い
兄
を
背
に
乗
せ
た
獅
子
駒
に
つ
い
て
、
以
下
の
形
に
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

マ
マ

の
り
送
れ
た
る
兄
を
、
せ
お
い
来
た
り
て
船
に
の
す
る
。
夫
れ
よ
り
板
ゃ
し

ゃ
く
し
に
て
か
く
、
万
里
が
島
の
み
え
ろ
が
な、

あ
り

王
島
の

み
え
ろ
が
な
と
か
く
。
き
す
れ
ば
か
す
か
に
見
ゆ
る
あ
り
王
島
、
そ
の
島
た
よ
り
に
か
き
つ
く
る
。
今
に
ベ

l
ろ
ん
そ
の
と
き

の
ま
ね
と
な
り
。



と
あ
る
。
長
崎
で
行
な
わ
れ
る
船
競
争
(
ペ
l
ロ
ン〉

の
起
源
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
政
本
で
は
ベ
l
ロ
ン
に
つ
い
て

は
触
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
長
崎
の
ぺ
l

ロ
ン
よ
り
、
九
州
西
海
岸

一
帯
に
広
が
っ

て
い
た
高
鹿
島
や
万
里
ケ
島
の
滅
亡
の
伝
説
を
前

提
に
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

回
北
耕
也
は
、
こ
の
津
波
に
よ
る
島
の
滅
亡
と
帝
王
パ

ッパ

マ
ル
ジ
の
脱
出
を
ノ
ア
の
箱
舟
に
結
び
つ

け
て

理
解
し
よ
う
と
し
た
。
創
世
記
六
章
か
ら
九
章
の
ノ
ア
の
箱
舟
の
逸
話
で
は

主
は
人
の
悪
が
地
に
は
び
こ
り
、
す
べ
て
そ
の
心
に
思
い
は
か
る
こ
と
が
、
い
つ
も
悪
い
事
ば
か
り
で
あ
る
の
を
見
ら
れ
た
。
主
は

地
の
上
に
人
を
造
っ
た
の
を
悔
い
て
、
心
を
痛
め
、

「
わ
た
し
が
創
造
し
た
人
を
地
の
お
も
て
か
ら
ぬ
ぐ
い
去
ろ
う
。
人
も
獣
も
、
這

う
も
の
も
、
空
の
鳥
ま
で
も
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
ら
を
造

っ
た
こ
と
を
悔
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
(
六
|
五

1
七
)

地
上
の
世
界

(キ
リ
シ
タ

ン
の
言
葉
で

は

「
此
の
世
界
」
で
あ
る
が
)
が
悪
に
満
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
滅
亡
さ
せ
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
ノ
ア
の
箱
舟
に

つ
い
て
の
伝
承
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
伝
来
の
当
時
、
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
宗
門
改
役
北
条
安

一房
守
が
、
前
任
者
井
上
筑
後
守
か
ら
の
口
述
、
も
し
く
は
筆
録
を
書
写
し
た
と
さ
れ
る
『
契
利
斯
督
記
』
中
に
も
以
下
の
文
章
が
あ
る
。

一
、
三
千
年
以
前
に
、
デ
ウ

ス
思
召
し
候
は
、

一
天
世
界
の
も
の
傍
神
を
拝
み
、
デ
ウ
ス
を
背
き
申
す
に
付
き
て
、
デ
ウ
ス
、
ノ
ヱ
と

云
う
善
人
を
召
出
し
宣
ふ
は
、
世
界
の
も
の
悪
逆
に
耽
り
申
す
に
よ
り
て
、
世
界
中
へ
洪
水
を
出
し
、
洪
水
に
沈
め
殺
さ
ん
と
諸
人
に

云
ひ
渡
し
、
船
を
百
廿
年
の
聞
に
作
り
建
て
よ
、
自
然
そ
の
う
ち
に
皆
人
心
を
直
す
に
於
て
は
赦
す
べ
し
と
宣
ふ
に
よ
り
、
船
を
作
り

申
し
候
。
皆
、
船
と
云
ふ
こ
と
を
存
ぜ
ず
候
放
に
、
人
こ
れ
は
何
に
て
候
ぞ
と
尋
ね
申
す
時
、
是
は
デ
ウ
ス
の
御
意
に
て
作
る
な
り
、

(
川
)



四

(
問
)

諸
人
み
な
悪
逆
な
る
ほ
ど
に
、
大
洪
水
に
沈
め
て
殺
す
べ
き
と
デ
ウ
ス
宜
ふ
聞
に
、
身
穏
を
改
め
候
へ
と
勧
め
教
へ
申
さ
れ
候
へ
ば
、

そ
の
こ
ろ
ノ
エ
年
五
百
に
係
る
人
に
て
候
へ
ば
、
皆
人
ノ
ヱ
老
い
ぼ
れ
虚
空
な
る
こ
と
を
申
さ
れ
候
と
て
、

一
国
う
け
申
さ
ず
候
。
則

ち
船
出
来
申
し
候
て
よ
り
、
ノ
ヱ

夫
婦
子
三
人
嫁
三
人
、
以
上
八
人
船
に
乗
り
、
其
外
鳥
類
畜
類
五
穀
以
下
船
に
入
れ
申
さ
れ
候
所
、

四
十
日
四
十
夜
大
雨
降
り
、
一
世
界
み
な
海
と
な
り
て
、
人
聞
は
申
す
に
及
ば
ず
、
鳥
類
畜
類
ま
で
悉
く
水
に
溺
れ
相
果
て
申
し
候
。

是
等
の
儀
も
、
デ
ウ

ス
蔦
事
叶
ひ
給
ふ
御
上
よ
り
な
さ
れ
候
御
事
に
て
候
。
右
の
船
ア
ル
ニ
ヤ
ト
国
に
只
今
御
座
候
。

一
世
界

一
の
高

山
の
上
に
据
わ
り
御
座
候
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
録
の
口
述
者
と
思
わ
れ
る
岡
本
三
右
衛
門
(
ジ
ョ
セ
フ
H

キ
ャ

ラ
)
の
場
合
に
は
、
明
ら
か
に
こ
の
伝
承
を
日

本
に
伝
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
子
供
の
数
六
人
と
い
う
〈
天
地
始
之
事
〉
の
記
述
と
、
上
述
の
ノ

ヱ
の
子
三
人
嫁
三
人
と

い
う
数
の

一
致
で
あ
る
。
そ
の
後
の
筋
の
展
開
か
ら
は
六
人
あ
る
い
は
そ
れ
に
足
の
弱
い
兄
を
加
え
て
七
人
と
し

て
も
、
何
の
必
然
性
も
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
島
か
ら
の
離
脱
者
の
人
数
も
あ
え
て
語
ら
れ
る
必
要
が
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
ノ
ア
の
洪
水
の
話
題
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
し
て
、
こ
の
人
数
に
つ
い
て
は
彼
等
の
記
憶
に
残
っ
た
の
で
あ
る
。
人
間
の
世

界
の
悪
化
と
そ
れ
に
対
す
る
神
の
怒
り
、
舟
に
よ
る
津
波
か
ら
の
脱
出
が
、
帝
王
パ
ッ
パ
マ

ル
ジ
の
話
と
し
て
、
〈
天
地
始
之
事〉

の
中

に
記
録
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

だ
が
し
か
し
、
こ
の
津
波
の
伝
説
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
伝
承
と
い
う
よ
り
は
、
前
述
の
通
り
九
州
西
海
岸
に
見
ら
れ
る
津
波
に
よ
り
沈

む
島
の
伝
説
モ
チ
ー
フ
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
島
に
住
む
者
達
が
欲
望
に
従
が
い
、
悪
事
に
耽
っ
た
。
デ
ウ
ス
は
帝

王
パ
ツ
パ
マ
ル
ジ
に
、
寺
の
獅
子
駒
の
目
が
赤
く
な
っ
た
と
き
、
津
波
に
よ
っ
て
滅
亡
す
る
と
告
げ
た
。
獅
子
駒
に
詣
る
帝
王
を
見
て
、



子
供
が
悪
戯
で
目
を
赤
く
塗
る
。
そ
の
結
果
、
島
か
ら
脱
れ
出
た
帝
王
等
を
残
し
て
、

島
は
海
に
没
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

足
の
弱
い
兄
は
獅
子
駒
の
背
に
負
わ
れ
て
、
「
あ
り
お
ふ
」
島
に
た
ど
り
着
い
た
。

回
北
耕
也
は
こ
の
島
を
有
王
島
と
理
解
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
あ
り
お
ふ
」
は
、
偶
々
そ
こ
に
あ
っ
た
島
と
理
解
し
た
方
が
よ

い
。
何
故
な
ら
ば
、

あ
り
お
ふ
と
い
う
語
は
他
の
場
商
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
松
尾
本
に
お
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
回
北

の
解
釈
の
よ
う
に
、

「
万
里
が
烏
の
み
え
る
が
な
、
あ
り
王
島
の
み
え
ろ
が
な
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
松
尾
久
市
が
、
ベ
l
ロ
ン
起
源

伝
説
に
つ
い
て
も
知
悉
し
て
い
た
よ
う
に
、
万
里
が
島
と
い
う
名
称
を
知

っ
て

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

『
長
崎
市
史
』
風
俗
篇
に
-記さ
れ

〔お
)

る
よ
う
に
、
台
湾
西
方
に
あ
っ

て
沈
ん
だ
島
が
万
里
が
島
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
ベ
!
ロ
ン
の
起
源
と
し
て
広
く
伝
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

文
政
年
間
の
筆
録
で
は
、

問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
島
名
が
、

松
尾
本
で
は
万
里
が
島
の
名
称
に
惹
か
れ

て
、
有
王
島
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
回
北
の
指
摘
す
る
如
く
、

『
平
家
物
語
』
の
有
王
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
も
不
思
議
は

(
お
)

な
い
。
松
尾
本
の
筆
録
者
松
尾
久
市
に
つ
い
て
は
、
田
北
も
詳
細
な
経
歴
を
-記
し
て
い
な
い
が
、

ぺ
!
ロ
ン
起
源
伝
承
と
結
び
つ
け
、
あ

る
い
は
随
処
に
独
自
の
記
載
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
種
々
の
知
識
を
盛
込
む
だ
け
の
能
力
を
有
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は

伝
統
的
な
筆
写
で
は
物
足
り
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
付
加
が
既
に
な
さ
れ
て
い
た
の
か
と
も

思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
通
り
、

津
波
伝
承
の
部
分
に
は
、
異
伝
は
生
じ
に
く
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
異
伝
を
形
成

す
る
必
要
の
な
い
程
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
が
生
き
生
き
と
織
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

何
故
な
ら
ば
、
ノ
ア
の
洪
水
伝
説
と
し
て
で
は

な
く
、
よ
り
明
確
に
表
現
す
れ
ば
、
聖
書
の
逸
話
の
翻
訳
で
は
な
く
、
九
州
西
岸
一
帯
に
広
が

っ
て
い
た
、

津
波
に
よ
る
島
の
滅
亡
と
い

う
モ
チ
ー
フ
と
重
な
り
合

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
西
彼
杵
半
島
や
五
島
列
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
と

っ
て
は
、
自
明
の
事
実
で
あ
っ
た
か

ら
だ
と
言
え
よ
う
。

五

(
問
)
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(
叩
〉

島
に
残
さ
れ
て
死
ん
だ
者
達
は
、

ベ
ン
ボ
ウ
と
い
う
前
界
の
地
獄
に
落
ち
た
。

回
北
耕
也
に
よ
れ
ば
、

カ
ト

リ

ッ

ク

の

古

聖
所

(ピ
ヨ
σ
0)

で
あ
る
と
し
、
罪
な
き
者
が
最
後
の
審
判
を
待
つ
世
界
で
あ
る
と
い
う
が
、
キ
リ

シ
タ
ン
の
場
合
に
は
、
イ

ン
ヘ
ル
ノ
(
地

獄
)
と
の
差
が
な

い
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
帝
王
パ
ッ
パ

マ
ル
ジ
を
通
じ
て
与
え
ら
れ
た
神
の
箸
告
に
従
わ
な
か
っ
た

人
々
は
、
此
の
世
界
、
地
上
の
世
界
に
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地
獄
の
苦
し
み
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
モ
チ
ー
フ
の
中
で
は
、
獅
子
駒
の
目
が
赤
く
変

っ
た
と
き
に
、
津
波
で
島
が
滅
亡
す
る
と
さ
れ
た
点
で
あ
ろ
う。

神
社
の
社
頭
に

飾
ら
れ
る
獅
子
駒
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
信
仰
と
は
何
の
関
連
も
な
い
。
ま
し
て
や
自
の
色
が
赤
く
塗
ら
れ
た
、
そ
れ
も
子
供
の
悪
戯
で
な
さ

れ
た
こ
と
は
、
ノ
ア
の
伝
承
と
は
全
く
関
連
の
な
い
こ
と
な
の

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
後
で
論
じ
よ
う
。

た
す
け

A
た
め

「
天
帝
人
聞
を
為
一

一
明
、
御
身
を
分
け
さ
せ
給
事
」
と
い
う
表
題
を
は
さ
ん
で
、
さ
ら
に
文
章
は
続
い
て
い
る
。

す
ふ
し
よ

b
c
わ
め

割引
舟
に
の
り
命
を
つ
ぎ
し
七
人
の
も
の
ど
も
は
、
其
島
を
住
所
と
定
む
と
い
へ
ど
も
、
夫
婦
の
極
な
く
ゆ
く
ゆ
へ

、
女
は
眉
を
お
ろ

か

ね

つ
〈
る

し
歯
に
鉄
泉
付
事
此
時
よ
り
は
じ
め
也
。
又
次
第
に
弥
増
人
問
、
う
ま
れ
て
死
す
る
も
の
、
こ
と
ご
と
く
、
み
な
ベ
ン
ポ
ウ
に
ぞ
落
け
る
。

「
あ
り
お
ふ
」
島
に
た
ど
り
着
い
た
人
々
は
、

そ
の
島
に
住
ん
だ
。

こ
の
時
か
ら
、

夫
婦
の
在
り
方
が
決
め
ら
れ
、

結
婚
す
れ
ば
眉

を
剃
り
、
お
歯
黒
を
つ
け
る
こ
と
と
な

っ
た
と
い
う
。
婚
姻
の
習
俗
に
見
ら
れ
る
鉄
奨
付
の
由
来
を
説
明
す
る
材
料
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
前
項
に
お
け
る
兄
妹
婚
の
モ
チ
ー
フ
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
も
言
え
る
。

す
な
わ
ち
、
婚
姻
規
制
を
説
明
す
る
こ
と
な
の

で
あ
り
、
谷
川
健

一
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
津
波
の
伝
承
の
後
半
に
こ
そ
、
兄
妹
婚
の
伝
承
が
置
か
れ
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
り
、
キ
リ

シ
タ
ン
の
〈
天
地
始
之
事
〉
は
こ
れ
を
逆
転
さ
せ
る
独
自
の
漫
由
が
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
ろ
う
。



W 

津
波
と
兄
妹
始
祖
神
話

さ
て
、
兄
妹
婚
と
津
波
伝
承
の
存
在
形
態
に
つ
い

て
見
て
み
よ
う
。

悶
北
耕
也
は
市
場
直
次
郎

「豊
後
瓜
生
島
の
陥
没
伝
説
」
、
柳
田

国
男
の

「高
麗
島
の
伝
説
」
に
依
拠
し
つ
つ
こ
の
津
波
に
沈
む
島
の
モ
チ
ー
フ
が
四
国
や
五
島
列
島
な
ど
各
地
に
存
在
す
る
こ
と
を
指

摘
し
、
さ
ら
に
長
崎
の
年
中
行
事
で
あ
る
べ

l

ロ
ン
の
起
源
を
説
明
す
る
万
里
ケ
烏
の
伝
説
が
ノ
ア
の
洪
水
の
伝
承
と
結
び
つ

け
ら
れ
た

と
論
じ
て
い
る
。
田
北
は
兄
妹
婚
の
伝
承
と
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
イ

ン
セ
ス
ト
タ
ブ

ー
の
問
題
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
兄
妹
婚
の

モ
チ
ー
フ
が
津
波
伝
承
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
例
の
報
告
や
、
研
究
の
進
展
以
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
、

お
よ
び
閏
北
の
視
点
が
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
承
の
土
着
と
い
う
方
向
に
向
け
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

市
場
直
次
郎
は
大
分
県
の
別
府
湾
に
浅
瀬
が
あ
り
、
か

つ
て
瓜
生
島
と
呼
ば
れ
る
島
が
あ

っ
て
、
慶
長
元
年
の
大
地
震
の
際
、
津
波
と

と
も
に
海
底
に
没
し
た
と
い
う
史
実
を
あ
げ
る
。
と
こ
ろ
が
、
伝
説
で
は
こ
の
島
の
蛭
子
神
社
の
恵
比
須
像
の
面
が
赤
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
島
が
滅
亡
す
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
の
に
、
島
の
若
者
が
悪
戯
で
顔
を
赤
く
塗
っ

た
と
こ
ろ
、
大
津
波
が
起
き
て
、
海
に
沈

ん
だ
と
伝
え
て

い
る
。
さ
ら
に
菊
池
寛
の
戯
曲

「亡
兆
」
が
机
犬
の
目
を
赤
く
塗

っ
た
た
め
に
海
に
沈
む
と
い
う
テ
ー
マ
で
描
か
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
赤
く
塗
ら
れ
る
こ
と
の
意
味
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
結
論
は
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
三
十

「
唐
率
第
婆
に
血
つ
く
る
事
」

や

『
今
昔
物
語
集
』

巻
十
第
三
十
六
の
「
煽
日
ご
と
に
卒
塔
婆
に
血
の
付
く
を
見
る
語
」

と
そ
の
出
典
と
さ
れ
る

『
捜
神
記
』
、
『
准
南

子
』
等
に
起
源
が
あ
り
、
こ
の

モ
チ
ー
フ
が
ど
の
よ
う
に
流
布
し
た
の
か
論
じ
ら
れ
な
い
か
と
結
ん
で

い
る。

ー七

(
山
)



/¥ 

(
m
)
 

喜
田
貞
士
口
は
、
静
養
中
で
あ
る
と
断
り
な
が
ら
、
菊
池
寛
の
「
亡
兆
」
の
舞
台
が
、
阿
波
の
小
松
島
の
港
外
に
あ
る
お
亀
磯
の
暗
礁
に

由
来
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
狛
犬
の
目
も
し
く
は
石
地
蔵
の
目
が
赤
く
塗
ら
れ
て
島
が
没
し
た
と
の
伝
説
の
存
在
を
報
告
し
た
。

柳
田
国
男
は
こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
八
年
に
「
高
麗
島
の
伝
説
」
を
発
表
し
た
。
柳
田
は
、
小
値
賀
島
の
西
方
に
美
良
島
と
い
う
小
島

が
あ
り
、
こ
こ
に
寺
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
小
さ
い
浜
が
あ
る
こ
と
か
ら
説
き
起
こ
し
、
こ
の
寺
は
高
麗
島
と
い
う
世
に
稀
な
富
絡
の
島
に
あ

っ
て
、
島
の
沈
没
後
再
建
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
を
紹
介
し
、
こ
の
周
辺
の
五
島
列
島
な
ど
に
は
、
そ
の
高
麗
島
か
ら
漂
着
し
た
経
巻
や
海
底

か
ら
得
ら
れ
た
貴
重
な
陶
器
を
秘
蔵
す
る
旧
家
の
存
在
す
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
五
島
列
島
の
久
賀
島
の
蕨
に
は
高
麗
地
蔵
と
呼
ば
れ

る
首
の
長
い
石
地
蔵
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
薩
摩
の
下
甑
島
に
は
、
西
方
の
沖
合
い
に
万
里
ケ
島
と
い
う
、
海
底
に
没
し
た
島
の
伝
説
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
と
い
う
陶
探
の
糸
底
に
は
「
万
里
雀
」
の
一
一
一
文
字
が
あ
る
。
ま
た
、
薩
摩
の
野
間
の
御
崎
に
つ
い
て
は
、
万

里
島
に
関
す
る
伝
説
が
あ
っ
て
、
「
本
朝
故
事
因
縁
集
」
に
も
記
載
さ
れ
た
が
、
そ
こ
か
ら
漂
着
し
た
石
地
蔵
が
あ
る
の
だ
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
類
似
す
る
例
の
中
か
ら
、
柳
田
は
、
そ
れ
ら
の
伝
説
が
海
上
交
通
に
よ
っ
て
伝
播
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
そ
れ
と
共
に
、

市
場
直
次
郎
の
翻
案
説
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
伝
説
は
国
内
で
改
造
さ
れ
た
点
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
も
論
じ
て
い
る
。
柳
田
自
身
の

言
葉
を
引
用
す
れ
ば
、

「
島
が
沈
ん
で
跡
は
漫
々
た
る
蒼
海
に
な
っ
た
と
い
ふ
感
動
の
み
が
、
改
め
て
永
く
国
人
の
胸
に
印
せ
ら
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。
是
を
単
な
る
伝
播
で
あ
り
、
保
管
で
あ
る
と
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

別
に
国
内
の
新
た
な
理
由
が
あ
っ
て
、
之
を
斯

う
い
ふ
形
に
進
化
さ
せ
た
こ
と
だ
け
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち

『
捜
神
記
』
『
今
昔
物
語

集
』
等
の
異
伝
を
比
較
す
る
の
は
文
献
学
の
立
場
で
あ

っ
て
、
中
国
の
文
献
に
-
記
録
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
論
じ
る
よ
り
も
、

「
如
何
に

改
造
せ
ら
れ
、
又
は
抑
留
せ
ら
れ
て
、

一
伺
の
伝
説
と
し
て
半
ば
信
じ
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
」
が
問
題
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

柳
田
は
こ
の
伝
説
の
モ
チ

ー
フ
は
、
荒
神
放
い
な
ど
に
家
々
を
廻
る
琵
琶
盲
僧
や
、
木
地
屋
の
よ
う
な
諸
国
を
廻
る
者
、
あ
る
い
は
船



で
海
上
を
往
来
す
る
漁
民
の
手
で
流
布
さ
れ
た
も
の
と
論
じ
て
、
築
を
お
い
て

い
る
。
し
か
し
、
彼
の
言
う
、
伝
説
を
定
着
さ
せ
た

「圏

内
の
新
た
な
理
由
」
に
つ

い
て
は
明
言
し
て
い
な
い
。

市
場
直
次
郎
の
論
じ
た
例
に
し
て
も
、
柳
田
国
男
の
場
合
で
も
、
と
り
上
げ
ら
れ
た
伝
説
は
津
波
に
よ
っ
て
沈
む
島
に
つ
い
て
の
内
容

だ
け
で
あ
っ
た
。
田
北
が
兄
妹
婚
の
問
題
を
一
連
の
伝
承
と
し
て
、
着
目
し
な
か
っ
た
の
も
、
こ
う
い
っ
た
研
究
状
況
に
よ
る
も
の
な
の

で
あ
る
。
柳
田
に
よ
っ
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
、
高
鹿
島
に
し
て
も
、
万
里
ケ
島
に
し
て
も
、
地
蔵
が
赤
く
塗
ら
れ
た
こ
と
で
島
が
津
波
に

沈
ん
で
い

っ
た
。
ま
た
、
田
北
が
注
目
し
た
万
里
ケ
鳥
に
つ
い
て
の
ケ
ン
ペ
ル
の
報
告
に
つ
い
て
も
、
仁
王
の
顔
が
赤
く
塗
ら
れ
た
と
き

(詑
)

に
滅
亡
す
る
と
い
う
伝
説
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
柳
田
国
男
の
蒔
い
た
種
子
は
新
し
い
実
り
を
も
た
ら
し
た
と
も
言
え
る
。
柳
田
の
「
高
麗
島
の
伝
説
」
は
、
後
に
収

録
さ
れ
た

『
島
の
人
生
』
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
の
学
徒
と
と
も
に
結
成
し
た
南
島
談
話
会
の
雑
誌
『
島
』
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
柳
悶
は
、
こ
の
高
鹿
島
、
換
言
す
れ
ば
津
波
に
沈
む
島
の
伝
承
が
、
南
西
諸
島
に
広
が
る
べ
き
問
題
で
あ
る
の
を
見
越
し
て
い
た

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
H
A
)
 

山
下
欣

一
は
、

「
南
西
諸
島
の
兄
妹
始
祖
説
話
を
め
ぐ
る
問
題
」
の
中
で
、
奄
美
か
ら
沖
縄
、
宮
古
、
八
重
山
に
至
る
南
西
諸
島
に
、

津
波
に
よ
る
島
の
滅
亡
と
そ
こ
か
ら
逃
れ
た
兄
妹
の
婚
姻
に
よ
る
島
建
て
の
説
話
を
集
め
、
論
じ
て

い
る
。
山
下
の
資
料
の
扱
い
に
は
多

少
の
疑
問
を
感
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
洪
水
(
津
波
〉
伝
承
と
兄
妹
相
姦
、
始
祖
伝
承
等
が
こ
の
説
話
の
前
提
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
と

仮
説
を
た
て
て
、
各
伝
説
を
分
析
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
各
々
の
独
自
性
が
追
及
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ

る
。
そ
の
結
果
、
資
料
の
解
釈
が
強
引
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
結
論
に
至
る
過
程
で
の
決
定
的
な
弱
点
で
は
な
か
ろ
う。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
南
西
諸
島
の
各
事
例
は
断
片
的
な
、
あ
る
い
は
短
文
の
資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
島
の
始
祖
と
な
っ
た
存
在
が
兄

(
山

)

j し



(
印

)

妹
で
あ
り
、
そ
の
二
人
が
イ

ン
セ
ス
ト
タ
ブ
ー
を
侵
犯
し
た
結
泉
と
し
て
、
島
の
繁
栄
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
先
行
し
て
、
島
の
創

造
や
津
波
に
よ
る
島
民
の
滅
亡
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

。

山
下
の
論
文
は
、
む
し
ろ
民
俗
学
の
独
自
の
研
究
領
域
の
発
展
に
よ
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
多
く
の
示
唆
は
神
話
学
や
民
族
学
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
松
前
健
に
よ
れ
ば
、
日
本
神
話
の
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
生
み
の
モ
チ
ー
フ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の

洪
水
、
兄
妹
始
祖
の
破
片
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
二
神
が
最
初
の
子
生
み
に
失
敗
し
、
特
殊
な
儀
礼
の
後
に
子
孫
を
生
む
と
い
う

説
話
が
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

・
セ
レ
ベ
ス
等
に
見
ら
れ

rと
い
う
。
岡
正
雄
は

『
日
本
民
族
の
起
源
』
で
、
同
様
の
論
を
展
開
し

M
F

こ
れ
ら
の
比
較
研
究
の
展
望
の
中
で
、
村
上
順
子
は
、

「
西
南
中
国
の
少
数
民
族
に
み
ら
れ
る
洪
水
神
都
〕
を
発
表
し
た
。

四
川
省
中

江
県
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
玉
皇
の
怒
り
に
よ
り
洪
水
が
起
き
、
伏
裁
と
妹
の
女
嫡
だ
け
が
神
仙
の
助
け
で
竹
寵
に
乗
り
、
生
き
残
る
。
人

の
子
孫
を
残
す
た
め
に
土
で
人
を
作
る
が
不
成
功
に
終
る
。
地
母
の
娘
に
相
談
す
る
と
、
二
人
が
結
婚
す
れ
ば
良
い
と
教
え
た
。
七
日
七

晩
相
談
し
た
結
果
、
伏
裁
が
女
嫡
の
後
を
追
っ
て
、
追
い
つ
い
た
ら
結
婚
す
る
こ
と
に
し
た
。

七
回
り
し
て
も
追
い
つ
け
な
い
。
亀
に
教

え
ら
れ
て
、
伏
薮
は
逆
回
り
に
追
い
か
け
た
。
女
嫡
は
亀
の
た
め
に
捕
っ
た
と
し
て
、
次
の
方
法
を
決
め
る
。
山
の
上
か
ら
臼
の
上
半
分

と
下
半
分
を
転
が
し
、
二
つ
が
重
な
り
合
っ
た
ら
結
婚
す
る
と
い
う
。
不
思
議
な
こ
と
に
山
の
麓
で
臼
が
重
な
り
合
っ
た
の
で
、
結
婚
し

た
。
兄
妹
二
人
の
結
婚
の
結
果
、
百
日
後
に
肉
の
塊
を
生
ん
だ。

こ
れ
を
切

っ
て
ば
ら
ば
ら
に
す
る
と
、
そ
の
肉
片
が
百
人
の
男
子
と
な

り
散
ら
ば

っ
た
。
こ
れ
が
百
家
姓
で
あ
る
と
い
う。

村
上
は
こ
の
話
は
、
①
洪
水
に
よ
る
人
類
の
滅
亡
、
②
遊
水
具
に
よ
る
兄
妹
の
残
存
、
③
兄
妹
の
結
婚
に
よ
る
人
類
の
存
続
と
い
う
一
一一

大
要
素
か
ら
な
り
、
ミ
ャ
オ
族

・
ヤ
オ
族

・
イ
族
に
共
通
す
る
と
し
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
伝
承
に
お
け
る
様
々
な
モ
チ
ー
フ
の
異
同
を
比

較
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
の
伝
承
の
中
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
兄
妹
婚
が
忌
避
さ
れ
た
が
、
神
の
教
え
や
神
占
い
で
結
婚
を
承
諾
す
る
過



程
で
あ
る
。
前
述
の
四
川
省
の
伝
承
で
は
、
臼
の
上
下
が
合
う
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
ヤ
オ

・
ミ
ヤ
オ
族
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
形
態
と

し
て
、

針
と
糸
、

石
、
万
と
い

っ
た
も
の
が
投
げ
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
イ
ザ
ナ
ギ

・
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
生
み
神
話
も
と
も
か
く
、

〈天
地
始
之
事
〉
の
兄
妹
婚
の

モ
チ

ー
フ
に
通
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
村
上
は

「巨
視
的
に
み
れ
ば
、
西
南
中
国
地
方
の
洪
水
神
話
は
、
西
は
中
部
イ
ン
ド
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
部

中
園
、
台
湾
、
沖
縄
列
島
に
及
ぶ

「同
胞
配
偶
型
」
洪
水
神
話
に
属
す
る
」
と
し
、

今
後
の
資
料
の
拡
充
に
よ
っ
て
日
本
神
話
や
中
国
神

話
の
比
較
を
展
望
し
た
の

で
あ
る
。
伊
藤
清
司
も
『
日
本
神
話
と
中
国
神
話
』
に
収
録
し
た
諸
論
考
の
中
に
、
洪
水
神
話
と
兄
妹
始
祖
神

話
の
存
在
に
触
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

〈天
地
始
之
事
〉
に
再
構
成
さ
れ
て
い

っ
た
津
波
伝
承
と
兄
妹
婚
の
伝
承
の
ニ
要
素
は
、
中
部
イ
ン
ド
か
ら
太
平
洋
地
域
に

至
る
広
大
な
面
積
に
わ
た
る
諸
民
族
の
創
世
神
話
、
も
し
く
は
人
類
始
祖
神
話
に
内
包
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
断
片
的
で
あ
る
と
は
言

え
、
神
話
解
釈
や
口
承
文
芸
研
究
に
と

っ
て
も
重
要
な
一
資
料
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
伝
承
が
如
何
に
し
て
、

〈天
地
始
之
事
〉

の
中
に
定
着
し
た
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
も

っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

大
林
太
良
は

『
日
本
神
話
の
構
造
』
の
中
で
、
国
生
み
神
話
を
分
析
し
、
兄
妹
婚
神
話
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

イ
ザ
ナ
ギ

・
イ
ザ
ナ
ミ
ニ
神
は
、
明
ら
か
に
洪
水
神
話
中
の
兄
妹
神
で
あ
り
、

そ
の
役
割
か
ら
天
父
と
地
母
な
の
だ
と
し
た
上
で
、
天
父

と
地
母
の
結
婚
に
よ
っ
て
国
生
み
が
な
さ
れ
た
が
、
地
母
で
あ
る
イ
ザ
ナ

ミ
は
死
ん
で
天
地
が
分
離
し
た
と
す
る
。
つ

ま
り
自
然
界
の
秩

序
が
設
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
火
神
出
産
に
よ
る
死
は
、
火
に
よ
っ
て
暗
黒

(
H
死

・
無
秩
序
〉
と
光
明

(
H
生
命

・
秩
序
)

が
分
離
し
た
と
い
う
。
つ

ま
り
自
然
界
の
秩
序
、
文
化
の
成
立
を
二
段
階
に
表
現
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
セ
ス
ト

(
印
)



(
肌
)

は
秩
序
と
文
化
を
生
み
出
す
役
割
を
担

っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

〈
天
地
始
之
事
〉
に
定
着
し
た
兄
妹
婚
の
モ
チ
ー
フ
も
、
津
波
伝
承
の
モ
チ
ー
フ
も
人
類
の
成
立
、
農
耕
の
成
立
、
婚
姻
規
制
〈
す
な

わ
ち
婚
姻
制
度
)
の
成
立
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
カ
オ
ス
か
ら
コ
ス
モ
ス
、
自
然
か
ら
文
化
へ
の
移
行
が
表
現
さ
れ
て
い
た
と
言
え

よ
〉フ。谷

川
健
一
は
以
上
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
『わ
た
し
の
「
天
地
始
之
事
」
』

と
い
う
自
伝
め
い
た
小
説
の
中
で
、
津
波

伝
承
と
兄
妹
婚
の
モ
チ

ー
フ
を
洪
水
神
話
と
兄
妹
始
祖
神
話
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
、

a
、
〈
天
地
始
之
事〉

で
帝
王
パ
ッ
パ
マ
ル
ジ
と
そ
の
子
ど
も
達
が
た
ど
り
着
い
た
有
王
島
に
つ
い
て
は
「
あ
り
お
ふ
」
島
で
は
な
く
、

海
の
彼
方
に
あ
る
と
さ
れ
た
ニ

l
ラ
と
か
ニ

l

ル
ス
ク
の
対
句
と
な
る

ア
ロ
ウ
島
で
あ
る
。
五
島
列
島
の
三
井
楽
が
柳
田
国
男
の
指
摘

す
る
よ
う
に
ニ
ラ
イ
、
ニ

l

ラ
の
転
批
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
高
鹿
島
、
万
里
が
島

・
有
王
島
な
ど
は
海
彼
の
原
郷
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
島
の
伝
承
は
、
創
世
神
話
と
し
て
の
内
容
を
有
し
て
い
た
。
三

二
i
二

0
ペ
ー
ジ)。

b
、
洪
水
伝
説
に
は
生
き
残
っ
た
二
人
の
兄
妹
が
結
婚
し
て
、
子
孫
が
繁
栄
し
、
人
類
の
元
を
作
っ
た
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

洪
水
、
津
波
の
伝
説
が
あ
り
、
後
段
に
兄
妹
相
姦
の
説
話
が
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、

〈天
地
始
之
事
〉
で
は
兄
妹
相
姦
の
説
話
が
前
段

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
類
が
不
合
理
で
、
条
理
に
も
と
る
関
係
か
ら
出
発
し
た
と
い
う
無
意
識
の
主
張

か
ら
来

る

(
一一一
九

1
四
四
ペ
ー
ジ
)

と
論
じ
て
い
る
。

前
者
の
結
論
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、

〈天
地
始
之
事〉

の
諸
本
中
、
松
尾
久
市
本
を
全
面
的
に
採
用
し
た
た
め
の
結
論
で
あ
る
。

文
政
本
や
村
上
忠
蔵
本
で
は
、
有
王
烏
及
び
そ
の
対
と
な
る
万
盟
が
島
の
名
称
は
見
ら
れ
な
い
。
村
上
忠
旗
本
は
恐
ら
く
文
政
本
か
ら
の



筆
写
で
あ
る
ら
し
く
、

誤
記
か
と
思
わ
れ
る
差
異
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
松
尾
本
で
は
随
処
に
新
し
い
記
述
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
政
年
間
か
ら
大
正
年
間
ま
で
の
変
化
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
と
に
明
治
、
大
正
期
の
郷
土
教

育
の
普
及
、
知
識
の
交
流
、
増
加
は
、
当
然
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
原
郷
と
し
て
の
海
上
他
界
で
あ
る
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
何
の
異
議
も
な
い
の
だ
が
、
琉
球
系
統
の
ア
ロ
ウ
島
と
い
う
名
称
が
文
政
年
間
以
前
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ

っ
て
使
用
さ
れ
て
い

た
か
ど
う
か
を
証
明
す
る
資
料
は
な
い
の
で
あ
る
。

b
の
結
論
に
つ
い
て
考
え
て
見
ょ
う
。
〈
天
地
始
之
事
〉
が
形
成
さ
れ
た
時
点
で
は
、
津
波
伝
承
と
兄
妹
婚
の
伝
承
は
果
し
て

一
連
の

き
わ
め

伝
説
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
文
政
本
で
も
、
津
波
の
後
、
あ
り
お
ふ
島
に
た
ど
り
着
い
た
七
人
に
つ
い
て
、

「
夫
婦
の
極
な

く
ゆ
へ

、
女
は
眉
を
お
ろ
し
歯
に
鉄
奨
付
る
事
、
此
時
よ
り
は
じ
め
也
」
と
あ
っ
て
、
婚
姻
規
制
の
成
立
も
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

制
舟
に
乗
っ
た

の
は
、

帝
王
パ
ッ
パ
マ
ル
ジ
と
そ
の
子
六
人
と
だ
け
あ
る
点
か
ら
、
兄
妹
婚
の
再
現
さ
え
も
否
定
は
で
き
な
い
。
島
に
残

っ
て
死
ん
だ
者
も
、
新
し
い
島
に
移

っ
て
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
者
も
死
後
は
、
共
に
ベ
ン
ボ
ウ
に
あ

っ
て
、
最
後
の
審
判
を
待
つ
の
で

あ
る
か
ら
、
共
に
同
じ
境
過
に
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

し
か
し
、
兄
妹
婚
だ
け
が
伝
え
ら
れ
る
始
祖
伝
承
も
南
西
諸
島
に
は
見
ら
れ
る
。
佐
喜
真
輿
英
の
報
告
し
た
沖
縄
今
帰
仁
の
古
字
利
島

に
関
す
る
伝
承
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

最
初
の
人
兄
妹
こ
の
国
に
降
り
て
き
て
、
海
岸
で
貝
を
捨
っ
て
生
活
し
て
居
っ

た
。
あ
る
日
海
鳥
が
来
て
、
そ
の
首
尾
を
揺
か
す
を

見
て
、
彼
等
は
交
道
を
知
っ
た
。
そ
の
所
は
今
の
今
帰
仁
村
の
古
宇
利
島
(
恋
の
島
〉
で
あ
っ
た
。

(
m

)
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(
m

)

 

こ
の
伝
説
は
、

〈
天
地
始
之
事
〉
で
チ
コ
ロ
ウ

・
タ
ン
ボ
ウ
兄
妹
が
「
こ

い
お
し
ゑ
の
鳥
」
に
よ
っ
て
子
供
を
も
う
け
た
の
と
共
通
の

内
容
で
あ
る
。

山
下
欣
一
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
の
島
建
て
説
話

一
七
例
中
、
兄
妹
始
祖
説
話
は
二
二
例
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
津
波

伝
承
を
含
む
の
は
一
例
だ
け
で
あ
る
。
奄
美
諸
島
で
も

一
四
例
中
、
七
例
は
津
波
伝
承
を
伴
わ
な
い
。
つ
ま
り
、
兄
妹
始
祖
伝
承
が
独
立

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
柳
田
等
が
論
じ
た
高
麗
島
伝
説
の
よ
う
に
、
兄
妹
婚
を
含
ま
な
い
津
波
伝
承
も
ま
た
、
多
く
の
事
例
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
洪
水
と
兄
妹
始
祖
神
話
は
、
広
汎
な
分
布
か
ら
一
連
の
も
の
と
し
て
存
在
し
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ

る
が
、

〈天
地
始
之
事
〉
が
再
構
成
さ
れ
た
近
世
段
階
に
お
い
て
は
、
す
で
に
洪
水
、

津
波
伝
承
と
兄
妹
始
祖
伝
承
と
に
分
離
さ
れ
た
形

態
で
も
存
在
し
た
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
が
し
か
し
、
人
類
が
不
合
理
で
条
理
に
も
と
る
関
係
か
ら
出
発
し
た
と
い
う
主
張
が
兄
妹
婚
を
先
行
さ
せ
、
津
波
伝
承
を
後
段
に
お

い
た
と
い
う
点
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

谷
川
は
、

兄
妹
姦
と
い
う
不
条
理
な
「
お
そ
ろ
し
き
み
ち
」
は
人
類
の
始
源
に
さ
か
の
ぼ
る

「
恥
と
非
道
の
行
為
」
〈
ユ
ン
ク
〉
の
記
憶
で
あ
っ

て
、

人
間
の
進
化
の
過
程
で
タ
ブ

!
と
せ
ら
れ
、

こ
の
侵
犯
は
人
類
の
滅
亡
を
も
た

ら
す
と
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
哲
学
的
解
釈
で
は
不
満
を
感
じ
る
。

V 

罪
の
世
界
か
ら
の
救
済

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
津
波
伝
承
を
〈
天
地
始
之
事
〉
(
文
政
本
に
よ
る
)
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
読
み
直
し
て
み
よ
う

コ
ロ
テ
ル
と
い
う
楽
園
を
与
え
ら
れ
た
ア
ダ
ン
と
エ
ワ
は
、
パ
ラ
イ
ゾ

へ
の
出
入
り
を
許
さ
れ
て
い
た
が
、
ジ
ュ
ス
ヘ
ル

の
誘
い
に
よ



っ
て
マ
サ
ン
(
り
ん
ご
)
の
木
の
実
を
食
べ
る
。
そ
の
結
果
、
ア
グ
ン
は
後
悔
の
生
活
を
し
、

ヱ
ワ
は
行
方
も
知
れ
な
く
な
っ
た
。
①
地

上
に
下
っ
た
チ
コ
ロ
ウ

・
タ
ン
ボ
ウ
の
兄
妹
は
デ
ウ
ス
の
カ
で
他
人
と
な
り
、
子
ど
も
を
も
う
け
た
。
彼
等
は
デ
ウ
ス
の
言
葉
通
り
、
動

物
や
鳥
の
肉
を
食
べ
る
と
い
う
罪
深
い
生
活
を
し
て
い
た
が
、
②
人
の
数
が
増
え
た
た
め
に
食
物
が
不
足
し
た
。
天
に
願
う
と
デ
ウ
ス
が

虚
空
に
出
現
し
て
籾
種
を
与
え
て
く
れ
た
。
こ
れ
を
雪
の
中
に
ま
く
と
穀
物
が
実
り
、
野
山
に
広
ま
っ
て
豊
か
に
な

っ
た
。
③
そ
れ
か
ら

は
悪
心
欲
心
の
世
の
中
と
な
り
、

三
人
の
悪
人
が
あ
ら
わ
れ
た
。
デ
ウ
ス
は
三
人
を

一
体
に
縛
り
あ
げ
、
三
面
に
角
の
生
え
た
ア
マ
ヘ
シ

ヤ
グ
マ
と
な

っ
た
の
で
、
海
に
投
げ
込
ん
だ
。
④
だ
ん
だ
ん
人
が
多
く
な
る
と
盗
む
こ
と
は
あ
た
り
ま
え
と
な
り
、
欲
深
く
な
り
、
悪
事

に
傾
い
て
い
っ
た
。
次
第
に
悪
事
が
つ
の
る
の
で
、
デ
ウ
ス
は
憐
れ
に
思
っ
て
、
パ
ッ
パ
マ
ル

ジ
と
い
う
帝
王
に
、

寺
の
獅
子
駒
の
目
が

赤
く
な

っ
た
と
き
に
は
津
波
で
世
は
滅
亡
す
る
と
告
げ
た
。
子
ど
も
が
悪
戯
で
目
を
赤
く
塗
っ

た
た
め
に
、
鳥
は
津
波
に
沈
む
。
⑤
帝
王

と
そ
の
子
六
人
は
割
舟
に
乗

っ
て
逃
れ
、
共
に

「あ
り
お
ふ
」
島
に
着
く。

死
ん
だ
者
達
は
前
界
の
地
獄
ベ
ン

ボ
ウ
に
落
ち
た
。

@
剖
別
舟

で
逃
げ
た
者
達
は
島
に
住
ん
で
、
夫
婦
の
き
ま
り
が
作
ら
れ
、
人
は
次
第
に
増
え
て
い

っ
た
が
、
死
後
は
ベ
ン

ボ
ウ
に
落
と
さ
れ
た
。
デ

ウ
ス
は
こ
れ
を
憐
れ
に
思
っ
て
、
天
使
達
と
救
う
方
法
を
相
談
し
た
。

以
上
の
ス
ト

ー
リ
ー
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

ー
、
兄
妹
婚
に
よ
り
、
地
上
の
人
聞
が
生
ま
れ
る
。

E
、
穀
物
の
種
子
が
与
え
ら
れ
、
由
民
耕
が
始
ま
り
、
豊
か
に
な

っ
た
。

皿、

富
に
よ
り
悪
心
や
欲
望
の
世
と
な
っ
た
。

w、
デ
ウ
ス
は
島
を
滅
亡
さ
せ
、

帝
王
パ
ツ
パ
マ
ル
ジ
と
そ
の
子
等
を
救
う
。

v、
島
に
た
ど
り
着
い
た
者
か
ら
ま
た
人
聞
が
増
え
る
。

五

(
問
〉



二
六

(
町
)

ゆ
リ

mh
v

，、

こ
の

一
連
の
文
脈
は
「
歴
史
」
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
パ
ラ
イ
ゾ
に
お
か
れ
た
人
聞
は
神
に
叛
い
て
、

パ
ラ
イ
ゾ
の
快
楽
を
失
な

い
、
地
上
で
後
悔
の
生
活
を
送
る
。
だ
が
、
デ
ウ
ス
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
地
上
の
世
界
、
兄
妹
婚
で
始
ま
る
人
間
の
生
活
は
、
罪
の
増

大
で
し
か
な
か
っ
た
。
デ
ウ
ス
の
力
で
与
え
ら
れ
た
富
は
、
人
間
に
欲
望
や
悪
事
を
つ
の
ら
せ
て
い
っ
た
。
つ
い
に
デ
ウ
ス
は
こ
の
人
聞

を
滅
亡
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
富
に
満
ち
た
島
で
の
生
活
は
、
津
波
に
よ
る
島
の
滅
亡
で
失
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
は

第
二
の
楽
園
追
放
な
の
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
海
彼
の
原
郷
は
富
に
満
ち
た
、
そ
し
て
そ
の
故
に
悪
事
と
欲
望
に
満
た
さ
れ
た
島
で
あ
り
、
そ
の
悪
心
の
故
に
失
わ
れ

た
世
界
な
の
で
あ
る
。
洪
水
、
津
波
で
失
わ
れ
た
世
界
、
高
麗
島
は
柳
田
国
男
の
指
摘
す
る
通
り
、
貴
重
な
宝
物
に
満
ち
た
島
、

ニ
ラ
イ

カ
ナ
イ
や
常
世
、
竜
宮
な
ど
の
海
上
他
界
と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
世
界
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
竜
宮
や
地
蔵
の
浄
土
、
マ
ヨ
ヒ

ガ
、
隠
れ
里
な
ど
の
多
く
の
他
界
と
異
な

っ
た
の
は
、
そ
こ

が
キ
リ
シ
タ
ン
に
と

っ
て
往
来
不
可
能
な
、
断
絶
し
た
位
界
、
つ
ま
り
失
わ

れ
た
原
郷
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

津
波
に
沈
ん
だ
島
の
人
々
は
死
ん
で
ベ
ン
ボ
ウ
に
落
ち
た
。
そ
し
て
、
津
波
か
ら
救
い
出
さ
れ
た
者
達
も
ま
た
そ
の
子
孫
も
ベ
ン
ボ
ウ

に
落
ち
た
の
で
あ
る
。
兄
妹
婚
と
い
う
罪
か
ら
生
ま
れ
た
人
聞
は
、
デ
ウ
ス
の
救
い
の
手
が
差
し
延
べ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
さ
ら
に
そ
れ

に
よ
っ
て
罪
を
増
大
さ
せ
て
行
く
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
津
波
に
よ
る
島
の
滅
亡
と
い
う
〈
世
の
終
末
〉
で
は
、
救
済
と
は
な
り
得
な

か
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
津
波
か
ら
救
わ
れ
た
者
達
は
再
び
兄
妹
婚
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
っ

た
の
だ
か
ら
。
こ

の
罪
の
繰
り
返
し
、
非
の
輪
廻
を
断
ち
切
る
に
は
、
デ
ウ
ス
の
最
終
的
な
救
済
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
解
決
こ
そ
、
ピ
ル
ゼ

ン
・
マ
ル
ヤ
(
処
女
マ
リ
ア
)
に
よ
る
神
の
子
の
誕
生
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。



註

ω
谷
川
健

一
『
わ
た
し
の
「
天
地
始
之
事
」
』
(
筑
・
断
書
房

ω
谷
川
前
掲
書
(
一
六
三
ペ

ー
ジ
〉
あ
と
が
き
に
よ
る
。

ω
回
北
耕
也
校
註
「
天
地
始
之
事
」
(
『
キ
リ
シ
タ
ン
岳
、
排
耶
醤
』
岩
波
書
広

一
九
七

O
年

三

八

一ペ

ー
ジ
1
四
O
九
ペ
ー
ジ
〉
に
よ
る
。
引

用
に
あ
た

っ
て
は
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
を
片
仮
名
書
き
に
あ
ら
た
め
た
。
以
下
文
政
本
と
呼
ぶ
、
ま
た
断
り
の
な
い
場
合
は
こ
れ
に
よ
る
。

川w

回
北
耕
也
『
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
』

(
日
本
学
術
振
興
会

一
九
五
四
年
)
中
の
異
本
に
よ
る
。

田
北
に
し
た
が
い
松
尾
〈
久
市
)
本

と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

同

国

北

前

掲
書

(
九
六
ペ
ー
ジ
)

帥
田
北
前
掲
書
〈
九
九
ペ
ー
ジ
〉

切

片

岡

弥

士
口
校
註

「
天
地
始
之
事
」(『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
八
巻

一一一一

書
房

一
九
七
二
年

一
O
O
一
1
一
O
二
四
ペ
ー
ジ
)
明

治
年
代
筆
写
、
筆
録
村
上
忠
蔵
(
村
上
近
七
所
有
)
に
よ
る
。

同
デ
ウ
ス
が

つ
く
っ
た
十
二
天
の
う
ち
、
地
獄
ベ
ン
ポ
ウ
よ
り
一
段
上
位
に
置
か
れ
る
地
上
の
世
界
を
さ
す
。

同
名
称
の
由
来
は
明
ら
か
で
な
い
。

川
何
回
北
に
よ
れ
ば
四
時
一
生

ω
大
林
太
良
『
日
本
神
話
の
構
造
』

(弘
文
堂

一
九
七
五
年
〉
等
参
照

凶

谷

川

『
わ
た
し
の
「
天
地
始
之
事
」
』
(
一二
九

1
四
四
ペ
ー
ジ
)

日
宮
古
島
狩
俣
の
島
建
て
伝
承
に
は
、
蕎
麦
に
か
え
て
大
一旦
が
入
る
が
五
穀
の
成
立
を
説
く
も
の
が
あ
る
。
山
下
欣

一
「南
西
諸
島
の
兄
妹
始
祖
説

話
を
め
ぐ
る
問
題
」
(
『
昔
話
伝
説
研
究
』
第
二
号
一
九
七
二
年
所
収
一
一
一

1
一一一五ペ

ー
ジ
〉

凶
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
五
巻
歌
謡
耐
空
二
官
官
房
一
九
七
三
年
九
六
ペ
ー
ジ
)

日
同
(
一
六
七
ペ
ー
ジ
)

間
本
学
総
務
部
長
鳥
羽
信
也
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
新
井
恒
易
『
農
と
回
遊
び
の
研
究
』
(
明
治
書
院

一
九
八

一
年

下
巻
四
五

一ペ

ー
ジ
)。
そ

の
他
の
田
植
歌
に
も
八
、
九
、
七
等
の
数
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

間

雪
中
の
田
植
神
事
な
ど
に
よ
る
も
の
と
す
れ
ば
詞
章
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
推
測
の
域
を
出
な
い。

一
九
八
二
年
二
五
ペ
ー
ジ
〉
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一八

(

防

)

側

戸

谷

敏
之
『
切
支
丹
農
民
の
経
済
生
活
|
肥
前
国
彼
杵
郡
浦
上
村
山
里
の
研
究
|
』

(
日
本
学
術
論
叢
伊
藤
書
広

一
九
四
三
年
〉
、
ま
た
、
片

岡
弥
士
口
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
史
』
(
時
事
通
信
社
一
九
七
九
年
五
回
二

1
一一一ペ

ー
ジ
〉
に
も
経
過
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

帥

『

外

海

町
誌
』
(
外
海
町
役
場
一
九
八
四
年
五
八
i
八

一ペ

ー
ジ〉

側

回
北
に
よ
れ
ば
、
教
皇
殉
教
者
の
窓
が
固
有
名
詞
化
さ
れ
た
も
の
。

削
回
北
『
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
』
(
一

O
六
1
九
ペ
ー
ジ
〉

問

比
屋
根
安
定
註
『
吉
利
支
丹
文
庫
第
二
斡
』
(
箸
醒
社
一
九
二
六
年
二
二

1
二
ペ

ー
ジ
〉
に
よ
っ
た
。

凶

田
北
『
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
』
(
一

O
八
ペ
ー
ジ
)
『
平
家
物
語
』

中
の
有
王
を
意
図
し
て

い
る
。

凶
王
を
は
じ
め
有
合
人
々
、
五
体
も
こ
ど
へ

云
々

(
天
帝
人
間
を
為
助
、
御
身
を
分
け
さ
せ
給
事
)
と
あ
る
。

附

『
長
崎
市
史
風
俗
紡
上
』
(
長
崎
市
初
版

一
九
二
五
年

復
刻
一
九
八
一
年
二
九
七
ペ
ー
ジ〉

側
昭
和
六
年
の
訪
問
記
録
に
よ
れ
ば
、
「
松
本
部
落
切

っ
て
の
物
識
り
」
と
あ
る
。
(
回
北
『
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
』
一
一
一一一ペ

ー
ジ〉

間
『
旅
と
伝
説
』
第
三
年
八
月
号
(
通
巻
三
十

一
号
)
所
収

(
一
九
三

O
年
八
月

一
七
1
一
九
ペ
ー
ジ
)

側
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第

一
巻
所
収
〈
一
九
六
三

年

三

八
七

l
三
九
八
ペ
ー
ジ
)

四

則

参

照

側
『
旅
と
伝
説
』

一一一
l
九
(
七
六
ペ
ー
ジ〉

側

側

参

照

間

闘

参

照

間
前
掲
凶
(
三
八
五
ペ
ー
ジ
〉
参
照

倒

凶

参

照

間
総
前
健
『
日
本
神
話
と
古
代
生
活
』
〈
有
精
堂

一
九
七

一
年

一
四
二
ペ

ー
ジ〉

側
『
日
本
民
族
の
起
源
』
(
平
凡
社

一
九
五
八
年
四
五
ペ

ー
ジ
)

間
『
東
ア
ジ

ア
の
古
代
文
化
』
別
刷
(
大
和
書
房

一
九
七
五
年
)

側

伊

藤

清
司
『
日
本
神
話
と
中
国
神
話
』
(
学
生
社

一
九
七
九
年
)

側

側

(三

0
1
三
六
ペ

ー
ジ〉



柵

前

掲

間
山
下
論
文
所
引

(
二
六
ペ

ー
ジ〉

川

谷

川

『
わ
た
し
の
「
天
地
始
之
事
」』
(
四
四
ペ
ー
ジ
)

問
最
も
言
葉
が
少
な
く
、
質
朴
で
あ
り
な
が
ら
、
合
意
に
満
ち
て
い
る
。

附

昔

話

・
伝
説
に
は
他
界
に
行
っ
た
話
、
他
界
か
ら
宮
を
贈
ら
れ
た
話
が
多
い
。
だ
が
そ
れ
ら
も
結
末
で
は
関
係
が
断
た
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
質
的
に
原
郷
は
失
わ
れ
た
世
界
で
あ
る
と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
鹿
島

・
万
里
が
島
の
視
座
、
〈
天
地
始
之
事
〉
に
見
ら
れ
る
他
界

は
、
他
の
他
界
に
関
す
る
背
話

・
伝
説
の
本
質
と
ど
う
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
ら
た
め
て
問
い
直
し
た
い
。

九

(
山
)



書評

『素直 を戦士たち』

城山 三郎著(新潮文庫〉

杉江つま

いつ頃だったか記憶は定かではないが，この小説はNHKテレビでドラマ化

され放映された。 1980年代のベストセラーともなった書物で、あるので，タイト

ルは覚えておられる方も多いこ とだろう。私自身はこのテレビに触発され読書

欲をかりたてられたわけで、あるが，読み進むうちに， [""おもしろうて，やがて

悲しき芝居かな」の気持になってきた。正直いって最後には生理的嫌悪感さえ

覚えた。

この小説は現代社会における進学競走をテーマにし， その背景にちらつく教

育と，親子関係のー断箇を快ってみせたものであり，現在私は幼児教育を専攻

する学生達に推薦図書としてとりあげている一冊である。

素直な戦土たちというのは，燃えさかる炎の如くの教育ママの必死の作戦

と，その指揮命令のもとに何の疑いも持たず， 受験戦争の戦場へとかりたてら

れるあわれな戦土，つまり子どもたちのことである。

女主人公松沢千枝は結婚前からベストコ ンディショ ンで子どもを宿し，優秀

な子どもを出産し，全てのものを犠牲にしてまでも，東大合格とし、う受験戦争

のヒーロ ーたらん子どもに育ててみせるという，一種創造的育児願望をいだい

ている女性である。彼女の超一流大学の突破プラン成就のための作戦は，すさ

まじいまでの徹底かつ徹密さであり，その超級密性がゆえにこの小説は面白い

とも言える。

東大合格のための作戦とは，頭の良い優秀な男児を うむためには， 25~26才

が一番高い確率であるとし、う学説に従って， 24才の時に見合をする。千枝は学

歴は遺伝しな くとも知能指数は遺伝すると信じて，現実には有名大学出身でな

くとも，とにかく 153という高い知能指数を有する平凡な男を夫に選択し結婚

ナる。

千枝にと っては夫の出世欲はかえって自分の理想とする育児には支障になる
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とさえ考えている。こうして彼女の理想の夫を得て遠大なプラ ンの一歩はスタ

ートする。

千枝は英才教育のために，可能な限りの育児t!?，教育.mの最近学説を読み，
男児を受胎するために，ほやほやの仕入れたばかりの学説をふりかざし，夫に

対して結婚式の日取りはもとより，セ ックスの体位，食生活まで詳細な指示を

与える。

受胎後は胎児の頭をよくするための献立，脳細胞に十分酸素を与えるための

体位など，はたまた妊娠中に東大合絡発表の場に出むき合絡へのイメージトレ

ーニ ングを積み，胎教に努力する。最高の環境でうみ育てt.:.¥'、とし、う願望のも

とに，生まれた英一郎という子に頭脳を刺激するための食事，情操教育，有名

塾通いは勿論のこと，彼女の考えられる粋をつくして英才教育を試みる。こう

して全てのものを犠牲にしても東大に入学させることは，子どもにどんな人生

でも無限の選択ができ，大物にすることこそが創造的育児であり，人間の大仕

事であるとL、うわけである。

夫の秩維は会社では出世の見通しもない，ちょっ と人生に退屈している平凡

なサラリーマン。千枝の情熱にいつしかまき込まれ，ある種のとまどいと疑問

を感じつつも，彼女の創造的育児の協力者となってゆく。

いじめの問題をはじめとして，受験体制はもとより教育制度の根本的な見直

しがせまられているのが教育界の現状である。

教育学，育児学，心理学などは人聞を対象とする学問であり，その成果およ

び結果を得るためには， 10年単位あるいはそれ以上の長期間を要する。しかも

数学や物理学などのように，明らかに実証できる学問とは異なり，必ずしも明

確に実証し解明することが困難な学問のように思う。実験などの裏づけもでき

ないことはないが限界がある。結局このような場合には，学聞は推論や推測で

判断することになり，その蓄積を利用して実際に応用し，役立つ理論を構築し

ていくのが教育や育児などの学問分野であろう。それゆえに， うっかりすると

同事象に対しても全く正反対の見解が出るとい うこともしばしば経験するとこ

ろである。現実に数多くの教育蓄が出版され，議論が交錯し，現場ではどの学

説を信頼してよいのやら翻弄されることがま Lある。この小説の女主人公の場

合も，読みあさった数々の教育学説は，無数にあふれそのために日常の育児も

ふりまわされてゆく 。そしてこの少々浅はかな教育ママの説く， しかもくる く

ると簡単に変化する学説をまゆっばものだと感ずる理性を持ちながら，ズルズ
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ルと夫は加担してゆく。別に彼は千枝の理想、とする創造的育児に対して，全面

的に共感しているわけでもないのに，全くもって皮肉である。夫は一抹の不安

をいだきながらも，妻の逸脱した行為を軌道修正もせず，全面協力をよぎなく

される。

戦後父親の役割が驚く程弱体化し，父権喪失時代といわれて久しいが，この

ような典型的な父親像を示しているかのようにも思える。確かに世論調査など

の報告を見ると「地震， 震， 火事， おやじ」に代表される ミよき強きおやじ

像、は喪失したかに思える。結果として新しいスタイルの父親像が出現し，マ

イホーム型のただやさしくよい父親や，雑事には無関心で・いわゆる給料運搬屋

としての父親である。彼らの多くは仕事が忙しいを口実に，家庭に対して父親

としての役割の認識にかけ，子どものことなどは母親にまかせきりの無関心さ

で，常に傍観者的な態度をとる父親群である。このアウトサイ〆一的な父親鮮

が家庭教育の混乱を招き，精神不在の元凶になっているように思える。父親の

豊かな包容力と適度の威厳は，家族に安定感をもたらす。私が父親像で強く心

ヲ|かれたのはグスタフ ・フォス氏の父上である『日本の父へ.n (新潮社〉から

引用する。・・・…こと勉強に関しては口出しすることはまずなかった。 r大学へ
行きたL、なら行かれるようにやれ，自力でやることだ。辛いと思うなら行かな

くてもよし、」父は自分のむすこを教育する出発点に，自立，独立の精神をおい

た。 ・・と述べておられる。ついでに彼らの父子関係を紹介しておくと，グス

タフ ・フォス氏は神父であるが，彼の父親はドイツの炭坑夫として働き，成績

のよい息子を無理して工科系の学校へ進学させる。しかし息子は途中で神学に

関心をいだき進路を変更する。そして神学校卒業後，日本へ布教にやってく

る。父子はその後再会することはなかったという。考えてみると日本にあって

もこのようなクールな父子関係が存在したし，こんなパターンの父子関係が本

来の姿であったように思える。つまり彼の父上は自己の生活を精一杯全うし，

子どもの人格を認め， 1個の人間として主体的に生きさせたということであろ

う。親子関係は互いに選択できない間柄であるのは各国において共通である。

しかし我国のともすると子どもは親の所有物と錯覚するような，あいまいな親

子関係を脱却し，親は子どもを完全に独立した個人で、あることを，もう一度見

直す時期にきているように思う。深層部分では信頼しつつ，親が子どもをクー

ノレにさめた目で見つめることが今後互いを生かす近道であろうと考える。さら

にこの小説の父親の生き方は，単なる父親の問題としてではなく，我々の日常生
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活の中にも，これと類似したことはた くさんあるように思える。ある事柄に対し

て多少の不安や疑問には目をつむり，乗りかかった船だから目的とする港に到

着するべく航海するしかない。後もどりは許されずいわゆるミやるしかなし、

とし、う感情に追い詰められることがよくある。途中で方針を変更または修正す

ることは，それまでの行為を無にすることに等しいと考えがちである。この考

えが加速され，ひたすら破局に至る道と予感しつL継続している場合が多い。

軌道修正は膨大なエネルギーと勇気が必要だからである。個人レベルの問題の

みならず，社会現象も同原理で突っ走ることが多い。公害しかり教育問題など

など…-。数えあけ.たらきりがなし、。そんな中でも特に学歴社会から派生する

諸hの問題は，社会的混乱を招いている。だからこそこの小説なども留かれる

のであろうが，千枝の主張する受験戦争の勝者は，その未来に素晴しい栄光を

手中にできるように考えひた走るが，突はその先には人間性喪失とL、う大きな

代fltが待ち受けているかも知れないのに，親子ともども感性がにふ;り，そんな

ことなど気にもかけなし、。一人でも多くけおとすことばかりを考える。これが

小説の世界ばかりではなし現実の社会にも突在する。これらの社会問題をは

じめとして，個人生活もこうした構造原理に翻がされている部分が多く，単な

る{乍中の父親のことだと軽く受け流せない部分がヒヤリとさせられる。

作中の父親に対してかなりのスペースをさいたが，やはり問題点のもう一角

は母親ということになろう。それは結局は家庭教育はいかにあるべきかという

ことにつながる。千校を通して母親ならびに家庭教育のあり方を考えてみた

L、。

作中の家族構成と同様，現在我国の家族は夫婦と子ども 2人とL、う パター ン

が多し、。その大半は中流階級であると自覚し，両親もほどほどの教育を受け，

比較的子どもの教育には熱心であることが多い。

子どもをどう育てたらよいか，これがどの親も悩み考えることであると思う

が，どうもミこれがベストですよミという答は得られないように思える。それ

は素材としての子供の資質が一人一人異なるから，現実にはその子どもに対応

しつつ考えていくことが大切である。人間の子どもは人間として成長していく

ためには，人聞に育てられ適切なる時期に、適切な事柄を教育されないと，人

間らしくならなし、。その好例として引用されるのがインド山中で発見されたオ

オカミ少女の事例である。結局彼女らは終生言語，動作など人間らしし、行動獲

得はなされずじまいだったと報告されている。人間の子どもは一人前のおとな
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になるまでに，他の動物と比較して非常に長い期聞を要する。その間子どもは

親をとおして，自分の生まれ育った社会の文化を受け継ぎ，やがては社会のー

構成員となってゆく。それだけに，どんな親にどのように育てられたかによっ

て，子どもは生涯にわたり その影響を受けることは当然である。とりわけ幼児

期は母親との銭触が多いわけで，母親の資質 ・育児態度が子どもの成長に決定

的な要因を与えることは，し、なめない事実である。この小説の主人公千枝も他

の母親に比較して非常に教育熱心と言える。ただ彼女の目ざす教育のゴールが

東大合格のみにある部分が短絡的であり，やがては人間性スポイルとし、う重大

欠陥を招く結果になり，悲喜劇を生む。子どもは未成熟のものであるから，将

来彼らが 1個の人間として健康で社会生活を営んで行くためには， 意図的に働

きかけなければならなL、。いわゆるしつけである。とりわけ基本的な生活習慣

などのしつけは人間関係を円滑にし，社会生活上不可欠の条件でる。子どもた

ちには知的面，精神面の双方がパランスよく発達することが必要であり，千校

の教育方針は一方的な知的メニューが豊富で，精神的栄養補給が不十分であっ

たということになる。子どもは未発達がゆえに保護することが大切なことは言

うまでもなし、。しかし我国の場合はそれが過保護という当の子どもを無視し，

親の自己満足としての保護である場合が多く， これでは一種の親のエゴと見な

されても仕方あるまし、。親は前述したグスタフ ・フォ ス氏の父上のように，そ

の子どもの人格を認め，幸福な人生であるようにの願望のもとに，社会の一員

として立派に自立できるよう，人生の水先案内人としての役割りを果たすべき

である。その意味で、戦後40年親たちは自分たちの当然するべきことをしなくな

ったように思える。母親においてもしかりで，食事やしつけの手ぬきなどはそ

のあらわれを物語っている。

人間誰しも完全無欠ではないから，不十分な部分が多L、。それらをも包括し

た上で，子どもに限りない愛情を注ぎ，生命の尊厳さを教え，子ども自身一人

一人は決して無駄に生きている人間ではなく，かけがえのない人間なのだとし、

うことを幼児期から体得させうる努力が必要である。そんな毎日の育児の硝み

かさねは子どもたちにとってどんなにか幸せなことであろ う。

主人公千枝は子どもは私有物のごとく扱い，まるで高性能のロボ ット製作で

もするかのよ うに子どもに接触する。果ては人間ロボットに奴隷のごとくにこ

き使われる。これでは彼女の遠大な計画は，はじめから失敗に終るとわかって

いるようなものである。こんな計算づくめの人間教育なんか出来るわけがな
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い。いつかどこかでつまずき，脱線し大失敗を招くにちがし、ない。その時期を

ある種の冷酷さとともに待ち望み，予感した如くにその結末は意外に早く予期

しない形であらわれ，この小説は展開してゆく。当然の結果だと満足しつ Lも

何故か妙に心の痛みが残った。

賢い母親とは一体どうあるべきか? 難聞をつきつけられ困惑するばかりで

あるが，これこそこうあらねばならないとい う定型パタ ーンはありえないよ う

に思う。いつの時代にも自分流の生き方や信念をし、だき，模索しながら生き，

子どもとむかし、合う ことが必要であるように思う。この小説は考えてみると一

見単純なおとぎ話でも語られているようである。とかく単純な語り口のおとぎ

話には，時として非常な残酷さを持っていることに気ずかされる。そしてその

主人公が子どもである場合にはなおさらである。とかくおとぎ話の場合，我々

は超人的能力を有する子ども話を好む傾向があり，この種のおとぎ話は，日本

にも桃太郎をはじめと し，たくさん伝承されている。 おとぎ話は時代背景や社

会の影響をうけ，同一テーマであってもそれぞれの時代の特性を兼ね備えてい

る。千枚流に語らせたならば，現代おとぎ話の主人公は有名大学に合格する子

どもということになろう。千枝ばかりではなく，かなりの数の母親が現実の子

どもの能力や個性を無視して，受験戦争のヒーローにしたてあげたがり，また

それを子どもに期待するのであるからたまらない。

現実には千枝程徹底して実行できなくとも，かなり千枝の心理が多くの母親

たちに共通しているからこそ，ベストセラーになり得たと考える。手頃なおあ

つらえむきの浅はかな夫婦の子育てをみて，世の教育ママや教育パパはあれ程

自分達は愚かではないよとうそぶくかもしれない。だが同次元のことが，相も

変わらず繰り返され翻弄されている現代人の姿を我々の眼前につきつけた城山

三郎という作家の空恐ろしさを感ずる。
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「
紀
要
」
合
評
研
究
例
会
報
告

「
紀
要
」
合
評
研
究
例
会
は
、
「
紀
要
」
の
合
評
と
研
究

・
教
育
の
交
流
を
趣
旨
と
し
、
第
一
二
五
回
教
授
会
(
昭
和
六
十
年
四
月

五
日
)
の
承
認
の
も
と
「
紀
要
」
編
集
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、
本
年
度
五
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
以
下、

そ
の
開
催
日
、

テ
!
?
、
発
表
者
(
敬
称
略
)
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
例
会
で
は
い
ず
れ
も
火
曜
日
の
二
時
四
十
分
な
い
し
三
時
よ
り
五
時

ま
で
発
表
及
び
討
議
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
会
場
は
第
二
回

(
四

O
六
教
室
〉

の
他
は
い
ず
れ
も
本
学
会
議
室
で
あ
る
。

。
第

一
回

四
月
}一一十
日

私
の
歩
ん
だ
英
語
教
育
の
旅

キ
リ
シ
タ
ン
の
神
話
的
世
界
同
|
マ
リ
ア
の
逃
亡

近

藤

久

美

子

紙

谷

威

庚

。
第
二
回

五
月
十
四
日

英
訳
『
関
目
抄
』
(
日
連
〉

H

掘

宮
沢
賢
治
に
お
け
る
「
ま
こ
と
」
の
美
と
信
仰

|
『
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
虹
』
を
中
心
と
し
て
石

川

教

張

教

通

。
第

三

回

六

月

二
十
五
日

英
語
能
力
の
効
果
的
な
測
定
技
法
に
関
す
る
研
究

(I
)
ク
ロ
ー
ズ

・
テ
ス

ト

ω

神

山

正

人

。

第

四

回

九

月
十
七
日

外
国
語
教
育
に
お
け
る
視
覚
教
具
と
意
味
理
解
の
関
連
に
つ
い
て

回

島

富

美

江

。

第

五

回

十

一
月
二
十
六
日

幼
児

・
学
童
期
に
お
け
る
安
全
能
力

杉

江

ペコ

ま九

(
u
m〉



七。
(
部
)

報

注
目
〉

「
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
校
歌
」
制
定
の
経
過
報
告

本
学
校
歌
は
、
創
立
二
十
周
年
に
当
る
昭
和
六
十
一
年
二
月
、
別
掲
の
通
り
、
作
調

・
谷
川
俊
太
郎
、
作
曲

・
服
部
克
久
両
氏
に
よ
っ
て
完
成
し

た
。
昭
和
六
十
年
度
中
に
校
歌
が
制
定
さ
れ
、
引
続
き
校
歌
の
普
及
に
取
組
む
段
階
に
至

っ
た
の
で
、
こ
こ
に
校
歌
制
定
の
経
過
を
簡
略
に
記
し
て
報

告
と
し
た
い
。

校

歌

制

定

推

進

委

員

会

昭
和
問
年
(
一
九
八
三
)

5
月
叩
日
第
一
九
四
国
教
授
会
に
て
、
本
学
の
校
歌
を
制
定
す
べ
き
旨
提
案
さ
れ
た
(
提
案
者
石
川
教
張
講
師
〉
。
協
議
の
結
果
、

校
歌
を
つ
く

る
こ
と
を
決
定
、
直
ち
に
「
校
歌
制
定
推
進
委
員
会
」

(紙
谷
威
庚

・
山
田
田
津
子

・
杉
江
つ
ま

・
石
川
教
張
の
四
教
員
に
て
構
成
)
の
設
置
が

決
め
ら
れ
た
。

6
月
7
日
「
校
歌
制
定
推
進
委
員
会
」
を
開
催
。
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
校
歌
の
制
定
と
普
及
、
作
詞
者

・
作
曲
者
の
選
定
と
依
頼
を
主
内
容
と

す
る
委
員
会
方
針
を
定
め
て
校
歌
.
つ
く
り
に
着
手
。

7
月
5
日
「
校
歌
制
定
推
進
委
員
会
」
を
開
催
。
作
詞
者

・
作
曲
者
の
選
定
方
法
を
中
心
に
協
議
。

9
月
日
日
第

一
九
七
回
教
授
会
に
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
校
歌
の
制
定
と
普
及
、
経
費
に
配
慮
し
つ
つ
作
詞

・
作
曲
の
依
頼
あ
る
い
は
公
募
な

ど
種
々
の
事
項
に
取
組
む
と
の
委
員
会
方
針
を
報
告
。

昭
和
田
年
三
九
八
四
)

3
月
2
日

第

二

O
三
回
教
授
会
に
て
、
予
算
措
置
に
つ
き
学
長
に
請
願
。

3
月
予
算
額
に
つ
き
学
長
よ
り
山
田
委
員
に
伝
達
。

4
月
口
日
作
詞
者

・
作
曲
者
は
建
学
の
精
神
及
び
教
育
方
針
を
具
現
し
え
る
方
に
依
頼
す
る
回
聞
を
確
認
。
山
田
委
員
が
谷
川
俊
太
郎
氏
に
、
石
川



委
員
が
服
部
克
久
氏
と
の
依
頼
交
渉
に
当
る
こ
と
を
決
め
る
。

5
月

iω
月

各

方

面

に
打
診
し
両
氏
へ

の
依
頼
交
渉
を
続
け
る
。

U
月

谷
川
・
服
部
両
氏
よ
り
相
前
後
し
て
内
諾
を
得
る
。

日
月
初
日

学
長
名
に
て
両
氏
宛
に
委
嘱
書
を
発
送
す
る
。

ロ
月
4
日

第

一
一
一
一
一
回
教
授
会
に
、
作
詞
谷
川
俊
太
郎
氏
、
作
曲
服
部
克
久
氏
に
決
定
し
、
両
氏
の
快
諾
を
得
た
こ
と
、
孔
月
却
日
付
で
両
氏
に

委
嘱
奮
を
発
送
し
た
回聞
を
朗
報
告
。

昭
和
印
年
(
一

九
八
五
〉

1
月
川
口
日
山
田

・
石
川
委
員

・
井
口
教
媛
、
服
部
氏
宅
訪
問
。
作
曲
に
関
す
る
委
嘱
内
容
を
説
明
、
服
部
氏
と
打
合
せ
す
る
。

1
月

m
日

谷

川
俊
太
郎
氏
来
校
。
学
長

・
委
員

・
教
員
と
懇
談
。
学
生
代
表
と
作
詞
に
つ
い
て
意
見
交
流
を
行
う
。

2
月
5
日

第

一
二
三
回
教
授
会
に
、
服
部
氏
と
の
打
合
せ
内
容
、
谷
川
氏
と
の
懇
談
内
容
を
報
告
。

6
月
幻
日

紙
谷

・
山
田

・
石
川
各
委
員
、
谷
川
氏
と
南
阿
佐
ヶ
谷
に
て
懇
談

・
打
合
せ
。

9
月
3
日

谷
川
氏
よ
り
作
詞
が
郵
送
さ
れ
る
。
「
学
生
か
ら
も
要
望
が
出
ま
し
た
し
、
英
語
教
育
に
カ
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

一
、
二
節
と
も
英
語
で
始
め
て
み
ま
し
た
。
い
さ
さ
か
従
来
の
校
歌
詞
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
の
貴
校
へ
の
思
い
入
れ
と
お
考
え
い
た

だ
い
て
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
」

(同
封
添
書
き
よ
り
)
。

9
月
ロ
日
谷
川
氏
よ
り
本
学
に
電
話
。
詩
句
の
読
み
方
を
確
認
。

9
月
日
日
服
部
氏
宛
に
作
詞
コ
ピ

ー
を
発
送
。

9
月
川
口
日
委
員
、
谷
川
氏
と
南
阿
佐
ヶ
谷
に
て
懇
談
、
謝
意
を
表
す
る
。
英
語
の
箇
所
に
ル
ピ
を
付
す
旨
諒
承
を
得
る
。
紙
谷
委
員
よ
り
、
来
校

記
念
写
真
を
進
呈
。

同
月
8
日

第

二
二

O
回
教
授
会
に
、
谷
川
氏
自
筆
の
作
調
コ
ピ

ー
を
配
布
。
本
学
関
係
文
書
に
所
載
す
る
場
合
、

一
部
の
詩
句
に
設
を
付
す
旨
を

確
認
。

凶
月
刊
ω
日
服
部
氏
来
校
。
学
長

・
委
員
と
懇
談
。
卒
業
式
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
作
曲
す
る
こ
と
、

コ
ー
ラ
ス

入
り
レ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ

と
等
を
打
合
せ
。
紫
友
会
役
員
と
意
見
交
換
。
委
員
、
服
部
氏
と
東
高
円
寺
に
て
懇
談
。

七

(
位

〉



七

(
剖
)

日
月
5
日
第
一
=
二
回
教
授
会
に
、
服
部
氏
の
来
校
と
打
合
せ
内
容
を
報
告
。

昭
和
臼
年
(
一
九
八
六
)

1
月
刊
ω
日
服
部
氏
よ
り
作
曲
が
出
来
た
旨
連
絡
を
受
け
取
る
。

2
月
4
日
第
二
二
四
回
教
授
会
に
、
服
部
氏
よ
り
作
曲
完
成
の
連
絡
が
あ

っ
た
旨
を
報
告
。

2
月
6
日

石

川
委
員
、
服
部
氏
宅
を
訪
問
。
服
部
氏
自
筆
の
譜
面
と
氏
吹
込
み
の
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
を
受
け
取
る
。

2
月
日
日
午
後
2
時
よ
り
2

時
間
、
テ
レ
ビ
朝
日
抑
ス
タ
ジ
オ
で
コ

ー
ラ
ス
入
り
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
よ
う
手
続
き
。

2
月
8
日

学

長

に

2
月
6
日
の
服
部
氏
訪
問
と
打
合
わ
せ
内
容
を
報
告
。
学
長
、
経
費
に
つ
き
手
配
。

2
月
日
日
コ

ー
ラ
ス
(
東
京
混
声
合
唱
団

・
女
性
四
人
)
入
り
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
テ
レ
ビ
朝
日
の
抑
ス
タ
ジ
オ
に
て
行
う
。
服
部
氏
伴
奏
。
杉

江
・
石
川
委
員
立
会
う
。

2
月
日
日

「校
歌
制
定
推
進
委
員
会
」
を
開
催
。
校
歌
の
普
及
に
関
す
る
方
針
を
検
討
。

3
月
7
日
第
二
二
五
回
教
授
会
に
、
校
歌
完
成
を
報
告
。
校
歌
を
披
露
。
卒
業
式

・
入
学
式
に
校
歌
斉
唱
す
る
旨
を
確
認
。
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7
.は

v
t

叩
昨

η

ド
，
ぃ
字
手

E

b
主

ど

主

ハ

回

イ

yE
よ

3

ニ

司

戸

時

同

，

司

混

イ

叱

柄

J

4
青

山

孔

a
a，幸
1
t
正

マ

号

沿

岸

盤

。mwE
E
S伽
ゴ

l
タ
マ
と
よ
む
。
の
o
E
S
hw
と

L
e，、
そ
ん

も
書
く
。
仏
教
の
開
組
と
し
て
知
ら
れ
る
釈
尊

の
生
れ
た
家
の
姓
。
最
も
す
ぐ
れ
た
聖
な
る
牛

L
e
a
ae
，、

と
い
う
意
味
。
釈
尊
は
イ
y
ド
の
釈
迦
族
の
子

と
し
て
誕
生
、
ゴ

l
タ
7

・
シ
ァ
ダ
Y

タ
(印
広
白

an
£
凶
句

ι
r
E
m
E
)
と
称
し
、
真
実
の
法
を
悟

っ
て
仏

-n
，、
L
e

(覚
者
)
と
な
り
コ
l
タ
マ
・

プ
ツ
ダ
と
い
わ

れ
た
。
釈
尊
は
釈
迦
族
出
身
の
盟
者
を
窓
味
す

し
や

か

hw

に

ぜ

そ
ん

る
釈
迦
牟
尼
世
尊
の
略
称
。

円

K
E
-
-
-蓮
華
の
こ
と
。

釈
尊
の
説
い
た
真
実

録
高
の
教
え
で
あ
る
妙
法
蓮
華
経

(法
華
経
)

は、
八
正
し
い
白
き
蓮
華
の
教
え
V
と
も
い
う
。

汚
泥
の
中
で
浄
ら
か
に
、
白
い
花
を
咲
か
せ
る

蓮
華
の
よ
う
に
、
世
の
中
の
汚
濁
に
染
ま
る
こ

と
な
く
清
浄
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
表
象

し
た
も
の
。

日
本
の
代
表
的
仏
教
者
で
あ
る

八
日
連
〉
は
濁
世
の
閣
に
光
明
を
そ
そ
ぐ
「
日
」

と
共
に

「遮
」
の
も
つ
限
り
な
い
清
浄
の
徳
を

尊
び
自
ら
の
名
と
し
た
。

ー七

(
加

〉
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編

集

後

コ」ZE--u
 

V
求
道
す
で
に
道
で
あ
る
、
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
研
究
と
教
育
の
道
を
歩
み
つ
づ
け
る
道
棋
が
、
こ
の

「紀

要
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
第
十
四
回
ち
に、

今
年
も
ま
た
研
究
成
果
の
結
晶
を
所
載
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
御
多

忙
の
な
か
を
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ

た
執
筆
者
各
位
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

V
近
藤
先
生
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
長
年
に
わ
た
り
英
語
教
育
に
専
念
し
て
き
た
足
跡
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

前
号
の

「私
の
歩
ん
だ
英
語
教
育
の
旅」

と
あ
わ
せ
て
一
読
く
だ
さ
れ
ば
、
先
生
の
歩
ん
だ
英
語
教
育
の

「歴
史
」

が
ま
ざ
ま
ざ
と
浮
び
あ
が

っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
清
水
先
生
の
論
文
は
英
語
学
研
究
の
分
野
を
開
拓
す
る

豊
富
な
内
容
を
提
示
さ
れ
て
お
り
、
難
波
先
生
の
論
文
は
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
こ
ら
れ
た
識
同
ん
か
ら
「
音
楽
性
」

と

い
う
命
題
を
と
ら
え
い
ず
れ
も
重
要
な
観
点
を
示
し
て
く
だ
さ
り
、英
米
語
学
科
の
単
科
大
学
で
あ
る
本
学
の
研
究
・

教
育
に
と
っ
て
重
要
な
指
針
を
与
え
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

V
独
一房一
の
よ
う
に
寒
々
と
し
た
研
究
室
の
窓
か
ら
は、

冬
の
澄
み
切
っ

た
空
と
大
け
や
き
の
枯
枝
が
見
え
る
。
こ
の

校
の
先
に
新
し
い
緑
の
若
葉
が
疏
え
出
す
頃
に
は
、
本
学
も
二
O
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
。
高
度
成
長
か
ら
低
成
長

へ
、
あ
る
い
は
高
度
情
報
社
会

へ
と
社
会
は
変
動
し
、
そ
れ
に
伴
な
い
学
生
に
も
、
激
し
い
変
化
が
見
ら
れ
た
。
本

学
も
こ

の
よ
う
な
変
動
に
対
応
す
る
た
め
の
変
革
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
二
O
周
年
は
、
飛
躍

へ
の
重
要
な
ス
テ

ッ
プ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
編
集
子
に
は
恩
わ
れ
る
。

V
わ
が
短
大
に
も
、
「
校
歌
」
が
出
来
た
。
混
沌
と
し
た
日
々
に
身
を
お
さ
つ

つ
、
限
り
な
い
未
来
を
夢
見
て
、
く

り
か
え
し
真
実
の
言
葉
を
語
り
つ
づ
け
た
い
と

「校
歌
」
を
聞
き
な
が
ら
と
も
に
響
い
あ
い
た
い
。
さ
あ
、
い

っ
し

ょ
に
歌
お
う
。
「
校
歌
」
を
歌
う
こ
と
は
、
本
学
の
精
神
と
私
た
ち
の
心
の
輸
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
。

V

「
紀
要
」
合
評
研
究
例
会
は
、

一
歩
一
歩
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
研
究
教
育
の
交
流
こ
そ
明
日
の
糧
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
是
非
ご
参
加
を
。

「紀
要
」
編
集
委
員
会
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